














【好待遇】猜さい疑ぎ王おうの契約王妃（※丁寧に指導します）








乙川れい





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──末永く、よろしく。

　そう告げた瞬間、ヴィクリス・バゼル・ミストリアはおのれの過あやまちに気がついた。

　ミストリア王宮の礼れい拝はい堂どうにある、祭さい壇だんの前。

　目の前には王家に代々伝わる花嫁衣い装しようを纏まとった娘が佇たたずんでいる。

　華きや奢しやな肢し体たいに最高級の白しろ絹ぎぬを重ねた姿は、彼女自身が純白の薔ば薇らにでもなったかのような美しさだった。

　波打つ栗くり色いろの髪かみを丁てい寧ねいに結ゆい上げ、白薔薇の生花をあしらった薄衣のヴェールを被かぶり、春の陽光に包まれた森のような榛はしばみ色いろの双そう眸ぼうをまっすぐにこちらへ向けている。

　美しい瞳ひとみの奥に、黒髪に銀ぎん灰かい色しよくの目をした陰気な男の顔が映り込んでいた。

「え、ええ、よろしくお願いいたしますわ」

　バースワーク伯はく爵しやくの娘エステラは健気けなげに微笑ほほえんだ。

　だが、その表情にかすかな困こん惑わくが見えて、ヴィクリスは痛つう烈れつに後悔した。

（私はなんてことをしてしまったんだ）

　さきほどの自分の行為がひどく愚おろかに思える。

　女王座の輝く期間に女王もしくは王妃が不在だと災害が起こるという〈魔女王〉カミラの呪のろいを防ぐための契約王妃に、しかも半年間の婚こん姻いん関係を解消したのちは修道を志こころざす予定の女性に──よりにもよって口づけてしまうとは。

（魔が差した……のか？　エステラがあまりに綺き麗れいだから……いや、待て。あのときと出いで立たちは変わらないはずだ）

　つい一カ月前に行い、無効となってしまった署名だけの結婚式を思い出す。

　あのときもエステラは同じ衣装、同じ髪型をしていたはずだ。

　顔立ちの整った娘だとは思っていたが、当時は亡命中の異い母ぼ姉しらに雇やとわれた暗殺者の可能性も疑っていたくらいで、特段の思いはなかった。

　それがなぜ、いまになって気になるのか。

　神への宣せん誓せいも、結婚誓約書への署名もとうに終えている。二人の婚姻は成立した。

　しかし、なぜだか大きな過あやまちを犯おかした気分になった。

　ヴィクリスはエステラから目を逸そらすと、軍服のマントを翻ひるがえした。

　これ以上、ここには一秒たりとも長くいたくなかった。

　左右の会かい衆しゆう席せきの間の身廊を突き進み、席に着いているはずの甥おいや花嫁の父の顔を見ないようにして、足早に礼拝堂を後にする。

　宮殿へ続く小道を突き進んでいくと、背後からせわしげな足音が追いかけてきた。

「なんの用だ、ルパート」

　足音で誰だれだかわかったので振り返らずに訊たずねると、足音が横を通り過ぎていった。人影が前方に回り込み、くるりと向き直って進路を塞ふさぐ。ヴィクリスはしかたなく足を止めた。

「なんの用だ、じゃないですよ。ひどいじゃないですか、花嫁を置き去りにして。いい雰ふん囲い気きだと思っていたのに、急にどうしちゃったんです？」

　ルパートは狐きつね顔がおを厳しくして非難してきた。

「私は過ちを犯した」

「過ちなら定期的に犯してますし、取り返しのつかないことはいまのところ全部自分がなんとかしてますから大丈夫ですよ。いったい何が気にいらないんですか。あっ、もしかして、さっきの口づけのことですか？」

　目の前が一瞬、赤く染まった気がした。

「……そうだ。修しゆう練れん女じよ見習いに手を出すなど、どうかしている」

「結婚式なんですから口づけくらい普通ですよ。彼女だって理解しているはずです」

「だが、するべきではなかった。カミラの呪い対策のためにもできるだけ長く婚姻関係を続けなければならないというのに。絶対に、気持ち悪いと思われたはずだ」

〝猜さい疑ぎ王おう〟などとあだ名され、過去十二人の王妃と婚姻関係を解消してきたような男に口づけられては、さぞ不快だったに違いない。

　ずん、と頭の上に巨大な分ふん銅どうが載っかってきたかのような重みを感じた。

「陛へい下か……すっかりこじらせちゃってますけど、もう少し自信を持ちましょうよ」

「能力には自信がある。だが、男としての魅力がないことは過去の十二人の妃きさきによって証明されている」

「自己評価低っ！　内戦前はあんだけお嬢じようさん方にきゃーきゃー言われていたのに」

「五年も前の話だろう」

「たった五年ですよ、たったの！　あんた見てくれはいいんですから『この俺おれ様に口づけられてありがたく思うがいい』ってくらい堂々としても……」

「ありがたく思うわけがない。エステラが愛しているのは神であって、私ではない」

　自分の言葉に、なぜか胸きよう中ちゆうがざわついた。そんな自分自身に戸惑った。

（なぜだ？　事実を述のべただけではないか）

　エステラは修練女見習いだ。

　キリエ教において、信仰の対象は神と、神の聖妃である聖アンナだ。

　聖アンナは自己犠ぎ牲せいのもとに迷える人々を救った聖人で、彼女を目指して修道の道を志す者を修道女、修道女見習いを修練女と呼ぶ。

　いずれ神の妻になる予定の娘なのだ。

　わかりきっていたことなのに、なぜいまごろ戸惑うのだろう。理由がわからない。

　頭の中で警けい鐘しようが鳴り響いた。これはゆゆしき事態だ。

　いままで猜疑王と揶や揄ゆされようと堂々とふるまえたのは、自分の中に行動や判断の基準となる軸じくがあったからだ。その軸に則のつとって動いてきたから、あのおそろしい内戦を生き抜くことができた。

　だが、いまこうして何かに戸惑いを覚え、原因がわからないということは、その絶対的だった軸がぶれてきているという証左だ。

（このままでは私はだめになる。速すみやかに決断しなければ）

　既すでに気持ちは固まっていた。

「ルパート。私は決めたぞ」

「……すっごく嫌いやな予感がするんですが、何をですか？」

　補佐官の細い双眸を見つめ返して、ヴィクリスは宣言した。

「契約期間が切れるまで、エステラとは会わないことにする」
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　陽ひの匂いをはらんだ風に、緩ゆるく波打つ栗くり色いろの髪かみが靡なびく。

　一歩踏ふみ出すたびに、牡ぼ丹たんの花か弁べんのごとく重なったドレスの裾すそがふわりと翻ひるがえった。

　凜りんと輝く榛はしばみ色いろの眼まな差ざしをまっすぐ前へ向け、薔ば薇ら色いろの薄い唇くちびるをきゅっと引き締めて、エステラはすり足ながら猛もう然ぜんと、屋根のついた外そと柱ちゆう廊ろうを突き進んでいく。

（今日こそは──陛へい下かにお会いしなければ）

　薄い胸に抱いているのは、小さな小さな野望。

　しかし、これがいかに実現困難か、エステラ自身が一番よくわかっている。

　なぜなら、エステラは仕切り直しの婚こん姻いんから一カ月、夫であるミストリア国王ヴィクリスに二度しか会えていないのだ。

　その二度というのも、ヴィクリスが叛はん乱らん分子の掃そう討とう作戦のため出発した日と、すべてを終えて帰き還かんした日のことで、どちらも挨あい拶さつくらいしかできていない。

「エステラ様あっ！　だめですよう、その先は立ち入り禁止区域ですって！」

　追いかけてくる足音と情なさけない制止の声に振り返ると、黒髪をひっつめにした少女が、侍じ女じよのお仕着せの裾すそをはためかせながら追いすがってきていた。

「心配無用ですわ。わたくし、王宮の立ち入り禁止区域はすべて覚えておりますもの」

　エステラはにっこりと笑って、侍女、ユニスに応じる。

　ミストリア王宮は現国王ヴィクリスの命で、役職ごとに立ち入り禁止区域や、場所ごとの禁止事項が細かく設定されている。

　特に、過去に何かしらの事件が起きた場所については、一見理り不ふ尽じんとも思える規則が設もうけられている。

　たとえば飲食物の運うん搬ぱんが禁止されている廊ろう下かがあるが、それはこの場所で天てん井じように潜ひそんでいた暗殺者が、侍女の運ぶ茶ちや菓が子しに猛もう毒どくを垂たらしたことがあるからだ。

　この柱廊も、よくよく目を凝こらして柱の一つを見れば、口を大きく開けて行進する人影に斜ななめの線が入った小さな標示──歩きながらの会話を禁止する標示がさりげなく掲かかげられているのがわかる。

　これは王宮内にある無数の規則を可か視し化かすることで新入りでも遵じゆん守しゆしやすくなるよう、エステラたちが制作した標示で、エステラが王宮の人々に受け入れられるきっかけとなったものだ。

「ええー？　じゃあ、いったいどこに向かってらっしゃるんです？　その先は練兵場しかありませんけれど」

「もちろん、練兵場に向かっておりますわ」

　エステラが歩きだすと、ユニスも、待ってくださいよう、と言って追いかけてきた。

　柱廊を通り抜けると、華はなやかな外観の宮殿とは打って変わった、質しつ実じつ剛ごう健けんで飾かざり気けのない建物と石いし塀べいが現れる。

　ちょうど正殿を挟はさんで王族の居住区の反対側にあるここは、主おもに兵士たちの領域だ。

　練兵場の前まで辿たどりつくと、見張り番の兵士がすかさず呼び止めてきた。

「妃殿下。この先は立ち入り禁止です」

「わかっておりますわ。わたくしは、ここで陛下を待たせていただきたいだけですの。最近はいつもこのくらいの時間にはお越しになって、兵士の皆さんを指導なさっていると聞いたのですけれど」

　筋肉痛に苦しむ親切な兵士から得た情報だ。間違いない。

　しかし、見張りの兵士は困こん惑わく気味に眉まゆ尻じりを下げた。

「確かに、いつもならばもうお越しになっていてもおかしくない時間ですが……」

「──陛下ならば来ませんよ」

　素そっ気けない声が、兵士の言葉をすくい取った。

　振り向くと、長い金きん髪ぱつを後ろで一つにまとめた青年がこちらに近づいてきていた。陽気のせいか狐きつねのような細い目をいつも以上に細めていて、笑っていなくても笑っているような顔に見える。

「ルパート様！」

　ヴィクリスの補佐官を務めるルパートは、どうも、と気さくに片手を上げた。

「エステラ様、ごきげんうるわしゅう。ユニスも」

「おっ、お疲れ様です！」

　ユニスが慌てて頭を下げる。

「陛へい下かがいらっしゃらないって、どうしてですの？」

「さきほどルベルジュ大使との会食のため、ノウィックに向かわれました」

　ノウィックは王都ミストークからほど近い港町の名だ。

　漁業も盛さかんながら、王都まで馬で数時間という地理ゆえミストリアの玄関口の役目も担になっている。異国からの船も出入りしているため、王都に勝まさるとも劣おとらないほど発展しているという。

「会食後は港と市場の視察、夕方からは重要な会議の予定が入っています。その後は晩ばん餐さん会かいの予定がありますので、今日はお目にかかれないでしょうねえ。それと」

　と、ルパートは困ったように笑う。

「エステラ様が兵士から陛下の情報を集めていることは、とっくに陛下の耳に入っています。エステラ様がいらっしゃる以上、ここには絶対に寄りつきませんよ」

　がん、と鈍どん器きで頭を殴られたかのような衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　エステラがいる以上、寄りつかない。

　その言葉が意味することは、一つしかない。

「……わたくし、そんなに陛下に嫌われてましたのね」

　あまりにも会えない日が続いていたから、もしかしたらとは思っていたが、まさか本当に避けられていたとは思いたくなかった。

「エステラ様、お気を確かに、元気を出してください！　エステラ様が陛下に嫌われるようなことなんて……」

「身に覚えがありすぎますわ」

「ですよねー……わたしもいつクビになってもおかしくないと覚かく悟ごしてます」

　ユニスと一緒になって、どんよりと落ち込んでしまう。

「ああいえ、エステラ様が嫌われてるわけじゃないんで、そこは安心してください。自分が保証します。ユニスは次に何かあったら保証できませんが」

「そんなあああああ」

　大げさな声をあげてへたり込む侍女の頭を、エステラは幼おさな子ごをあやすように撫なでた。癖くせのない黒髪は艶つや々つやしていて、手触りも滑なめらかだ。王妃とはいえ人生の半分以上を修道院で過ごした自分よりも、よほど手入れが行き届いている。

「でも、それならどうして陛下はわたくしに会ってくださいませんの？」

　ユニスを宥なだめながら素そ朴ぼくな疑問を口にすると、ルパートは細い視線を気まずそうに虚こ空くうへさまよわせた。

「そこはほら、なんというか、男心は複雑と申しますか、その……」

　途中で言葉を続けるのは諦あきらめたらしく、重苦しいため息をついた。

「すいません。陛下に代わってお詫わびします」

「そんな。ルパート様に謝あやまっていただくようなことではありませんわ」

「いえいえ、あんなにこじらせるまで陛下をほったらかしておいた自分らにも責任はあります。とにかく、あとちょっとだけ待ってくれませんか。もうしばらくしたら必ず会えるようになりますから。爆弾を用意しましたので」

「爆弾って……」

　先月エステラをさんざん振り回してくれた、とある火薬騒動のことが脳のう裏りをよぎる。

　ルパートは慌てて手をぱたぱた振って否定した。

「もののたとえですよ、たとえ！　本物の爆弾ではないですから、ご安心ください」

　どうやら何か秘策があるらしい。

　彼には過去に何度もヴィクリスとの間を取り持ってもらっている。余計な行動は慎つつしみ、その爆弾とやらを待った方がいいかもしれない。

「わかりましたわ。ルパート様を信じて待ちます」

「ええ、待っていてください──ときに、エステラ様。一つ、伺うかがっておきたいことがあるんですが」

「なんですの？」

　狐のような細い眼めに、いくぶんか厳しい光が灯ともる。

「どうして、陛下に会いたいんですか？　過去のお妃きさき様は、陛下に取り入って甘い汁を吸おうとした方や、お家のために跡継ぎを作ろうとした方以外は、率そつ先せんして会おうとなんてなさらなかったのに。もちろん、エステラ様がそういう方ではないことは重々承知した上で、伺いたいんですが」

「それは、陛下と仲良くなりたいからですわ！」

　力いっぱい答えてから、驚いたような視線に気づいて、はっと我われに返る。

　新婚の王妃としてならばともかく、契約王妃としてはおかしなことを言ってしまったかもしれないと思い直し、慌あわてて訂正する。

「いえっ、その……過去の王妃様が陛下と長続きしなかったのは、仲良くなれなかったからだと思いますの。確かに今回の婚姻は陛下からのお申し出でしたけれど、陛下の気が変わってしまわれたらいけませんし……」

　ごにょごにょと言い訳すると、ルパートはなぜか生なま温ぬるい笑顔になった。

「エステラ様、それはとてもまっとうな考えですが、陛下には通用しません」

「えっ……」

「お忘れですか？　あなたの夫は〝猜さい疑ぎ王おう〟だということを」
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　猜疑王──それはとある新聞がヴィクリスにつけた呼び名だ。

　内戦にまで発展した王位継承争いののち、亡なき実じつ兄けいに代わり即位した英雄に対してあんまりな呼称ではあるが、実際に彼は内戦中の度たび重かさなる裏切りとだまし討うちで、そう呼ばれても仕方がないほどに人間不信をこじらせてしまっていた。

　おまけに血の繫つながった兄きよう弟だい姉し妹まいから女暗殺者ばかりを送り込まれた影響で、とりわけ女性不信がはなはだしい。当然、過去の王妃ともまともな関係が築けるはずもなく、御おん年とし二十二歳にして離婚を繰り返すこと十二回。

　エステラは彼の十三番目の王妃だった。

（ルパート様は、嫌われているわけではないとおっしゃってましたけれど……）

　細かく刻きざんだ根菜と香草などが入ったオムレツをナイフとフォークで切り分けながら、小さくため息をついた。

〈北の宮〉の食堂には侍女たちがずらりと控えているが、白いクロスの敷かれたテーブルについて朝食を摂とっているのはエステラだけだ。

　それどころか王宮入りして早二カ月、誰かと食事を共にしたことが一度もない。

　修道院での食事は毎日少量で質しつ素そだったが、それでも長いテーブルを修道女たち全員で囲み、静かながらも和なごやかなものだった。

　大勢に見守られているとはいえ、一人で食事をするのは寂さびしいものがある。何度かユニスたちを誘ったが、とんでもないと全員に固こ辞じされてしまった。

　ちなみにヴィクリスを誘ったこともある。結果は言わずもがなだ。

（避けられるのには何か理由があるはずですわ。となると、やっぱり嫌われているのでしょうか……でも、そのわりには……）

　エステラはオムレツを載せたフォークを口へ運んだ。

　柔やわらかな卵生き地じが舌の上でふわりと溶とけ、咀そ嚼しやくすると野菜の優しい甘みと香草のさわやかな風味が口の中いっぱいに広がる。自然と頰ほおが緩んだ。

（前からお料理は美お味いしかったですけれども、最近は特に、わたくしの好みになってきている気がしますのよね）

　うっとりと幸せを嚙かみしめ、飲み下す。

　長らく清せい貧ひんにつとめてきたので嫌いな食べ物はないが、好きな食べ物はある。

　卵料理だ。修道院では肉類を食べることは禁じられていたので、卵は貴重な栄養源だ。オムレツも目玉焼きも、プディングもカスタードも大好物だった。

　王宮に来てからしばらくの間は、毎晩のように肉料理が出されていた。修しゆう練れん女じよ見習いという立場上、肉類を食べるのは好ましくないものの、食べ物を無む駄だにする方が罪つみ深ぶかいので黙だまって食べていた。

　それが、最近は肉料理を見かけなくなり、魚や卵料理の頻ひん度どがぐんと上がった。エステラの嗜し好こうと信しん仰こうに合わせてくれているのはあきらかだ。

　避けられているわりには、待たい遇ぐうは格段によくなっている。

　それも、エステラにしか通じないたぐいの改善なのだ。

（料理長が気を遣つかってくださっているわけではないですわよね。あの陛下が、わたくしの食事の献こん立だてだけは料理長に任せきりなんてありえませんもの）

　自分の生活はすべてヴィクリスに管理されていると考えていい。

　つまり、彼なりに配はい慮りよしてくれているのだ。

（……気を遣ってくださるのなら、一緒にお食事していただきたいですわ）

　ちらりと、誰も座ったことのない向かいの席を見やる。

　ヴィクリスはエステラの好きな食べ物を知っている。

　でも、自分は彼の好物どころか、好きなものを何一つ知らないのだ。

（契約書や申請書がお好きなのは知ってますけれど）

　こっそりとため息をつきつつナイフとフォークを置き、丸いパンをちぎって食べる。こちらもカスタードクリームが生地に練り込まれていて、ほんのりと甘くて美味しい。

　いたれりつくせりなのに素直に喜べずにいると、ノックの音が響いた。

　部屋で待機させていたそばかす顔の侍女が、うろたえた様子で入ってくる。

「お食事中、失礼いたします。お部屋に贈り物が届いているのですが、どちらに置けばよろしいかと……」

「贈り物？」

　ちょうど食べ終わったところだったので、エステラはナプキンで口元を拭ぬぐってから立ち上がった。

　侍女に案内されて部屋に戻ると、寝室に荷物を運んできたらしい侍じ従じゆうたちの姿があり、奥の低い棚たなの上に小さな三さん面めん鏡きようのようなものが置かれていた。

　それは小さな祭さい壇だんだった。

　三面に宗教画が描かれており、中央の前には木彫りの聖アンナ像が置かれている。

　神は光として地上に現れるため、偶ぐう像ぞう崇すう拝はいの対象はもっぱら聖人となる。

　折りたたみ式の小祭壇は教会が販売している正式なものだが、聖アンナ像は手作りどころかまだ完成して日が経たっていないらしく、新しい木材の匂いがする。

「まあ……まあっ、なんてことでしょう！」

　エステラは感動に打うち震ふるえ、胸の前で聖印を切った。

　祭壇に駆かけ寄より、跪ひざまずいて聖アンナ像を見上げる。細かいところまで丁寧に彫ってある。特に彫刻刀の跡が残っているのが、よりいっそう表情に温かみを与えていた。

「素敵ですわ。これはいったいどうしましたの？」

「陛下からの贈り物です。毎日のお祈りに役立ててほしいと。それでは我々はこれで」

　事務的に告げると、侍従たちは一礼して退室していった。

「陛下から……」

　茫ぼう然ぜんと繰り返して、聖アンナ像を手に取った。

　これを彫ったのはまず間違いなく、工作は得意だと自負するヴィクリスだろう。

「また……またですわ……」

「何が『また』なんですか？」

　怪け訝げんそうに訊たずねてくるユニスを振り向き、エステラは聖アンナ像を持ち上げる。

「また待遇がよくなってますわ！　どうしてですの!?　避けられてますのに！」

「エステラ様っ、危ないですって！　落としたら壊れちゃいますよう！」

　はっと我に返って、木彫りの像を祭壇の真ん中に戻してから、改めて振り返る。

「もう我が慢まんがなりませんわ！」

「……待遇がよくなったのに、何が不満なんですか？」

「だって、お礼も言わせてくださらないなんて、あんまりでしょう！」

「お礼なら手紙をしたためればいいじゃないですか」

「お手紙ならいつも送ってますわ！　わたくしは陛下に直接会って感謝の気持ちを伝えたいんです！」

「っていうか、我慢がならなくてもお会いできませんよね？　避けられてますし」

　冷静な指摘に、うっと言葉に詰まる。確かに会えないのではどうしようもない。

　だが、この程度で引き下がるつもりはなかった。今日は覚悟が違う。

「それなら、陛下の寝室と執務室を張り込みますわ！　徹夜で！」

「エステラ様、体はひとつしかないので両方は無理です……って、ちょっと待ってくださいってば！」

　みなまで聞かず、エステラは寝室を後にした。早足で廊下を突き進んでいく。

　昨日は逃げられたが、今日という今日こそ会ってみせる。

「かくなる上は、罠わなを仕掛けてでも……」

　玄関ホールから颯さつ爽そうと外へ繰り出し、かつていたずらっ子だった頃の魂たましいを蘇よみがえらせて呟つぶやいたときだった。

「──その意気やよし、かしらね」

　驚いて、顔を上げる。

　外に出たところに、見たことのない貴婦人が佇たたずんでいた。

　年の頃は四十代後半。健康的でふくよかな肉体を襟えりまできっちり詰まった隙すきのない黒いドレスで包み、豪ごう奢しやに結い上げられた亜あ麻ま色いろの髪の上にドレスと同色の帽ぼう子しを載せている。

　顔のあちこちに深い皺しわが刻まれているが、澄すんだ紅茶色の双眸と小さな鼻は優しげで、厚めの唇くちびるに引かれた真まっ赤かな口紅が艶あでやかで印象的だった。

「あなたは……？」

　黒いドレスといっても侍女のお仕着せとは違って光こう沢たくのある、豪奢なレースが要所要所に使われている。ドレスのよしあしがわからないエステラにも上等な代しろ物ものだとわかった。

　おそらく貴族の女性だろう。しかし、王宮で見かけたのははじめてだ。

　貴婦人はにっこりと笑った。笑うと皺がよりいっそう深くなり、愛あい嬌きようが増した。

　颯さつ爽そうと近づいてくると、手前で足を止め、ずいと身を乗り出して顔を覗のぞき込こんでくる。

　エステラは反射的に少し仰のけ反ぞった。
















「あ、あの……？」

「こんなにか弱そうな娘が最長記録保持者だなんて、人は見かけによらないとはこのことかしら。まあ、修道女見習いならば多少のことではへこたれないのも当然かしらね。普通の令れい嬢じようでは猜疑王の相手なんてつとまらないでしょうし」

　質問を無視し、貴婦人は勝手に呟きながら観察の目を向けてくる。

　値踏みするような視線に萎い縮しゆくしていると、彼女はぐるりと後ろに回り込んだ。そう思ったらいきなり尻を撫でられた。

「ひゃあっ!?」

「ふんふん」

　顎あごに手を当てて何やら検討しながらまた前に回り込み、今度は胸に手を伸ばしてきた。

　エステラが声にならない悲鳴をあげて飛とび退のくと、貴婦人の手がすかっと空くうを摑つかんだ。

「胸は普通だけどお尻が薄いわね。色気がちょっとばかり足りないのが難点かしら」

「い、いいきなり、なんですの、あなたは！」

　両腕を交まじえて胸元をかばいつつ、抗議の声をあげる。

　王宮でむやみに大声をあげることは規則で禁じられているが、不審者に襲おそわれたときは別である。同性だが、貴婦人の行為は不審の度を通り越しているはずだ。

　しかし、貴婦人は動じなかった。真っ赤な口紅を引いた唇が、愉ゆ快かいそうに弧こを描えがく。

「あらやだ、怯おびえちゃって。初うい々ういしいこと。ルパートの坊ぼうやから聞いてなかったのね、子猫ちゃん」

「こ、子猫ちゃん……？」

　生まれてこのかた、そんな呼び方をされたのははじめてだ。

（いえ、それよりもいま『ルパートの坊や』って……）

　この人が例の爆弾だろうか。

　エステラが理解したのがわかったのだろう、貴婦人は眩まぶしげに目を細めて会え釈しやくした。

「あたくしはクリフォード女伯はく爵しやくコーネリア。準備不足の王妃様を教育するために呼ばれた者よ。覚悟なさい？」







　硝子ガラス張りのテラスに、甲かん高だかい叱しつ声せいが響き渡る。

「このお菓子は何？　生地にナッツを練り込んで焼いただけ。かたちにも華やかさや工夫がないし、そもそも焼き菓子だけというのはどうなの？　普通は何種類ものお菓子を用意して、いろいろな味や香り、食感を楽しめるようにするものでしょう」

　レースのクロスが敷かれた円まるテーブルでエステラの向かいに座る貴婦人は、さきほどから陶とう器きのカップや菓子を載せた銀器、紅茶の淹いれ方かたに菓子の種類と、ダメ出しに余念がない。

　きちんとおもてなしをしたはずの侍女たちは、あまりの剣幕に完全に萎縮しており、壁際に並んで顔を青白くさせている。ユニスなどはいまにも倒れそうだ。

「申し訳ありません！」

　侍女長が一同を代表して、声を張りあげて謝罪する。

「しばらくお客様をお迎えしていなかったもので、気が緩んでおりました。すべて私の責任です」

　率先して深々と頭を下げる。他の侍女たちも慌ててそれに倣ならった。

「あなたがついていながら情けないわね。これだから大陸の連中にミストリアは辺境だのなんだのと馬ば鹿かにされるのよ」

　憤ふん然ぜんと言い渡しながら、ティーカップに口をつける。女だてらに伯爵位を継ぎ、領地をより豊かにするためにみずから海外に渡ることもある女じよ傑けつらしく、すごい迫力だ。

　しかしこれ以上は見ていられず、エステラは勇気を出して口を挟んだ。

「あの、クリフォード女伯爵」

「コーネリアで結構よ」

「コーネリア様。お菓子を用意していなかったことは、わたくしに責任がありますわ。わたくしにはお茶会をする習慣も、間食をする習慣もなくて……」

「ええ、そうね。あなたの責任だわ」

　ずばっと言って、閉じた扇おうぎの先を突きつけてくる。

　まるで剣先を向けられたかのような迫力に、エステラは息を吞のんだ。

「あなたはお茶会が淑しゆく女じよにとってどれほど大事か、まるで理解していないようね。お茶会とはいわば、淑女の情報交換の場。世間で何が流は行やっているのか、どこそこの貴族が誰と仲がいいのか、あるいは悪いのか。世間を賑にぎわせている役に立つかもしれない噂うわさ話ばなし……王宮に閉じこもっていてはわからない情報を得る、絶好の機会なのよ。それをみすみす逃のがしているなんて、人の上に立つ者としての自覚がなさすぎるわ」

「……お、お言葉を返すようですけれど、わたくしは別に人の上に立っているわけではありませんわ。政治にも関わりがありませんし……」

「でも、陛下に口添えできる立場にいることは確かでしょう」

　切り返しが早い。頭の回転が速い人なのだろう。

　おまけに自信に満ちた態度のせいで、強引なのに説得力があるように感じてしまう。

「口添えなんて、とんでもないですわ。陛下に会ってすらいただけないのですから」

「ああ、そのことね」

　つまらなそうな言いぐさにエステラは目を丸くした。

　ルパートはそんなことまでコーネリアに伝えていたらしい。

「あたくしがここに来たのはあなたを王妃として教育する必要を感じたからだけど、それだけではないの。あなたに男の扱い方を教えて差し上げようと思ったのよ」

「おと……殿方の扱い方、ですか？」

　なんだか非常に大だい胆たんで、かつ不ふ穏おん当とうな発言に聞こえる。

　ぱらり、とコーネリアは扇を開いた。

「そう。かたや人間不信をこじらせた猜疑王、かたや淑女のなんたるかがわかっていない元修道女。水と油だわ。放っておいたところで混じるわけがない。だから、あたくしが酢ビネガーになって、水と油を混ぜにきたというわけよ」

「はあ……」

　元修道女、という部分を訂正するのは最近は諦めてきているが、それにしてもたとえを含めてよくわからない。

「うぶなあなたには見当もつかないだろうけれど、いまこの状態で陛下とお会いする方法なんていくらでも思いつくわ。あたくしならば一週間とかからずに陛下をみずからここへ赴おもむかせることだってできてよ」

　エステラは思わず目を見開いた。

「一週間とかからずに、陛下をみずからここへ……？」

「ええ、簡単よ」

　自信に満みち溢あふれた口く調ちようと微笑ほほえみから、溢れんばかりの頼もしさを感じる。そこまで言うからには、具体的な案もあるのだろう。

「コーネリア様、さしつかえなければこのわたくしにご教授くださいませ。どうしたら、陛下とお会いできるのでしょうか」

　エステラはまっすぐにコーネリアの青い瞳ひとみを覗き込んだ。

　その目を嬉しそうにすがめて、貴婦人は扇で口元を隠した。

「ただでは教えて差し上げられないわね。そう……もしあたくしの作戦が成功したあかつきには、陛下に口添えしてほしいことがあるの」

「口添え、ですか？　でも、わたくしの言葉に陛下が耳を傾けてくださるかどうか……」

「伝えてくださるだけで結構よ。猜疑王に無理を通せるとは思っていないもの」

「わかりましたわ。お約束いたします。それで、何を口添えすれば？」

「たいしたことではないのよ。この作戦が成功したあかつきには……陛下に〝聖せい兜とう祭さい〟の再開を口添えしてほしいの」

　聖兜祭は第六月の中旬に行われる祭りで、キリエ教における聖妃、聖アンナの十二の奇き蹟せきにちなんだ祝祭だ。

〈魔女王〉カミラの時代よりもはるか昔、かつてミストリアが凶きよう作さく続きだった頃、ある商人が大陸からじゃがいもを持ち込んだ。

　じゃがいもは一年を通じて涼しいミストリアの気候にも適した作物という触れ込みだったが、商人はその種たね芋いもを荘園の領主にひどい高値で売りつけようとした。財政難で種芋を購入できずにいた領主の代わりに、アンナはその商人から種芋を盗み出し、協力してくれた兵士オランドの兜かぶとに入れて農民たちに分け与えたという。

　のちに商人が教会に訴うつたえ、アンナは捕とらえられて石投げの刑にされかけるが、そこへ空から黄金の光が降ふり注そそぎ、「汝なんじの罪を許す」と神の声が響いたため許された──

　聖兜祭はそんな故事にちなんだものだ。

　祭りの一大イベントである〝兜送り〟および〝兜迎え〟の儀式では、ミストリア王家が所蔵する本物の〈オランドの兜〉も登場する。

　国内のみならず諸外国からも本物の聖せい遺い物ぶつを一目見ようと熱心なキリエ教徒が集まるため、王都は真夏以上の熱気に包まれるという。

「今年はじゃがいもが豊作だと聞いているわ。内戦の終結から一年が経つことだし、再開しない手はないと思うのよ。それなのに陛下は、先月ランデリック陣営の残党が事件を起こしたばかりだからといって、今年も開かい催さいしないおつもりのようで……」

　コーネリアが嘆なげかわしいとばかりに深々とため息をつく。

「それは、陛下のお気持ちもわかる気がいたしますけれど……」

「でも、国民の数少ない楽しみを取り上げつづけるのはいかがなものかしら？　いまはまだ国民の支持を得ているようだけれど、あまり締めつけ続ければやがてそっぽを向かれるわ。聖兜祭の開催は陛下のためでもあるのよ」

　その言葉には説得力があるように思えた。

　内戦でヴィクリスと敵対関係にあった王族の一部は逃亡中だ。大陸のルベルジュ王国やキリエ教皇国に亡ぼう命めいした者もいると聞いている。不満が溜たまれば、彼ら彼女らを担かつぎ上げて新しい王の擁よう立りつへと動く者たちも現れるかもしれない。

（そうなれば、また戦争になってしまう）

　それだけはなんとしてでも防ぎたかった。

「わかりましたわ。わたくしから、陛下に提案させていただきます」

「ありがとう」

　エステラが力強く了承すると、コーネリアは嬉うれしそうに破は顔がんした。

「約束どおり、陛下とお会いできる方法をお教えしましょう。でもその前に……王妃様、釣つりはお好きかしら？」

「……釣り、ですか？」

　含み笑いを浮かべるコーネリアの双眸は、元いたずらっ子のエステラから見ても、じゅうぶんすぎるほどいたずらめいた光に満ちていた。
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　これは異常事態だ。絶対に何か裏がある。

　重要な会議を終えて執務室に戻ったヴィクリスは、脳内で鳴り響く警けい鐘しように急せかされながら書類に承認の署名をしていた。机に積まれた書類の山がみるみる減っていく。

「あの、陛下、ちゃんと目を通していただかないと……」

　執務机の前に立つ補佐官の方へ、顔も向けずに書類の何枚かを左手で摑んで突き返す。その間も目は文面をなぞり、右手はペンを動かしている。

「一枚目と二枚目、誤字が多い。三枚目、論外だ。却きやつ下かする」

「……ちゃんと読まれてはいらっしゃるようですね」

　ルパートは苦笑まじりに言って、くだんの書類を受け取った。

　執務机に積まれているのは、おもに政治とは無関係な計画や活動などの許可を求める申請書のたぐいだ。

　本来、このような書類の承認作業は国王がするものではないのだろうが、このミストリアでは違う。緊急性を要するものは各担当部署の責任者に任せているものの、そうではないものはヴィクリスみずから目を通し、可か否ひを決めている。

（みな人を信用しすぎている。問題が起きてからでは遅いというのに）

　もし心が覗けたとしたら、ルパートに「あなたは人を信用しなさすぎです」と突っ込まれていただろう。

「何をそんなに急いでらっしゃるんです？　貿易大臣との会食の予定まではまだ時間はたっぷりありますけど」

「だが茶会の開催時刻まではあまり猶ゆう予よがない」

「茶会って……もしかして今日のエステラ様たちのお茶会のことですか？　今け朝さまで『婚姻関係をできるだけ長く継続させるためには会わないのが一番』とか言ってエステラ様のことを避けまくってたくせに、いったいどういう風の吹き回しですか？　っていうか、陛下、呼ばれてましたっけ？」

「いや」

「……えーっと、おっしゃる意味が？」

「呼ばれてはいないが、乗り込むつもりだ」

「うええええっ!?」

　非難の叫び声に、ヴィクリスはようやく顔を上げた。

　狐顔の補佐官が心の底から引きましたといわんばかりの表情で、敬遠するような視線を向けている。

「いやあ、さすがにそれは人として紳しん士しとしてちょっとどうかと思いますよ。淑女の領域に土足で踏み込むような真ま似ねは慎つつしんだ方がよろしいかと」

「おまえはこの事態の異様さがわからないのか」

　ヴィクリスはそう言って執務机の引き出しを開けた。中から一冊の筆記帳を引っ張り出し、机の上で開いてみせる。

『エステラ行動予定・実績表』と題されたそこには、エステラの行動予定と、実際の行動が一時間単位に区切られた表割りでびっしりと書き込まれている。

「ひいいいいい……」

　ルパートがふらりとよろめきながら後あと退ずさった。

「こじらせているとは思ってましたが、まさかここまで進行していたなんて。時間はかかってもいつかは治るものだと信じていたのに、完全に手遅れじゃないですか。手の施ほどこしようがない……！」

「なんの話だ？　それよりもこれを見てくれ」

　ヴィクリスは今週の頁ページを開いた。

　午後のティータイムの時間帯をあらわす横列を、人差し指でゆっくりとなぞる。

「エステラは水曜日に茶会を開く予定になっている。来週の水曜日も、再来週の水曜日も、それどころか向こう半年分の申請書が提出されている」

「……そりゃあ、婚前契約書に『お茶会は週に一回まで』って項目があるから当然じゃないですか？　ちゃんと参加者の人数も守ってますし、客人の身上書も提出してますから、違反はないと思いますけど」

「確かに違反はない。だが、エステラは嫁とついできてから二カ月間、茶会を開いたことは一度もなかった。なのに、今週になっていきなり茶会を、しかもこれから半年間、毎週開くという」

　エステラと契約結婚をして、早二カ月弱。契約期間の残りは四カ月と少しだ。

　それなのに半年先まで予定が入っているということは、エステラの考えではない。

「これはどう見ても異常だ。絶対に何かある」

「……クリフォード女伯爵の王妃教育の賜たま物ものでしょう」

「それが問題だ」

　ヴィクリスは厳おごそかに言って、『エステラ行動予定・実績表』を閉じた。

「クリフォード女伯爵はもとより次じ姉しユージーナを支持していた人物だ。最終的には兄上の陣営に寝返り、現在も主に外交面で協力関係にあるが、確執が一切ないというわけではない。エステラに取り入って彼女を陰から操ってよからぬことを企たくらんでいるかもしれない……どうしたルパート、頭が痛いのか？」

　気がつけば、乳兄弟は痛みを堪こらえるような面おも持もちで額ひたいを押さえている。

「ええ、とても頭が痛いです」

「風か邪ぜか？　それとも二ふつ日か酔よいか？　酒はほどほどにしておいた方がいい。寿命を縮ちぢめるぞ。ランデリックも酒で身を滅ほろぼした──」

「そういう意味じゃねえええ！」

　突然声を荒らげて、ぱしいん、と手にした書類ごと執務机を叩たたく。

「もう何百回申し上げたかわかりませんが、あんたの猜疑心がひどすぎて頭が痛いって言ってるんですよ！　なーんでいまだにわからないんですか！」

「おまえこそわかっていないようだな。エステラは『汝なんじ、おのれと隣人を信じよ』を実じつ践せんするあまり異常に人を信じやすく、騙だまされやすい娘だ。おまけに自分の身の安全よりも他人の身の安全を優先するきらいがある。用心しすぎるほど用心してもまだ足りないくらいだ」

「……あー、そういうことですか」

　しばらく絶望したように黙りこくっていたルパートが、何かを思いついたらしくにやにやしはじめる。

「ようは、エステラ様が心配で心配で、気になっちゃうんですね。そういうことでしたらわかりました。いやー、春ですねえ」

「もう暦こよみの上では初しよ夏かだが、わかったのならいい──では現場に向かおう」

　ヴィクリスは最後の書類への署名を終えると、立ち上がった。

　懐かい中ちゆう時計を懐ふところにしまい、机の横に立て掛けていた剣を手に取る。

「いや、待って陛下！　それお茶会にいらない……」

「薬品保管庫に寄っていくぞ。あそこには流通している主な毒物約三十種類の解げ毒どく薬やくが常備されているはずだ」

　補佐官のやかましいわめき声を聞き流して、ヴィクリスは颯爽と廊下を突き進んだ。
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　一方、エステラはテラスでティーカップを手に微笑みながら、内心戸と惑まどっていた。

「王妃様はバークワース伯爵のご令嬢でいらっしゃるそうですけれど、バークワース領といえばワインが有名ですわね。父上も、ハンプリー製のワインがたいそうお気に入りですの」

「ミストリアの気候で葡ぶ萄どう栽さい培ばいを成功させた前バークワース伯爵の手しゆ腕わんには、夫も敬服しておりますわ。王妃様もさぞ誇ほこらしいことでしょう」

　コーネリアの友人だという淑女たちは満面の笑みを浮かべている。

「お褒ほめにあずかり光栄ですわ。亡なき祖そ父ふもさぞ喜こんでいることでしょう」

　エステラは頰が引きつらないように自制するのがやっとだった。

　今日のお茶会に集められたのは、コーネリアと、コーネリアと懇こん意いにしているという男爵令嬢と子爵夫人だった。

　二人とも笑顔を絶たやさない人好きのする女性ではあるものの、王妃様、王妃様と連呼されるのはさすがにいたたまれない。

（こればかりは慣れそうもないですわ）

　ちらりとコーネリアの方を窺うかがうと、彼女は静かにカップを傾けている。

　決して口数の少なくない彼女が、さきほどから会話に参加してこない。エステラの対応が淑女として間違っていないか、脳内で採点しているのだろう。

（せっかくコーネリア様が場を用意してくださったのですから、淑女の作法を学ばなければ……けれど、お茶会の何が『釣り』なのでしょうか）

　コーネリアに釣りは好きかと問われたのが、一いつ昨さく日じつのこと。

　釣りというのはたとえで、提案されたのはお茶会の開催だった。

　場所は王宮とはいえ参加者はコーネリアが決めている。もとより、エステラにはお茶会に呼べるような貴族の友人はいない。

　実際の淑女の話が聞けるのは、貴族の交流に慣れていない身としてはありがたい。世間話をしているだけでも勉強になる。

　だが、これのどこが釣りで、さらにいえば、これがどうヴィクリスと会うことに繫がるのか見当もつかなかった。

　コーネリアが半年先まで茶会開催の申請書を出したのも気になった。

（そのころにはわたくしは修道院に戻っているのですけれど……）

　ヴィクリスにはわかっているはずだから、予定は取り消させてもらえると思うが、なぜそんな先まで予定を入れようとするのか意図がわからない。

「そういえば、王妃様は最近まで修道院で暮らしていらしたそうですわね。さぞやご苦労なされたことでしょう」

「七歳で修道院に入るなんて想像しただけでぞっとしますわ。お可か哀わい相そうな王妃様」

　エステラは苦笑せずにはいられなかった。

　貴族の女性からすれば、修道院に入れられるのはとんでもない仕打ちらしい。

（確かに、わたくしもおしおきで入れられたのですけれど）

　つらいと思ったことが一度もないとは言い切れないが、修道女たちにはとてもよくしてもらい、いまでは感謝の気持ちしかない。

　少しでも修道院の印象をよくしようと、エステラは張り切った。

「そんなことはありませんわ。聖アンナマリー修道院ではとても親切で、ときに厳しくときに優しく、大事に育てていただきました。いまのわたくしがあるのは、修道女のみなさまのおかげですわ。修道院には感謝の気持ちしかありません」

　心からの言葉だったが、淑女たちの反応はいまいちだった。

　一人は眉まゆをひそめ、もう一人は扇で口元を隠す。

「まあ。でも、修道院での生活は自給自足が鉄則なのでしょう？」

「手を汚して畑仕事をするなんて、想像もできませんわ」

「慣れると楽しいものでしたわ。特に、手塩にかけて育てた作物が無事に実ったときの喜びは格別ですのよ」

　淑女たちは困ったように顔を見合わせた。

「王妃様は本当によくできたお方ですのね。聖遺物を壊した罰ばち当あたりな方だという噂うわさでしたのに」

「シャーロット！」

　子爵夫人の発言を男爵令嬢が扇をずらしてたしなめる。

　罰当たりの一言に胸の奥が小さく痛む。

　子爵夫人が失言に気づいてかあっと頰を赤らめ、慌てて頭こうべを垂たれる。

「も、申し訳ありません！　あたくしったら、なんて失礼な」

「どうかお気になさらず。わたくしが罰当たりな娘というのは事実ですわ」

「では、噂は本当に……？」

「シャーロット！　もうおやめなさい！」

「構かまいませんわ」

　エステラは気き丈じように微笑んでみせた。

「わたくしが、ご先祖様が王家から下か賜しされた聖遺物……〈ホルスの籠こ手て〉を壊したという噂は本当ですもの。こんな罰当たりな娘は恥はずかしくて社交界には出せないでしょうし、修道院に入れられたのもむしろ寛かん大だいな処置だったと思いますわ」

　淑女たちが一斉に息を吞む。

〈ホルスの籠手〉は聖アンナによる十二の奇蹟にちなんだ聖遺物だ。

　聖遺物は全部で七つあり、王家への忠ちゆう誠せいの証あかしとしてかつての七大貴族に下賜された。

　七つのうちそのほとんどが現在は失われているが、バークワース家ではつい十年前まで現存していた。

　エステラがいたずらの末に壊してしまうまでは。

「でも、壊してしまったのは不ふ慮りよの事故なのでしょう？」

「わかりませんわ。あまりに幼おさなかったので、記憶が曖昧ですの」

　覚えているのは粉々に壊れた木製の籠手の姿と、おしおきとして押し込められたワイン酒蔵のすえた臭いのする真まっ暗くら闇やみだけだ。

　闇への恐怖を思い出し、うっすらと鳥とり肌はだの立った腕を隠すように撫でる。

　淑女たちが気まずそうに口ごもり、誤ご魔ま化かすようにティーカップに口をつける。

　そのとき、「失礼します！」と裏返った声をあげて、一人の侍女が入室してきた。

　ユニスだ。血相を変えて、小走りに駆かけ寄よってくる。

「どうしましたの？」

「その……お客様というか、なんというか」

「お客様？」

　今日の招待客は、既すでに全員集まっている。他に来客の予定はない。

「それがその、陛下が、いらっしゃってます……いかがなさいますか？」

「まあ、陛下が……!?」

　エステラは思わず立ち上がった。

　まさかと思ってコーネリアを窺うと、彼女は実に満足そうな笑みを浮かべていた。

　優雅に紅茶を口に運ぶと、ティーカップをソーサーに戻してゆっくりと立ち上がる。

「さて。シャーロット、フリージア。あたくしたちはそろそろお暇いとまいたしましょう。新婚夫婦の邪じや魔まをしてはいけないわ」

「ええ」

「もちろんですわ」

　と声を揃そろえて、男爵令嬢と子爵夫人も立ち上がる。

「それでは王妃様、ごきげんよう」

「……ごきげんよう」

　満面の笑みで会釈してくる淑女たちに、エステラは戸惑いつつ会釈を返す。

　来客二人を先に退室させると、コーネリアが去り際に耳打ちしてきた。

「『押してだめなら引いてみよ』……基本よ。覚えておきなさい」

　思わず息を吞むと、女伯爵は実に魅力的な目配せをして去っていった。

（まさか、これもコーネリア様の作戦のうち？）

　そうとしか思えない。

　けれど、いったい何がどうなって、あれだけ避けていたヴィクリスがみずから足を運んでくれることになったのだろう。

　意味がわからず立ちつくすエステラの耳に、侍女のうろたえた声が響く。

「陛下、お待ちください！　まだ王妃様の許可が……ああっ！」

　思わず振り返った。

　テラスと廊下を繫ぐ扉が開け放たれ、よろめいた侍女の向こう側に長身の人影がある。

　一カ月ぶりに会う夫の姿に、心臓が打うち震ふるえた。

「陛下っ……！」

　エステラは思わず駆け出した。

　勢い余ってヴィクリスの胸に飛び込む寸前、頭の中に冷静な自分が蘇った。

（あら？　確か前にもこういうことが──）

　初めて会ったとき、インク壺つぼを避けようとしてよろめき、抱きついてしまったエステラに対して、彼はどんな行動を取ったか。

　当時の様子が脳のう裏りをよぎりかけたそのとき、視界からヴィクリスが消えていた。

　あら？　と疑問に思った瞬間には、エステラは腕を引かれ、足をかけられていた。

　そのまま床に押さえ込まれ、腕を後ろに回される。

　腰の辺りに膝ひざらしいものを落とされて体重をかけられそうになったところで、「しまった」と呻うめくような声が降ってきた。

「すまない、エステラ。君がいきなり飛びかかってくるから、つい反射的に対暗殺者用の対応をとってしまった」

「あんた本当に最低です」

　そばに控えていたルパートが半はん眼がんになって指摘する。
















　拘こう束そくを解とかれて、エステラは侍女たちに手を借りて立ち上がった。

「いえ、いまのは婚前契約書〈夫婦の章〉第二十七条『不意打ち、及び不意打ちに相当する唐とう突とつな接触は原則禁止とし、事前に声をかけること』を破ったわたくしが悪いのですわ」

「……そんな項目があったんですね……」

「……私たちの契約書ってアレでまだまともだったんだ……」

　侍女たちがなぜだか憐れん憫びんに満ちた視線を向けてくる。

　気にせず、エステラは改めてヴィクリスに向き直った。

「おひさしぶりですわ、陛下。お元気でいらっしゃいました？」

「健康状態はおおむね良好だ」

「わたくしも元気ですわ！」

「それは知っている」

　素っ気ない返答だ。

　しかし、ひさしぶりに聞く夫の声につい嬉しくなって頰が緩んでしまう。

「何を笑っている？」

「嬉しいからに決まってますわ。ずっとお会いできなかったから……もう二度と、お話しすることも叶かなわないのかと思っておりましたわ」

「その考えは非現実的だ。公務のときは嫌でも顔を合わせることになる。半年間、まったく顔を合わせないということはありえない」

　その発言に、胸の奥がずきりと痛んだ。

　嫌でも。やはり、自分は嫌われているのだろうか。

「……陛下はわたくしと顔を合わせるのがお嫌でしたの？」

「そういう意味ではない。言葉のあやだ。だが、夫婦が顔を合わせないことが婚姻関係を長続きさせる秘ひ訣けつだと確信している」

「陛下のことは尊敬しておりますけれど、それは間違っていると思いますわ。長続きさせる秘訣は、夫婦円満。夫婦が仲良くなることにあると思います。わたくしたちには、もっと対話が必要ですわ」

　断固として反論し、自分の頭より高いところにある銀ぎん灰かい色しよくの双眸を見上げる。

　ヴィクリスは静かに見つめ返してきたが、ややあって諦めたように嘆たん息そくした。

「私と対話をしたいというのか。ならばさっそく対話をしよう。君は──いや君たちはいったい何を企んでいる？」

「企む？」

　エステラは目をぱちくりとさせた。意味がわからない。

「君はいままで客を招いたことなど一度もなかった。それが半年先までの茶会開催の申請書を提出するとは異常だ。この茶会はいったいどういう集まりだ？」

「どういうって、ただのお茶会ですわ。強しいて言うならば、親しん睦ぼくを深める会でしょうか」

「噓うそをつくと君のためにもならないぞ」

「噓ではありませんわ！　本当にただお茶を飲んでお菓子を食べて、お話をしているだけなんですもの。なんでしたらいくらでも調べてくださって構いません！」

「ほう……」

　じり、とヴィクリスが一歩踏み出す。

　ゆらりと持ち上げられた手が首元へと伸びてくるのを察して、エステラは失言を悟さとった。

　相手が噓をついているかどうかを調べる際、ヴィクリスが常じよう套とう手段としているのは首筋の脈を測りながらの尋じん問もんだ。

（まさか、またあれを……!?）

　以前この方法で尋問されたとき、エステラは首筋に触れられるだけで動揺して脈が乱れてしまい、何を言っても信じてもらえなかった。二度目だからといって、脈を正常に保たもてる自信はなかった。何よりくすぐったくて恥ずかしい。

「あ、あの、調べられるのは構いませんけど、首に触れられるのは……」

「往おう生じよう際ぎわが悪い」

　ヴィクリスがじりじりと近づいてくる。

　狭はさまったぶんの距離を、エステラもまたじりりと後退する。

「へ、陛下っ、ご自分の身に照らし合わせてお考えくださいませ！　他人に首筋を触れられたら、陛下はどうお思いになりますの!?」

「まずはその手首を摑んで強く引き、足をかけて倒してから腕を後ろに捻ひねり上げて拘束したいと思う」

　さらっと物ぶつ騒そうな回答をする。感情面ではなく行動予定もとい反撃方法を述べているあたり、かなりずれている。

　だがそれで彼は得とく心しんがいったらしく、感かん慨がい深ぶかそうに顎をさすった。

「そうか。君はあのとき、私を拘束したいと思っていたのだな。それはすまなかった。私は自分が異常な猜疑王だという自覚があるばかりに、他人も同じ気持ちだということにまで考えが及ばなくなっていたようだ」

　エステラは誤解を訂正する前に感動に打ち震えた。

（陛下が、あの陛下が他人の気持ちを……これはもしかしたら！）

　彼に取とり憑ついた猜疑心という魔物を追い払う、価値ある一歩になるかもしれない。

　ヴィクリスはこちらの動揺には気づいた様子もなく、朴ぼく訥とつな声こわ音ねで続ける。

「次からは手首の脈を測ることにする。それで構わないだろうか」

　思わずがくっと肩が落ちた。

「どうかしたのか？」

「いえ……」

　噓をついているかどうかを確認するために脈を測る行為自体をやめてほしいのだが、今回はそこまで望むのは贅ぜい沢たくかもしれない。何事も最初の一歩が肝かん心じんだ。

「わかりましたわ。どうぞわたくしの手首を取ってくださいませ」

　エステラは穏おだやかに言って、左手首を差し出した。







　侍女たちによってティーカップとソーサー、銀製の三段菓子器が片付けられると、エステラとヴィクリスは円いテーブルの奥に隣り合って座った。

　相手の顔が見えるように斜めに体を向けて、腕を伸ばす。

「これから私が質問をする。そのすべてに『いいえ』で答えてくれ」

「わかりましたわ」

　頷いてみせると、ヴィクリスは静かに手を伸ばしてきて、エステラの手首に触れた。

　テーブルの上に置いた左手首の静じよう脈みやくを、剣だこで固くなった太い親指がやんわりと押さえつけている。

　テーブルから少し離れた壁際にルパートとユニスが佇み、緊迫した面持ちでこちらを見守っていた。

「それでは質問する。君は私の契約王妃か？」

「いいえ」

　言われたとおり否定する。

　わざと噓の回答をさせて、脈拍の変化を感じ取っているのだ。

　緊張のあまり、胸の奥がとくんとくんと鳴りはじめる。

（いけませんわ、こんなときに緊張なんてしたら、ますます……）

　しかしエステラの心配をよそに、質問は進んでいく。

「君は修練女見習いか？」

「いいえ」

　エステラはほんの二カ月前まで聖アンナマリー修道院で修練女見習いとして暮らしていた。契約王妃になったいまでも、心は修練女見習いだ。

「君は私に隠し事をしている」

「いいえ」

「クリフォード女伯爵は私を謀たばかろうとしており、その作戦会議のために淑女を集めて茶会を開いている」

「いいえっ！」

　エステラは力いっぱい否定した。

「コーネリア様はとてもいい人で、わたくしが王妃のつとめをまっとうできるように指導してくださっているだけですわ。謀るなんてしていません！」

　そこまで言い切ってから、間違いに気がついた。

　質問には「いいえ」で答えることになっている。いまの答え方は余分だった。

　ヴィクリスは長い長い息を吐いた。

「君は本当に噓が下へ手ただな。脈は正直だ。君が噓をついていると教えてくれる」

「噓なんてついてませんわ。本当です、信じてください」

「私は君の言葉より、君の脈を信じる」

　相手は猜疑王とはいえ、ここまで信用されていないというのは悲しいものがある。

「そろそろ白状してもらおうか。この茶会にはどういう意図がある？　クリフォード女伯爵は何か言っていなかったか？」

「意図なんて……あ、そういえば」

　唐突に、お茶会を開くきっかけとなった会話を思い出した。

　銀灰色の双眸に鋭するどい光が宿る。

「なんだ？」

「わたくし、どうしても陛下にお会いしたくてコーネリア様に相談しておりましたの。そうしたらコーネリア様は釣りは好きかとおっしゃって、なぜか釣りではなくお茶会をすることになりましたの。そうしたら本当に陛下にお会いできて、それはとても嬉しいのですけれど、これってどういうことなのでしょうか」

「…………！」

　ヴィクリスが絶ぜつ句くする。

　ぶはっ、とルパートが噴き出した。

「こりゃまんまと罠に引っかかっちゃいましたねえ。陛下がしてやられるなんてひさしぶりじゃないですか？　クリフォード女伯爵の方が一枚上うわ手てでしたかー。年の功こうには勝てませんねーぶわははは！」

　ヴィクリスは露ろ骨こつに眉をひそめてふてくされた表情になった。

「どういうことですの？」

「クリフォード女伯爵はわざと私が猜疑心を募つのらせるような行動を君にさせて、私が様子を見に来るように仕向けたんだ……いい参さん謀ぼうを得たな。だが」

　ぎらり、と銀灰色の双眸が猜疑の光を宿す。

「優秀な参謀が、忠誠心もなく見返りも求めずに助力するなどありえない。何か見返りを求められたはずだ。何を要求された？」

　どきりと胸が跳ねた。

　手首の脈を測られたままなので、おそらく動揺は伝わってしまっただろう。

「やはり……」

「たいしたことではありませんわ。コーネリア様はその、今年は聖兜祭を開催してくださるように、陛下に口添えをしてほしいとおっしゃって……」

　動揺を悟られたという動揺に、ついしどろもどろになってしまう。

　はあ、と再び重たいため息が漏もれた。

「そういうことか……」

「あの、コーネリア様に頼まれたのは、あくまで陛下にお伝えするということだけで、別に説得をするようにとまでは言われてませんわ。陛下がこの状況でお祭りを開催することに乗り気になられないお気持ちも──」

「私は別に構わないのだが」

「……え？」

　エステラは思わず聞き返した。

「当面の懸け念ねん事項だったランデリックの残党狩りは終わっている。彼らが擁立しようとしていたマーガレット姫も偽にせ物ものだということは確認済みだ。仮にまだ逃走中の者がいたとしても、大義名分を失ったいまとなってはそれほど脅きよう威いではない……どうした？」

「いえ、あの……ええっ」

　混乱のあまり、両手で頰を押さえる。コーネリアから聞いていた話とだいぶ違う。

　すかさずルパートが近づいてきて、苦笑まじりに説明する。

「聖兜祭の開催を渋しぶっているのは陛下ではありません。バークワース伯爵から、今年は行わないでほしいと嘆たん願がんされているんです」

「お父様が？　どうしてですの？」

「あなたのためですよ」

　と言って、片目を瞑つぶる。

「ミストークの聖兜祭には国王が参加しなきゃならない儀式があるんです。王妃がいれば王妃も強制参加。貴族のみならず国民にまで王妃をお披ひ露ろ目めしなきゃならなくなるわけで、バークワース伯爵としても気が気ではないのでしょう」

「しかし、当人がいいと言っているのなら話は別だ。聖兜祭を再開することにしよう」

　ヴィクリスは両腕を組んで、ひとり納得したように頷く。

「エステラ様、大丈夫ですかあ？　顔色が悪いですよ？」

　ユニスが心配そうに近づいてきて、顔を覗き込んでくる。

「だ、大丈夫ですわ」

　か細い声で答えながらも、全然大丈夫ではなかった。

　これまでにもヴィクリスと人目に触れる場所を訪れたことはある。ただしそれは熱愛夫婦のふりをするためであり、私用に近い。王妃としての公務は初めてだ。

（わたくし、ちゃんと王妃らしくふるまえるかしら……）







「私は絶ぜっっ対たいに、反対です！」

　机を激しく叩く音が執務室に響く。

　おそれおおくも国王の机を叩いたのは、エステラの父であるバークワース伯爵こと、ブレア・アルフレッド・バークワースだ。

　そのあまりの剣幕に、端はたで聞いていただけのエステラはびくりと肩を震わせた。

（お父様が、怒ってらっしゃる……！）

　父の怒る姿は幼い頃から嫌というほど見てきたが、まさか王に対してまで感情をあらわにできる人だとは思わなかった。
















　数少ない信頼のおける臣しん下かに反対されて、さぞや猜疑王もお怒りでは──と思ったが、ヴィクリスは涼しい顔をして聞き流していた。父とは幼少の頃から懇こん意いにしていたらしいから、こういう面にも慣れているのかもしれない。

「悪いが、今年は例年通り聖兜祭を行う。既に貴族からも不満の声が上がっている。何より民の楽しみをこれ以上奪い続けるわけにはいかない」

「祭りの開催自体は構いません。ただ、エステラを参加させないでいただきたいのです」

　突然名前を出されて、エステラの胸が跳ねた。

「陛下はもともと王妃との接触を極力避ける方でいらしたはず。だからこそ、我わが娘を契約王妃としてはと提案したのです。連れ回されるのは本意ではありません。エステラは病気で外に出られる状態にない、ということにすればよろしいでしょう」

「そんなつもりではなかった、と？　王妃の短期持ち回り制を強引に推おし進すすめておいて、よくそんなことが言えたものだ」

　ぐっ、と父が言葉に詰まった。

「民がカミラの呪いを信じているからこそ、半年かぎりの契約結婚に同意したのだ。この程度の公務にすら王妃が顔を出さないのでは民が不安になる。それとも──貴公は私が国民の支持を失い、謀む叛ほんを起こされるのが望みか？」

「まさか、決してそんなことは……」

「ならば耐えてくれ」

　父が感情を吞み込むように唇を嚙かみしめる。体の横で握りしめた拳こぶしが痛々しい。

　エステラは執務机のヴィクリスと、その傍かたわらに立つルパート、父を順番に見つめた。

　誰も何も言わない。執務室に鉛なまりのような沈黙が落ちる。

（なんとかしなければ！）

　重苦しい空気に耐えられなくなり、思い切って口を開いた。

「お父様！　わたくし、ぼろを出さないように精いっぱい頑張りますわ。いまコーネリア様から淑女の立ちふるまいを教わっている最中ですの。これ以上お父様に迷惑をかけないよう、きちんとしますから……」

「エステラ、おまえもなんてことをしてくれたんだ」

　ぎろりと父に睨にらみつけられて、エステラは竦すくみ上がった。

「陛下に口添えしたのはおまえだと聞いたぞ。自分の立場がわかっておるのか？　祭りの開催まであと一カ月もないのだぞ。淑女の立ちふるまいはそう簡単に身につくものではない。甘く見るな」

「それは……」

「その点については、貴公に責任があるのではないか？　バークワース伯爵」

　ヴィクリスの低く落ち着いた声が割って入ってきた。

「家宝の聖遺物をいたずらに壊したからといって、七歳の娘を修道院に放り込むのはいささか乱暴だと思うが」

「陛下……」

　エステラは驚いて夫の顔を見た。

　銀灰色の鋭い眼差しは、父を非難するように射貫いている。

　胸の奥が、細さざ波なみが立つようにざわついた。

（わたくしをかばってくださった、と思ってよいのでしょうか）

　修道院暮らしを同情されるのは不本意だが、エステラの境きよう遇ぐうを慮おもんぱかってくれたヴィクリスの気持ちは純粋に嬉しかった。

「……恐れながら、それはバークワース家の問題です。まともな夫婦関係も築けず、御お子こもおられない方に我が家の教育方針に口出しされたくありません」

「バークワース伯爵、口が過ぎるのではありませんか？」

　ルパートが眉をひそめてたしなめると、ヴィクリスは軽く手を挙げて制した。

　父ははっと我に返ると、深々と頭を下げた。

「興奮のあまり口が過ぎました。非礼をお詫びいたします」

「私も貴公の家庭の事情に口を出したのは余計だった。エステラには以前ヘンリーの教育で力になってもらったことがある。エステラがまっすぐな女性に育ったということは、貴公の『修道院に丸投げする』という教育方針も間違っていないのかもしれないな」

「……皮肉ですか？」

「？　褒めているのだが」

　ヴィクリスは不思議そうに父を見上げている。

　隣でルパートが盛せい大だいなため息をついた。

「バークワース伯爵、陛下は常に本気の方です。ご存じでしょう」

「……そうでしたな」

　父は悄しよう然ぜんと肩を落とした。しぼんだような表情からは、さきほどまでの怒ど気きはすっかり消きえ失うせている。

「陛下がお決めになったことでしたら、私はこれ以上何も申しません。どうぞお好きなようになさってください。そのかわり、エステラのことは……」

「当然、厳戒態勢を敷かせると約束する。貴公が心配している淑女のふるまいとやらも、当日も付つき添そい人にんとしてクリフォード女伯爵をつけることで対応しよう」

「過分なご配慮をいただきありがとうございます。それでは私はこれで」

　父は足早に退室していった。

　扉をくぐるときの暗あん澹たんとした横顔が気になり、エステラはいても立ってもいられずヴィクリスに視線を送った。彼にはそれだけで通じたらしい。

「追いかけるといい」

「ありがとうございますわ！」

　ドレスの横を摘つまんで一礼すると、急いで執務室を出た。廊下の奥に覇は気きのない後ろ姿を見つけて、思わず駆け足になりかける。

（王妃らしく、でしたわね）

　自分が淑女のふるまいをできなければ、父と約束したヴィクリスや教育係のコーネリアにも迷惑がかかる。

　なんとか思いとどまって、上半身を揺らさないよう気をつけながら早足で追いかけた。

「お父様！」

「……なんだ？」

　肩越しに向けられた暗い双眸に、エステラは次に言うべき言葉を見失った。

「わたくし、頑張りますわ。それをお伝えしたくて」

「…………」

　父はなぜか押し黙った。眉をひそめてしばし黙もつ考こうすると、重い口を開く。

「契約は半年かぎりだということはわかっているな？」

　エステラは思わず目を見開いた。

　契約、半年と言われて思いつくのは契約結婚のことくらいだ。

　もちろんですわと答える前に慌てて周囲に視線を巡めぐらせる。幸い、近くに人影はない。

「お父様、ここでそういう話はよろしくないのではありませんの？」

「わかっているのか？」

　語気を強めて、再度問われる。

「……もちろん心得ておりますわ。当然ではありませんの」

「それなら、いい」

　父は安あん堵どしたように呟くと、体ごとこちらに向き直った。

　真っ正面から厳しい眼差しを向けられて、なぜだか射すくめられたような気がした。

「約束してくれ。この先、たとえ陛下が何をおっしゃったとしても、必ず半年で婚姻関係を終わらせると。そうすれば、おまえは今度こそ神の妻になれるだろう」

　その言葉に、エステラは震え上がった。

「まあ、まあっ……それは、本当ですの!?」

　驚きと喜びとで、思わず大きな声を上げてしまう。

　はしたないとわかっているけれど、衝動を抑えられない。

　神の妻というのは、キリエ教では修道女を指す。

　エステラが何度も修道誓願を立てたいと申し出ても、修道院長から許可が下りなかった。理由はわからない。きっと自分が罪深いからだろうと諦めかけていた。

　父がここまで言ってくれるということは、修道院長にエステラの修道誓願を認めるよう取りはからってくれるという意味だろう。

「本当だ。だから約束してくれるか？」

「約束いたしますわ！」

　エステラは笑顔で宣言した。

　このときの約束を、近い将来、強く後悔することになるとは知らずに。
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　それからエステラは俄が然ぜんやる気を見せた。

　ダンスのレッスンに貴族名めい鑑かんの暗記、外国語の勉強など、コーネリア主導のもと王妃教育をもりもりこなしていく。

　ヴィクリスに会うという目的が達成されたため、茶会の申しん請せいは取り下げ、午後の時間はもっぱら勉強会に当てられた。淑しゆく女じよに好まれる詩の暗あん唱しようなど覚えることばかりだったが、やる気に火のついたエステラの敵ではなかった。

「驚いたわ。年頃になっているとはいえ、こんなに物覚えの早い子ははじめてよ」

「コーネリア様のご指導のおかげですわ」

　エステラはテーブルに置いた分厚い詩集から顔を上げて微笑ほほえんだ。

　長なが椅い子すに優雅に腰掛けたコーネリアもまた、教え子の上達ぶりを認めて満足そうに相そう好ごうを崩くずしている。

「一時はどうなることかと思ったけれど、勤きん勉べんな子で助かったわ。何かわからないことがあったら、遠えん慮りよなく訊きいてちょうだい」

「よろしいんですの？　では、この詩なのですけれど」

　エステラは詩集をテーブルの奥へと滑すべらせ、該がい当とうの部分を指差した。

　ルベルジュの有名な詩人の作で、『カトレアよりもコスモスを選んだ男のことなど』といった節ふしがある。

「この表現、わたくしにはよくわかりませんの。ルベルジュの格かく言げんか何かでしょうか」

「ああ、これは花言葉ね。カトレアは『成熟した女性の魅力』、赤いコスモスには『乙女おとめの愛情』という意味があるのよ」

　つまり成熟した女性を捨て、若い女性に走った男のことを詠よんでいるようだ。

「優先順位が低いから後回しにしていたけれど、花言葉も覚えないといけないわね。あとであたくしの花言葉事典を持ってきてあげるわ……あら、もうこんな時間」

　コーネリアは懐かい中ちゆう時計を見やって目を見開くと、長椅子から腰を上げた。

「四時から聖せい兜とう祭さいの予行演習だったわね。急いでまいりましょう」

「ええ」

　エステラはコーネリアやユニスたちわずかな侍じ女じよを連れて宮殿を出た。

　四頭立ての馬車に乗って、予行演習を行う場所へと向かう。

　聖兜祭に向けて飾りつけがされた通りをしばらく進むと、やがて窓の外にミストーク大聖堂の壮そう麗れいな佇たたずまいが見えてきた。

〈魔女王〉カミラの時代に建てられた建造物で、内戦の渦か中ちゆうにあっても弾だん痕こん一つつかなかったのは、神に守られていたからだと言われている。

　中門をくぐったところで馬車を降りると、若い修道士が待ち構えていた。

　ミストーク大聖堂は聖堂と礼拝堂、修道院、その他の施設で四つの建物にわかれている。日頃は修道院で修行に励はげんでいる修道士たちも、聖兜祭では祭事に駆かり立たてられているらしい。

「どうぞ、こちらです」

　修道士の案内でエステラたちは聖堂の建物に向かった。ヴィクリスは城下の視察に出かけていたため、現地で合流することになっている。待たせては悪い。

　金属製の大おお扉とびらをぞろぞろとくぐっていくと、大きく開けた広間に出た。

「まあ……！」

　エステラはうっとりと感かん嘆たんの声を漏もらした。

　抜けるように高い天てん井じように、色彩豊かで精密なステンドグラス。ずらりと並んだ大だい理り石せきの十八角かく柱ちゆうの上には天使の彫ちよう刻こくがあり、こちらに優しい眼まな差ざしを向けている。

（そういえば、シスター・アンリエットが死ぬまでに一度でいいからミストーク大聖堂を見てみたいとおっしゃってましたわね）

　先輩修道女が拝観を望んでいただけあって、なんて荘そう厳ごんで、美しい聖堂なのだろう。ひんやりとした空気までもが神聖で、息を吸うだけで心が洗われるようだ。

　エステラは導かれるように聖印を切り、胸の前で手を組んで目を閉じた。

　心からの祈りを邪じや魔ましたのは、男の情なさけない悲ひ鳴めいだった。

「おやめください陛へい下か！　どうかそれだけは！　なりません！」

　思わずぱちりと目を開ける。

　驚いて声のした方を見ると、大広間の奥に置かれたはりぼての聖せいアンナ像の前で、男性用の修道服を着た男たちと王の護ご衛えいの制服を着た男たちがもみ合いになっていた。

　よくよく見れば、人だかりの奥、つまりはりぼて像の真ん前に見覚えのある黒髪の頭と、金髪の頭が見えた。ヴィクリスとルパートだ。

「いったい何事なの！」

　コーネリアが叱しつ声せいを上げると、修道士が困り切った顔で説明した。

「それが……陛下が罠わなが仕掛けられている可能性があるとおっしゃられまして。柱から彫刻から窓から祭さい壇だんから、ありとあらゆるところを……聖アンナ像も、みずからお調べになるとおっしゃって、きいてくださらず……」

　口をあんぐりと開けて、女伯はく爵しやくが絶ぜつ句くする。

　はるか頭上の鐘かねが降りそそぐように鳴なり響ひびいた。王宮を出るのが遅れたせいで、予行演習を開始する時刻になってしまった。

　エステラはくるりと侍女たちを振り返る。

「では、わたくしたちは支し度たくを調ととのえてまいりましょう」

「はい、エステラ様！」

　笑顔で返事をするユニスの隣で、コーネリアが露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「何を悠ゆう長ちようなことを言っているの？　陛下をお止めしないと……」

「また猜疑心を募つのらせておいでなのでしょう。ルパート様も必死になってらっしゃいませんし、気にしなくても大丈夫ですわ」

　ルパートの反応は、ヴィクリスの行動が常じよう軌きを逸いつしているかどうかの物差しだ。その彼が王を止めていないのだから、問題ないと思っていいだろう。

（こんなに広くて物陰になるところがたくさんあるのに、陛下が気にしないはずがありませんものね）

　エステラがにこにこと見つめ返すと、コーネリアははっとした。何かに気づいたらしく、ユニスら王宮から連れてきた侍女たちの顔を見回した。ユニスたちが平然とした顔をして控えているのを認めて、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……もしかして、これ……いつものことなの？　え？」

　どうやらコーネリアはヴィクリスの奇行に関しては知らなかったか、あるいは実物を目にするのははじめてだったらしい。

（わたくしたちはすっかり慣れてしまいましたけれど）

　ふふ、と笑みをこぼしつつ、案内役の若い修道士に声をかける。

「ごめんなさい、こちらに王宮から衣い装しようが届けられているはずなのだけど、どちらにあるかご存じかしら？」

　せいいっぱい王妃っぽくふるまって訊たずねると、修道士は背筋を伸ばした。

「ご所しよ望もうのものでしたら、奥の部屋に用意してございます。ご案内いたしましょう」

「ありがとう。さあコーネリア様、まいりましょう」

「……え、ええ、そうね……」

　コーネリアはまだ納得できないらしく、はりぼての聖アンナ像の方を気にした様子で何度も振り返っていた。

「陛下！　解体だけは！　聖アンナ像の解体だけはおやめください！」

「必ず元通りにするから安心しろ。工作は得意だ」

「そういう問題ではありません！　なんて罰ばち当あたりな……！」

　あちらは、まだしばらくは揉もめそうな気配だった。







「壇の手前まで進んで……そう、はいそこで一度お辞じ儀ぎ。王妃様、もっと優ゆう雅がに！　それではまるで初めて来客の前でピアノを演奏する幼おさな子ごのよう」

「も、申し訳ありません」

　大広間にコーネリアの張り切った声が響き渡る。

　ミストーク大聖堂の三階にある広いバルコニーを想定した低い壇上で、エステラはぎこちなくお辞儀をやり直した。

　歴代の王妃が聖兜祭で身に纏まとったとされる豪ごう奢しやなドレスが、実際の重量以上の重圧となってのしかかってくる。

　聖アンナが青紫の衣服を着ていたことにちなんだ同色の生き地じには、繊せん細さいな金の刺し繡しゆうがたっぷりと施ほどこされ、それが幾いく重えにも重なっている。

　もともとの生地が分厚い上に何度も補修されており、さらにドレスの上にこれまた青紫色のマントを羽は織おっているため、花嫁衣装以上に重い。

　これに加えて、当日は耳飾りや首飾り、ティアラに腕輪にと宝飾品も大量に身につけなければいけないらしく、想像しただけで胃が痛くなってきた。

（付添人が必要なわけですわ……）

　当日は衣装の支え係としてコーネリアとユニスが付き添うことになっている。

　付添人にマントの端を持ってもらわなければ、馬車を降りるどころか満足に歩ける気もしない。ちなみに現在はコーネリアが指示を出しているため、その役はユニスとルパートが行っている。

　聖兜祭は第六月の下旬に、計三日間かけて行われる。

　儀式の流れとしては、一日目の夕方に国王夫妻、つまりヴィクリスとエステラがパレード隊とともに馬車でミストーク大聖堂へ入るところからはじまる。

　エステラたちは〝兜かぶと送り〟の儀式の後、大聖堂に一日籠こもり、三日目の朝にじゃがいもに見立てた花をいっぱいに詰めた〈オランドの兜〉を持ってバルコニーに現れ、〝兜迎え〟の儀式を行うことになっている。

「大丈夫か？」

　隣で予行演習を完かん璧ぺきにこなしていたヴィクリスが、ふと顔を覗のぞき込こんでくる。

　エステラは慌あわてて笑顔を取とり繕つくろった。

「え、ええ。申し訳ありません、足を引っ張ってばかりで……」

「私は昔から聖兜祭を見てきたから手順がわかっているというだけだ。実際の祭りの様子を見ていない君には荷が重いだろうが、少し肩の力を抜くといい。衣装の重みは付添人に押しつけるくらいのつもりで、前を向いて堂々とふるまえば、間違えたとしてもほとんど気づかれない。何かあったら私がごまかしてやる」

　思わず、まじまじとヴィクリスの顔を見つめてしまう。

（なんだか陛下が妙みようにお優しい気がしますわ……いえ、以前から誤解されがちなだけでお優しい方だとは思っていましたけれど、最近は特に……）

　少し前まであんなに避さけられていたのに、と思ったところではたと気がついた。

　そういえば、避けられていた理由を聞いていない。

「陛下、つかぬことを──」

　と言いかけた言葉に、ヴィクリスの発言が被かぶる。

「勤きん勉べんな君ならばこのくらいの手順、すぐに覚えられる。まずは落ち着くことだ。枢すう機き卿きようが来るからといって焦あせる必要はない」

「……え？」

　エステラは硬こう直ちよくした。

　ヴィクリスに質問しようとしていた内容など、一瞬で吹き飛んでしまった。

「すうき、きょう……？」

「陛下、その話はいまはおやめになった方が……」

　ルパートが慌てた様子で遮さえぎってきたが、ヴィクリスは気にしたそぶりもなく、不思議そうな顔をして続けた。

「なんだ、ルパートから聞かされていないのか。キリエ教きよう皇こう国こくから枢機卿のマリユーグの一団が聖兜祭を見物しに来ることになっているのだが」

　エステラはしばし微動だにできなくなった。

　枢機卿といえば、キリエ教において教皇に次つぐ、雲の上の人物だ。

　特にマリユーグは若くして世界各国にちらばる聖せい遺い物ぶつの調査などを積極的に行い、それによって歴史に埋もれていた多くの聖人を教会に認定させた人物として名を馳はせている。

「な、なんてことでしょう……」

　思わず聖印を切って手を組み、神に命を捧ささげる。

「王妃様！　手順が違いますわよ！」

　というコーネリアの声も右耳から左耳へと通り抜けていく。

「まさか、生きているうちにマリユーグ猊げい下かにお目にかかる日が訪れるなんて！　ああ神様、聖アンナ様、わたくしはもう天に昇のぼるような心地ここちです！」

　エステラははりぼての聖アンナ像をうっとりと見上げた。

　まだ青紫色の花々を纏っていないというのに、何よりも神こう々ごうしく輝いて見えた。淡あわく差し込むステンドグラス越しの光の中、こころなしか後ご光こうが差している。

「あーもう、だから言わない方がいいって申しましたのに」

「……黙れ」

　投げやりなルパートの指摘に、ヴィクリスが苦々しく呻うめくのが聞こえた。
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　枢機卿マリユーグと親衛隊を乗せた船がノウィックに入港したと連絡が入ったのは、翌日のことだった。

　来訪予定は明後日あさつてと聞いていたから、二日早く着いたことになる。

〝霧きりに守られし土地〟の名のとおり、ミストリアは霧が発生しやすい国だ。特に毎年春から夏にかけては、強い風をともなう雷らい雨うで荒れる傾向にある。

　二日も早く到着するとは、エステラには神の導きとしか思えなかった。

　世界でもっとも天に近い存在である教皇から、弱じやつ冠かん三十歳で枢機卿に任命された人物だ。きっと神の祝福を一身に受けているに違いない。

　マリユーグは現在王宮を訪れており、ヴィクリスが応対中だ。

　コーネリアの話によると、大陸の方では王が既き婚こん者しやである場合、枢機卿を夫婦揃って歓迎しないのは無ぶ作さ法ほうなのだという。

（わたくしも一刻も早くお目通りしたい、というのに……）

　エステラは〈北の宮〉の一室で、テーブルに積まれた本の山に突つっ伏ぷしたくなった。

「どうして今日に限ってこんなに予定が入ってますの!?」

　今け朝さになって侍女長から告げられた予定は、朝から晩まで勉強や稽けい古こなどがみっちりと入っていた。王妃教育中とはいえ、ここまで忙しい日はミストークにやってきてからはじめてだ。聞けば、コーネリアが立てた予定ではないらしい。

　毎日暇ひまを持て余していたくらいだったから、忙しいのは構わない。のだが。

（なぜかしら……とても、無意味な忙しさに思えますわ）

　貴族名鑑の暗記や外国語の勉強はいつ必要になるかわからないから、できるだけ早く覚えた方がいいことはわかる。

　しかし、ダンスのレッスンに歌やピアノの稽古に限っては、決して急を要するものでもない。舞踏会にもどこぞの淑女のサロンにも、参加予定はないのだ。

「もしや、これは神の与えたもうた試練……!?」

「どう見ても人じん為い的てきな妨ぼう害がい工作だと思いますけど」

　ユニスがエステラとコーネリアのカップに紅茶のおかわりを注つぎながら言う。集中力を高める効果があるというローズマリーとペパーミントの香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「ありえませんわ。わたくしを妨害して、いったいなんになりますの」

「少なくとも、マリユーグ猊下とのお目通りを遅らせることはできるわね。問題の先送りでしかないけれど」

　コーネリアが長なが椅い子すにゆったりと腰掛けながら、優雅にカップを口に運ぶ。

「何が問題ですの？」

「あなたがあんなに喜ぶからよ。まあ、気持ちはわからなくもないけれど。世界中のキリエ教徒の尊敬を一身に受ける枢機卿ですもの」

　過去の情景を思い浮かべているのか、恍こう惚こつとした表情で虚こ空くうを見上げながら語る。

「あたくしも内戦前に一度だけお目通りしたことがあるけれど、本当に素晴らしい方でいらしたわ。聡そう明めいで、清せい廉れんで、まさに生まれながらの聖職者。一目お姿を拝はい見けんしただけで、心が洗われるようでしたもの」

「ひ、一目拝見しただけで──!?」

　枢機卿というのは、その姿を見ただけで人の心を清らかにしてしまえるものなのか。

「あっあの、コーネリア様。わたくしでも、かような罪深き身でも……猊下のお姿を拝見すれば、魂たましいが磨みがかれますでしょうか……？」

　興奮のあまり拍はく動どうが上がって、心臓が薄い胸を突き破ってきそうだ。

「当然でしょう。何を当たり前のことを言っているの」

「…………！」

　エステラは思わず立ち上がった。全身が戦慄わなないていた。

（いままで修道誓せい願がんが認められなかったのは、ひとえにわたくしが罪深く、心が汚けがれているからですわ。でも心を清らかにできれば、修道院長も……）

　こうしてはいられなかった。

「コーネリア様、わたくし……！」

「いいわよ」

　みなまで言わずとも、コーネリアには通じたらしい。エステラのルベルジュ語の手習いから顔を上げて、にっこりと微笑ほほえむ。

「進み具合もいいし。今日はこのくらいにしましょう」

「……いいんですの？」

「一気に詰め込もうとしても、頭の中から溢あふれてしまって却かえって覚えられないものよ。早めに切り上げて、少し多めに休きゆう憩けいしましょう」

　そう言って立ち上がると、部屋を出ていった。

「エステラ様、次のピアノのお稽古まで三十分以上あります。いかがなさいますか？」

　ユニスが懐かい中ちゆう時計を手に、わかりきったことを訊きいてくる。

「もちろん──会いに行きますわ」







　だが、エステラはまだ事態を甘く見ていた。

　そのことを自覚したのは、ユニスを連れて部屋を出たときだ。

　玄関ホールへと続く廊ろう下かに、近この衛えの兵士たちが一斉に立ち塞ふさがったのだ。

「妃きさき殿下、お部屋にお戻りくださいませ」

　ずらりと並んだ不本意そうな面おも持もちから、彼らが上からの命令で仕方なく行動していることはあきらかだった。

　そしておそらく、命じているのはヴィクリスだ。

　なぜなら、以前〈風切りの塔〉に幽ゆう閉へいされたときの兵と同じ表情をしているからだ。

（……信じたくはありませんでしたけれど、妨害工作だと思うほかないですわね）

　だが、ヴィクリスはどうしてこんなことをするのだろう。

　その答えを知るためには、実際に彼に会って確かめるしかなさそうだ。

「ここを通していただけませんこと？」

　だめもとで訊たずねてみると、近衛隊長は渋い表情で首を横に振った。

「申し訳ありません。ここを通すなと命じられておりますゆえ」

「そうですの。なら、構いませんわ」

　エステラはにっこり笑って答えると、近くの窓に手をかけた。

　窓まど枠わくに両手をしっかりとつき、両足で床ゆかを蹴けって飛び上がる。ふわりと窓枠を飛び越えると、芝しばの上にきれいに着地した。

　七歳までおてんばのいたずらっ子でならし、修道院に入ってからも山菜摘つみや鶏けい舎しやを脱だつ走そうした鶏にわとりの確保などで野山を駆け回っていたのだ。この程度はおてのものだ。

　近衛隊長が窓から焦った顔を出してくる。

「妃殿下！」

「窓から外に出てはいけないという規則はありませんわ！」

「そりゃいまだかつて窓から外に出るお妃様がいらっしゃらなかったからです！」

「エステラ様、おゆきください！　ここはこのユニスが食い止め……ぎゃあああどこ触ってんのよ変態！」

「いててててて！　嚙かむな、引ひっ搔かくな！」

「感謝しますわユニス！」

　エステラはドレスの両横を引っ摑んで走りだす。

　いまごろマリユーグは正殿の奥の間でヴィクリスと会談中のはずだ。

「うるっさいなあ、なんの騒ぎだよ？」

〈東の宮〉の前を通りかかったとき、声変わり前の高い声が聞こえてきた。

　マロニエの木漏れ日が落ちる芝の上で、ヴィクリスの甥おいのヘンリーが寝転んでいる。

　昼寝をしていたのだろう、〈北の宮〉の騒ぎで目が覚めたらしく、芝に手をついて起き上がると、青い双そう眸ぼうに不機嫌そうな光を宿して睨にらみつけてくる。

「お昼寝の邪魔をしてしまって申し訳ありませんわ。あとでお詫わびはきっちりさせていただきますので」

　では失礼、と駆け足で通り過ぎると、小さな足音が追いかけてきた。

「何が起きてるんだよ。面おも白しろいことか？　夫婦ゲンカ？」

　大きな目を輝かせて訊ねてくる。

　この小さな次期王位継承者の中では、夫婦喧げん嘩かは面白いことのうちに入るらしい。

「そうですわね。もしかしたら喧嘩になってしまうかもしれませんわ」

「やった！　なら協力してやってもいいぞ。ちょうど猫ねこ避よけにいいもん持ってるし」

　何が「やった」なのかは不明だが、猫避けというのが引っかかった。

　ヘンリーは猫が近くにいるとくしゃみや鼻水などが止まらなくなる体質の持もち主ぬしだ。

　動物に異常に懐なつかれる体質のルパートのせいで、王宮内に猫や小動物が居着いてしまっており、そのため日頃からいろいろと対策を練っている。

「動物をいじめてはいけませんわよ？」

「迷惑をかけられているのは僕の方だろ。なあ、叔お父じ上うえに会いに行くんだろ？　枢機卿が来てるって聞いたぞ。殴なぐり込こみかけるのか？」

「殴り込みというわけでは。でも似たようなものかもしれませんわ」

　ヘンリーとともに正しい経路で正殿に入ると、武装した兵士たちが再び立ち塞がった。

「妃殿下、ヘンリー殿下も、ここはお引き取りくださ──」

「エステラっ、鼻と口を塞ふさげ！」

　兵士の言葉を遮さえぎる声に振り向くと、ヘンリーがこれから掃そう除じでもするかのように白い布で顔の下半分を覆おおっていた。

　右手に握った何かを大きく振りかぶり、投げつける。

　泥どろ団だん子ごのようなものが兵士の胸に叩たたきつけられた瞬間、それが弾はじけて周囲に真っ白い粉が舞い散った。視界がうっすらと白く染まる。

「な、なんだこれは……うっ、へぶしっ！」

「ふぁっくしょん！　くそ、目が痛い……っくしょん！」

　兵士たちが目に涙を溜ためて、くしゃみを連発する。

　エステラも目が少し痛くなったが、予告があったおかげで粉を吸い込まずにすんだ。

（胡こ椒しようと小麦粉を混ぜたものですわね。わたくしも昔よく作りましたわ）

　そしてそのたびに顔を真まっ赤かにして激けき怒どする父に追い回されたものだ。

　いたずらっ子の発想は時代が変わっても似てしまうものなのかもしれない。

「いまのうちに行けっ！」

　ヘンリーが新たな胡椒玉を振りかぶる。

（ありがとうございます、と言っては兵士のみなさんに申し訳ないのですけれど……でも、お気持ちはありがたくちょうだいいたしますわ）

　口元を押さえているので返事はできず、目で了解の合図を送ると、エステラは鼻水を垂たらしてくしゃみを連発する兵士たちの横を駆け抜けた。

　兵士たちには、あとでお詫びの品を贈らなければ、と思いながら。







　全力疾しつ走そう禁止の標示がある廊下は早足のすり足で通り抜け、奥へと突き進んでいく。

　やがて奥の間まで一直線の通路まで差し掛かったときだった。

　目の前に広がる光景に猛もう烈れつな違和感を覚えて、エステラは足を止めた。

「こ、これは……」

　窓のない、白い壁と壁掛けランプだけが続く一本道。

　その狭せまい壁から壁へと、ピアノ線が張り巡めぐらされていた。

　足でまたげるほどの低い位置のものもあれば、またぐにもくぐるにも微妙な高さのものもある。ピアノ線の先にはバケツや鳴なる子こなどがぶら下がっている。

　こんなものを王宮に堂々と仕掛けるような人物はヴィクリス以外に思いつかない。他の人間がやれば解かい雇こされるに決まっているからだ。

「……帰りはどうなさるおつもりだったのかしら。あ、もしかして隠し通路が？」

　だとしたら、ここでヴィクリスとマリユーグが出てくるのを待つ、という選せん択たく肢しはなくなった。それに休憩時間もあまり残っていない。

　エステラは張り巡らされたピアノ線の高さを確認した。

（低い、高い、低い、低い、高い、低い……最後は少し先に、高いのと中くらいのと低いのが並んでますわね。またぐのもくぐるのも難しそうですわ）

　だが、やるしかないのだ。

　エステラは覚かく悟ごを決めると、ドレスの両横をむんずと摑つかんでたくし上げた。

　最初のピアノ線を慎しん重ちようにまたぎ、次はくぐる。続いて二つまたいで、再びくぐり、もう一つまたぐと、全速力で駆け出した。

　その先には高中低の三段構えのピアノ線。またぐこともくぐることも不可能だ。

　そこへ、エステラは体を後ろへ倒し、ほとんど仰向けの状態になって滑り込む。

　三段のピアノ線の下を通過し、少し進んだ先で体が停止した。

（やりましたわ！）

　ピアノ線トラップをやり過ごすと、エステラは慎重に立ち上がった。

　ドレスや腕についた埃ほこりをはたき落とし、乱れた髪を整える。一国の王妃が薄汚れた格かつ好こうでは国の品位に関わる。

（ついに、枢機卿にお目通りできますのね）

　試練を乗り越え、意気揚よう々ようと踏み出した足が──何かに引っかかる。

「え？」

　思わず足元を見下ろした。

　右の足首に、細い糸が引っかかっている。

　ピアノ線はもう一本あったのだ。しかも、ご丁てい寧ねいに床と同じ色で塗られて、目立たなく細工されている。

　しまったと思ったときには遅く、エステラの全身にピアノ線が絡からみついてくる。

「え──きゃああああああっ!?」

　一瞬にして雁がん字じ搦がらめにされて、体が宙に引っ張り上げられる。

　気がつけばエステラは天てん井じよう近くまで持ち上げられて、宙ちゆう吊づりにされていた。

　かろうじて両足の膝ひざから先だけは動かせそうだったのでじたばたさせてみるが、爪つま先さきが虚こ空くうを蹴るばかりでどうにもならない。

（ど、どうしたら……！）

　助けを呼べば、部屋に連れ戻されるだけだろう。

　しかし、この状況から自力で脱出できるかというと、不可能というしかない。

「何をしている、エステラ」

　低い声にはっとする。

　奥の間の扉が開いており、ヴィクリスがしかめっ面つらで腕組みをして立っていた。

　その後ろからは、ルパートが申し訳なさそうな顔を覗かせている。

「うわー、こりゃまた見事に引っかかっちゃいましたねというか、むしろよくここまで辿たどりつきましたねというか。陛下の容よう赦しやのなさにも自分は今日も引きっぱなしです」

　のんきにぼやく補佐官を無視して、ヴィクリスはゆっくりと近づいてきた。手前で足を止め、悠ゆう然ぜんと見上げてくる。

「何をしている？」

　もう一度訊たずねてきた。さきほどより語気が強い。

　銀灰色の眼差しが、いつも以上に冷ややかに突き刺さってくる。

「……このとおり吊るされておりますわ」

「そんなことは見ればわかる」

　ではなんと答えればいいのだろう。正解が見つからない。

「まるで教会の鐘だな。揺らせば鳴るのだろうか」

　ヴィクリスが真顔で手を伸ばしてきた。無防備な足首を摑み、揺さぶってくる。

　ぎしぎしと軋きしみながら揺れる不安定な感覚に、エステラは慌あわてて降参した。

「許してくださいませ！　というか下ろしてくださいませ！　意地悪なさらないで！」

「意地悪？」

　揺さぶりが止やんだ。

　ほっと安あん堵どの息をつきつつ、目に涙を浮かべてヴィクリスを見下ろす。

「だってそうではありませんの。規則でも契約でもないのに行動を制限なさるなんて！　どうしてこんなことをなさいますの!?」

　ヴィクリスが両目を見開いた。

　こちらを見上げる眼差しも表情も、本気で驚いている。

「……それは、君が……」

　彼が戸と惑まどいながら言いかけた、そのときだった。

　くつくつと、喉のどを鳴らす笑い声が聞こえてきた。

「そなたたち夫婦は、いつもこのような遊びをしておるのか？」

　エステラははっととして、ヴィクリスの後ろ──奥の間の扉を見た。

　角帽に緑色の祭服を着た男が枠わく木ぎに寄りかかり、顎あごを撫なでながら笑っていた。







　エステラはまじまじと見つめてしまった。

　色白で整った顔立ちに、珍めずらしい瑠る璃り色いろの瞳ひとみが印象的な男性だ。

　金きん褐かつ色しよくの長い髪は首の後ろで一つに束たばね、三みつ編あみにして背中に垂たらしている。キリエ教会において修道士は剃てい髪はつが原則だが、司祭以上になると長髪も認められている。

　昔ながらの白い貫かん頭とう衣いの上に、緑色の祭服を纏っている。これは平常時だからだろう。

（この方がマリユーグ猊げい下か……？）

　枢機卿としてはかなり若い。

　既すでに三十歳を過ぎているはずだが、武人然としたヴィクリスと比べて線が細いせいか、それほど年が変わらないように見える。しかし角帽も祭服も体になじんでいて、不思議と威厳と貫かん禄ろくが感じられる。

　ちっ、と舌打ちしたのはヴィクリスだった。

「夫婦円満の敵はマンネリだ。マンネリにならないために日頃からこうして適度な刺激を与え合っているだけだ」

「そ、そうでしたの……!?」

　エステラの全身に衝しよう撃げきが走った。

「てっきり陛下に意地悪をされていると思い込んでおりましたわ！　陛下も夫婦円満のために考えてくださってましたのね。言われてみれば、ちょっと楽しい気がしておりましたの。わたくしったら、とんだ勘かん違ちがいを……どうかお許しくださいませ！」

　天井から吊るされたままヴィクリスに笑顔を向けると、彼はなぜか視線を逸そらした。

「……あ、ああ」

「気まずくなるくらいならそんなことおっしゃらなければいいのに」

　ルパートがやれやれとばかりに呟き、ヴィクリスがぐっと苦虫を嚙みつぶした顔になる。

　くつくつと、また枢機卿マリユーグが喉を鳴らして笑う。

「惚気のろけるのはかまわないが、ミストリア王。そろそろ妃を下ろしてやってはどうか。痛々しくて見るに堪たえかねる」

「……言われなくとも」

　ヴィクリスが片腕でエステラの両足を抱かかえるようにして支え、もう一方の手で懐ふところからナイフを取り出した。鞘さやを口に咥くわえて抜くと、ピアノ線を断ち切っていく。

　支ささえを失ったエステラは、滑り落ちるようにして夫の腕の中に収まった。

　しかし、ヴィクリスはそのまま下ろそうとしない。エステラの腕などについたピアノ線の痕あとをじっと見つめている。

「痛むか？」

　本当は少し痛かったが、心配させたくなかったので首を横に振る。

「いえ、たいしたことはありませんわ」

「ということは、やはり痛むのか」

「そんなことは……あの陛下、そろそろ下ろしてくださいませ。こんな格好では猊下に失礼ですわ」

「お気持ちはわかりますが、陛下」

　ルパートにも促うながされて、ヴィクリスは渋しぶ々しぶとエステラを床に下ろした。

　マリユーグがなぜか懐かしそうに目をすがめる。

「そなたがエステラ妃か」

　エステラは慌ててドレスの横を摘つまんで一礼した。

「お初にお目にかかりますわ、猊下。こうしてお目にかかれる日をとても楽しみにしておりました」

　マリユーグが左手を差し出してきた。

　エステラはすかさず駆け寄って跪ひざまずいた。傷一つない白い手をとり、銀の指輪に唇を押しつける。
















「エステラ！」

　鋭するどい叱声に、エステラはすぐに立ち上がって振り向いた。

　ヴィクリスがいまにも嚙みつかんばかりの顔でこちらを睨んでおり、ルパートが必死に片腕を摑んで制止している。

　いまのは正しい作法だったはずだ。なぜ叱しかられたのかわからない。

　あらためてマリユーグを見ると、彼は何かを確かめるようにこちらを見つめていた。

　不思議に思いながら見つめ返していると、ヴィクリスが腕を上げて視線を遮さえぎった。

「私の妃に何か？」

「これは失敬」

　マリユーグは苦笑するが、ヴィクリスには一いち瞥べつもくれない。

　瑠璃色の眼差しはエステラを捉とらえたままだった。

「あの、わたくしが何か？」

「思い出した。そなたは確かバークワース伯爵の娘だったな。ハンプリーはミストリアにしては温暖でよい土地だった。何よりワインが美う味まい」

「まあ！　よくご存じですのね」

「十年ほど前だったか。大陸外にある聖遺物の現状を調べる調査隊に加わっていたことがある。ハンプリーにはそのときに一度足を運んだ。信心深い者の多い素す晴ばらしい土地だった。そのときに……そう、そなたも見かけたことがある」

「まあ、本当ですの？」

「私が噓うそをつくとでも？」

　おどけるように目を細めて言われ、エステラは顔が熱くなった。

「まさか！　そんなつもりでは……」

「冗じよう談だんだ。そなたはまだ十にも満たない子どもだったな。その大きな榛はしばみ色いろの瞳を輝かせて走り回る姿をよく覚えている」

「いやですわ、はしたないところを見られておりましたのね。なんてお恥ずかしい」

「ははは、幼子は元気に走り回っているくらいがちょうどよい。こうして美しい淑女に成長したのも、豊かな土地で伸びやかに育てられたからであろう」

「猊下、そろそろ……」

　枢機卿の親衛隊だろうか。教皇国の聖騎士の制服を着た男が耳打ちする。

「わかった──エステラ妃、今日は話ができてよかった。次の予定があるので私は失礼する。ミストリア王、また当日に」

　枢機卿の一団が、ピアノ線の残ざん骸がいが残る通路を去っていく。

　その華はなやかな後ろ姿を茫ぼう然ぜんと見送っていると、

「どういうことだ」

　と不機嫌そうな声が耳じ朶だを打った。

　振り向けば、ヴィクリスが銀灰色の双眸に猜さい疑ぎの炎ほのおを燃え上がらせていた。

「まさか枢機卿と知り合いだったとはな。それであんなに会うのを楽しみにしていたというわけか。いったいどういう関係だ」

　じりりと詰め寄られて、エステラは慌てた。

「どういうも何も、なんの関係もありませんわ。お会いしたことがあったなんてことも、猊下に言われるまで存じませんでしたもの。まさか、猊下がハンプリーにお越しになっていただなんて」

「わざとらしい噓はやめろ。この再会も茶番か？　クリフォード女伯爵と何を企たくらんでいるのかと思えば、本当に企んでいた相手は枢機卿だったとはな」

「噓ではありませんわ！　コーネリア様とも、もちろん猊下とも、まったく何も企んでなどおりませんわ」

「そのわりには、君もマリユーグも互いに熱い視線を交かわしていたようだが？」

「あ、熱いだなんて……」

　エステラは思わず両手で頰ほおを押さえた。

　第三者からそんなふうに思われる視線を向けていたなんて、考えただけで恥ずかしい。

「あーエステラ様、その反応は火に油……」

「──否定しないのだな」

　覇は気きのない声にはっと我われに返ったときには遅かった。

　銀灰色の双眸にはっきりと失望の色が滲にじんでいる。

「ち、違います、誤解ですわ。わたくしたちは別に……」

「ほう、わたくし『たち』ときたか」

　視界の隅でルパートが「あちゃー」と顔を覆おおうのが見え、失言だったと悟さとる。

「あの、違うんです。陛下……」

　すがるように伸ばした手が、途中で搦からめ捕とられた。

　手首をきつく摑んで引き、腕を伸ばされると、肌にくっきりと走るピアノ線の痕あとが改めてあらわになった。

　その痕を、ヴィクリスは双眸を翳かげらせて見つめている。まだ気にしているようだ。

「手荒な真ま似ねをしてすまなかったな。傷にはなっていないようだが、念のためにあとで部屋に軟なん膏こうを届けさせよう」

「それにはおよびませんわ。こんなもの、嘗なめておけば治ります」

　実際、既に痛みは引いているし、なんともない。じきに痕も消えるだろう。

　ヴィクリスは少しほっとしたように表情を緩ゆるめると、

「そうか」

　と言ってエステラの手を取ったまま、体を屈かがめた。

　すっと近づいてきたかと思った顔が肩の辺りでぴたりと止まり、二の腕の外側についたピアノ線の痕をちろりと嘗めた。

　舌の這はう柔やわらかな感覚に思わず竦み上がる。

「何を……!?」

「君が嘗めれば治ると言ったから嘗めてみたが、やはりしょせんは民間療法だな。こんなことで治るものでもないか」

　つうっと、いま嘗めたところを指先が辿る。心臓がさらに跳ね上がった。

「やはり、後で軟膏を届けよう──失礼する」

　すぐさま身を翻ひるがえす夫を茫然と見送りそうになり、はっと我に返った。誤解をそのままにしておくわけにはいかない。

「ま、待ってください！」

　慌てて呼び止めると、ヴィクリスは少し億おつ劫くうそうに振り返った。

　冷ややかな銀灰色の眼差しに拒絶の色が見えたが、怯ひるんでなどいられなかった。

「わたくしは猊下とは本当に何もありませんわ。信じられないとおっしゃるのでしたら、また脈を測って質問してくださいませ」

　そう告げて、みずから右手を差し出してみせる。

　コーネリアは以前、『押してだめなら引いてみよ』と言っていた。

　ならばその逆もあり得るはずだ。

　だがヴィクリスは視線を向けるだけで、最後まで手を取らなかった。

「私が信用できないと思っているのは君のことだけではない。よって、君だけを尋じん問もんしたところで意味がない」

「マリユーグ猊下も信用できないという意味ですか？」

「それと、もう一人だ」

　ヴィクリスはいつも以上に厳しい顔で告げると、軍服の裾すそを翻して去っていった。

　ルパートが焦った様子で追いかけていくのを見送って、エステラは首を傾かしげる。

「……もう一人って？」
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　執務室に戻ったヴィクリスは、すぐに机の引き出しの鍵かぎを開けた。

　ごく個人的な重要書類を保管しているそこから、一冊の書類綴つづりを取り出して机の上に出していると、遅れて入ってきた補佐官が詰め寄ってきた。

「陛下、あんなやりとりを見せつけられて嫉しつ妬と心しん……じゃなくて猜疑心を爆発させちゃう気持ちもわからなくはないですが、もう一人というのは──」

「黙って待っていろ」

　こちらの声音に冗談を言っている場合ではないと悟ったらしい。ルパートは狐きつね顔がおに緊張を走らせ、書類綴りの表紙に視線を落とす。

「それはエステラ様の身辺調査書？」

「ああ」

　短く肯こう定ていして、手早く書類をめくっていく。

　該がい当とうの箇所はまもなくして見つかった。文面を視線でなぞっていくと、記憶どおりの記述が見つかり、眉をひそめる。

「やはりな。思っていたとおりだ」

「何かあったんですか？」

「時期が合わない」

　怪け訝げんな顔をするルパートの方へ、書類綴りの向きを変えて机上を滑らせる。

　まもなくして、補佐官が息を吞のむ気配がした。

「これは……」

　今日の会談前に、ヴィクリスはマリユーグについて軽く調べておいた。

　特に、十年前に現存する聖遺物の調査隊の活動でミストリアを訪れたときのことは、会談を円えん滑かつに進めるために役に立つと思ったので詳細まで頭に叩き込んだ。

　マリユーグがミストリアを訪れたのは、十年前の第三月。

　それに対して、エステラが問題を起こして聖せいアンナマリー修道院に入れられたのが、十年前の第一月。

　この二人に接点があるのは、おかしいのだ。

「確かに、これは大きな矛む盾じゆんですね。わかりました、至急再調査いたします」

「そうしてくれ」

　ルパートは書類綴りを脇に抱えると、一礼して部屋を出ていった。

　扉が閉まる音を聞いてから、ヴィクリスは椅子に深く腰を下ろした。

「誰かが噓をついている。エステラか、マリユーグか……バークワース伯爵か」

　ぼそりと声に出して呟き、腹の上で手を組んで背もたれに寄りかかった。

『信じられないとおっしゃるのでしたら、また脈を測って質問してくださいませ』

　差し伸べられた手を、どうしても取ることができなかった。

　もしエステラが噓をついていたら──本当はマリユーグと通じていると確信してしまったら、自分の中で何か大きなものが崩くずれそうな気がしたからだ。

（なぜだ。噓なら噓だと、早い段階で判明した方がいいに決まっている）

　なのに、真実をあきらかにすることを本能が拒こばんだ。

　いまは時期尚しよう早そう、再調査を終えてから判断した方がいいと直感したというのもある。だがそれだけでもなさそうだ。

「まさか、真実を知ることを恐おそれているのか？　猜疑王とあだ名される、この私が」

　自分の中で起きている変化に戸惑いながら、ヴィクリスは目を閉じた。
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　王都ミストークの目抜き通りに人がひしめき合っていた。

　いまにも沿えん道どうから飛び出してきそうな人々を、衛えい兵へいたちが必死に押さえつけている。

　通りに面した集合住宅の窓辺からも住民が身を乗り出し、五年ぶりの聖せい兜とう祭さいを歓迎している。いたるところに青紫色の花々が飾り付けられ、街中が強い花の香りに包まれていた。

　十二の奇き蹟せきにちなんで、聖せいアンナに協力したとされる兵士オランドや狼おおかみの仮か装そうをする者たちもおり、修道服姿の巡じゆん礼れい者しやの姿も目についた。

（なんって素敵なお祭りなのでしょう！）

　その様子を、エステラは屋根のない四頭立ての馬車から目を輝かせて眺ながめていた。

　聖兜祭、第一日目。

　今日は聖兜祭用の重たいドレスとマントに加えて、全身に国宝級の宝飾品を身につけ、頭上には宝石をふんだんに用もちいたティアラを戴いただいている。

　おかげで全身がずしりと重く、付つき添そい人にんなしには立ち上がることすらできそうもない。

　だというのに、心は天にも昇のぼりそうなほど軽かろやかだった。

（これほどの人々が聖アンナ様の奇蹟を讃たたえているなんて……ああ神様、聖アンナ様！　あなたがたの忠実なしもべたちに神の祝福を！）

　感かん極きわまって胸の前で聖印を切り、目を閉じて祈りを捧ささげた。

「この状況で目を閉じるな、エステラ。危険だ」

　ぱちりと目を開けて、馬車の隣の席を見る。

　ヴィクリスがしかめ面つらで腰を下ろし、周囲に厳しい視線を向けていた。

　いつも軍服に身を包んでいる彼も、今日ばかりは聖兜祭用の正装を纏まとっている。

　縁ふちにミンクの毛皮をあしらったマントを羽は織おり、腰には儀礼用の剣を帯おびている。豪ごう奢しやな金きん糸しの刺し繡しゆうが施ほどこされた飾り帯を肩から斜ななめにかけ、頭に金きん細ざい工くの王おう冠かんを戴いている姿は新鮮だった。

「群衆の中に暗殺者や、破壊活動を行おうとしている者が潜ひそんでいる可能性がある。沿道にある二階建て以上の建物には監視をつけているが、完全な警備は不可能だ。油断せず、自分の身は自分で守るくらいの気持ちで周囲に気を配るべきだ」

　が、中身の方は相変わらずの猜さい疑ぎ王おうだった。

（よかった、いつもどおりの陛へい下かですわ）

　マリユーグと会ったあの日から、ヴィクリスとは予行演習以外ではほとんど顔を合わせていなかった。

　ろくに会話もできないまま当日を迎えてしまい、気まずく感じていたのだが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　いつかヴィクリスが猜疑心の魔物から解放されるときが来ることを願っていながらも、いつもどおりこじらせている彼につい安心してしまう。

（なんて、これではいけませんわね）

　これではなんのために契約をし直したのかわからない。

「みなさんこんなに歓かん迎げいしてくださっているのに、この中に暗殺者がいるなんてわたくしにはとても思えませんわ」

「人はみな噓うそをつく。笑顔で脇腹を刺してくる者もいる。用心するに越したことはない」

「そうかもしれませんけど……わたくしは、人の善意を信じたいですわ」

「なら、好きにすればいい。君との関係はそう長くは続かない。無理に性格を変える必要はないだろう」

　ここまで突き放すような物言いをされるのはひさしぶりだ。

　やはり、怒っている。

　ヴィクリスはエステラとマリユーグが知り合いだと誤解している。

　実際はマリユーグが自分を見かけたことがあるだけなのだが、そう説明したところで息を吸うように人を疑う彼には信じてもらえない。

（誤解を解とくには、マリユーグ猊げい下かにも説明していただくしかなさそうですわね）

　エステラはこっそりとため息をつくと、肩越しに背後を見やった。

　後部座席には騎士が二名並んで座っており、二人に挟はさまれた台座の上には聖せい遺い物ぶつの〈オランドの兜かぶと〉が鎮ちん座ざしている。

　とはいえ、これは偽にせ物ものだ。

　本物はミストーク大聖堂の地下で厳重に保管されている。扉とびらの鍵かぎは二つあり、それぞれヴィクリスと司教が一つずつ所持しているという。

　以前、聖遺物が盗まれそうになった事件があってから、鍵一つだけでは持ち出せないよう、いまのような管理体制が敷かれるようになったらしい。

「ヴィクリス陛下万ばん歳ざい！」

「国王夫妻万歳！」

　人々の間からあがる歓迎の声に、エステラは慌あわてて笑顔で手を振り返す。

　優ゆう雅がな手の振り方もコーネリアから教育されている。

（本物の王妃でないのが申し訳ないですわ）

　自分には、彼らに祝福してもらう資格がないのだと思うと胸が痛んだ。

　沿道にひしめく人々の顔をゆっくりと見渡しながら手を振り返していると、ふと、大きく揺ゆれる青紫色の花が目についた。

　十歳くらいのお下さげ髪がみの少女が、ハンカチではなくラベンダーの花束を振っている。

　街中が聖アンナの衣服にちなんで青や紫の花で飾り付けられているが、ウィステリアやライラック、クレマチスなどに比べると、ラベンダーが圧倒的に多い。

「なぜラベンダーなのでしょう」

「どうした、急に」

　独ひとり言ごとのつもりだったので、返事があって驚いた。

　ヴィクリスは沿道に顔を向けたままだが、こちらの声もしっかり聞いていたようだ。

「いえ、王妃教育の一いつ環かんで花言葉を学んだばかりでしたので、気になりましたの」

　つい言い訳っぽくなってしまうのは、独り言を聞かれた恥ずかしさからだ。

「ラベンダーの花言葉は確か『疑い』だったか。寒さに強く、近くの野山でも咲いているから採さい取しゆしやすいというだけで深い理由はないだろうが、確かに、以前はここまでラベンダー一色ではなかった気もする」

　一ひと際きわ大きな風が吹いた。少女の振るラベンダーの花か弁べんが風に煽あおられて舞い上がる。

「聖アンナの奇蹟を祝う祭りを彩いろどるには、あまりふさわしいとは言えない花だ──だが、猜疑王にはふさわしい」

　ヴィクリスの横顔に寂さびしげな苦笑が浮かぶ。

『疑い』の花を飾り、花束を振る人々の姿が彼の目にどう映っているのか気にかかった。

　こんなにも民たみに歓迎されているのに、彼には伝わっていないのではないだろうか。

（確かにラベンダーの花言葉は『疑い』ですけれど、それだけでは……）

　返そうとした言葉を、夫の一言が遮さえぎった。

「見えてきたぞ」

　むせ返るような芳ほう香こうの中、馬車はミストーク大聖堂の門をくぐっていった。







　エステラとヴィクリスを乗せた馬車は、中庭に入ったあたりで停まった。

　一足早く現地入りしていたユニスとコーネリアがすかさず駆かけ寄よってくる。差し伸べられた手をありがたく借りて、マントを持ち上げてもらいながら馬車のステップを下りた。

　中庭には、修道士たちが待まち構かまえていた。

　警けい戒かい心しんをあらわにするヴィクリスの前で、頭頂部を剃そった中年の修道士が頭こうべを垂たれる。

「お待ちしておりました、ヴィクリス陛下。そしてエステラ妃殿下。僭せん越えつながら、ご案内させていただきます。どうぞこちらへ」

　修道士たちに先導されて、エステラはヴィクリスと並んで裏口から大聖堂に入り、天てん井じようの高い柱ちゆう廊ろうを進んでいく。

　予行演習では立ち入れなかった区域だ。緊張感に自然と身が引き締まる。

　薄暗い階段を下りるときは、緊張感に加えて恐怖心が芽め生ばえかけた。

（暗いところは苦手ですわ）

　幼おさない頃、聖遺物〈ホルスの籠こ手て〉を壊したおしおきでワイン酒蔵に閉じ込められてから、暗くら闇やみは大の苦手だ。

　小さく拳こぶしを握にぎりしめていると、その手を温かなものが包み込んだ。ヴィクリスの右手がエステラの左手を握っている。

　思わず横顔を窺うかがうが、何事もないかのように眼まな差ざしは前方を向いていた。

（……ありがとうございます、陛下）

　彼の気き遣づかいを無む駄だにしたくなくて、心の中で礼を述のべ、きゅっと手を握り返す。彼の手はぴくりと反応したが、すぐにしっかりと握り返してきた。

　等とう間かん隔かくに松たい明まつが掲かかげられた通路を進んでいくと、奥に集団が見えた。

　マリユーグとその親衛隊の一部だ。枢すう機き卿きようは今日は聖兜祭ということで祝祭用の赤い祭服を纏い、同色の角帽を被かぶっている。

　彼らの奥には両開きの扉がある。錆さびた金属製の大きな扉で、左右の扉にそれぞれ鍵穴があった。

　マリユーグが懐ふところから百ゆ合りの紋もん章しようが描えがかれた鍵を取り出した。ミストーク大聖堂の管理者に代々受け継がれている右の鍵だ。

　ヴィクリスもまた懐からもう一つの鍵、左の鍵を取り出すと、エステラから手を離して扉に近づいていった。

（この先に本物の〈オランドの兜〉がありますのね）

　エステラは思わず息を吞のんで、聖印を切った。

　ヴィクリスとマリユーグがそれぞれの鍵を鍵穴に差し込み、同時に回した。

　がちん、と重たい音がして解かい錠じようされる。

　騎士たちが四人がかりで扉を開くと、修道士がランプを掲げて部屋の中を照らした。

　調度品どころか壁紙もない、石壁の目立つがらんとした部屋だった。その中央に、赤い天鵞絨ビロードを張った台座が置かれており、錆さびついた兜が鎮座している。

　数百年前にミストリアならびに大陸全土で流は行やったという、円えん錐すい状じようの兜だ。鼻び骨こつを守る幅広の鼻当てが伸びているが、経けい年ねん劣れつ化かで中途で折れてしまっている。

「これが〈オランドの兜〉……おお神よ、聖なる遺物をこの目にできた幸運に感謝します」

　マリユーグが感かん嘆たんの声を漏もらし、跪ひざまずいて聖印を切る。親衛隊たちもそれに倣ならった。

「ただの古い兜だ。こんな錆び付いた鉄板では弾だん丸がんを防げない。実用性のない兜をそこまでありがたがる必要もないだろう」

　ヴィクリスがつまらなそうに呟つぶやくと、マリユーグが睨にらみながら立ち上がった。

「噂うわさには聞いていたが、ミストリア王は不信心者のようだ。敬けい虔けんな王妃に爪つめの垢あかでも煎せんじてもらうといい」

「妃の爪の垢の用よう途とを決める権利は貴公にはない。髪の毛一本に至いたるまで私のものだ」

　なぜか睨み合う二人を、エステラは思わず見比べた。

（なぜかしら……ものすごく険けん悪あくな気がしますわ）

　少なくとも、マリユーグが王宮を訪れたとき二人は何事もなく会談を行っていたはずだ。それが、数日会わない間になぜこんなに険悪になっているのだろうか。

　両者の間に流れる不ふ穏おんな空気を、ルパートが咳せき払ばらいをして払った。

　ヴィクリスは手順を思い出したらしく、両手で〈オランドの兜〉を丁てい重ちように持ち上げる。

「思っていたよりも軽いな。当時の板ばん金きん技術が窺える。これで矢を防げたとも思えんが」

「陛下」

「わかっている。では行こうか」

　ヴィクリスはマリユーグを一いち瞥べつすると、身を翻ひるがえして歩きだした。

　遅れるわけにはいかないと、エステラはユニスとコーネリアにマントの裾すそを持ってもらいながら通路を戻り、階段を上がっていく。柱廊を抜け、また別の階段を上っていくと、ほどなくして視界に夕焼けが滲にじんできた。

　足早にヴィクリスの横に並び、大聖堂三階のバルコニーに出る。

　バルコニーの下には群衆がひしめいていた。

　ヴィクリスの姿が見えるなり、よりいっそう大きな歓声があがる。沿道からも声をかけられていたが、熱ねつ狂きようぶりはそれ以上だ。

　不定期新聞『ジャック・オー・ランタン』によって猜疑王などと不名誉なあだ名をつけられ、何かと中ちゆう傷しようを書き立てられていても、英雄の評価は下がっていないらしい。

　猜疑王というあだ名も、「うちの困った王様」くらいの意味で親しみが込められているのだろう。知らぬは名付け親の発行人のみだ。

　ヴィクリスはすう、と息を吸うと、大きく声を張り上げた。

「キリエの神と聖アンナの名のもとに、ヴィクリス・バゼル・ミストリアが聖兜祭の開幕を宣言する！」

　低く落ち着いた声が、朗ろう々ろうと響き渡る。

　遅れて、大気が震ふるえるほどの歓声があがった。思わず首を縮ちぢめたくなるほどの大だい音おん声じようだ。

　ヴィクリスはすぐにまた眼がん下かの民衆を見渡して、口こう上じようを続ける。

「長く苦しい内戦で、そなたたちにはつらい生活を強しいてしまった。王家を代表して謝罪したい。六年ぶりの聖兜祭、明後日あさつての朝日が昇るまでおおいに楽しんでほしい」

　割れんばかりの大きな歓声にエステラは圧倒された。

　みな口々に何かを叫んでいるようだが、無数の声が入いり交まじって騒音の渦うずになっており、一つ一つはまったく聞き取れない。

　熱狂的な人々の反応に圧倒されて言葉を失っていると、後ろから腕を引かれた。

　コーネリアだ。儀式用の修道服に身を包んだ彼女が、目配せを送ってくる。

　ここは、国王夫妻が揃そろって兜を掲げる場面だ。

　エステラはヴィクリスに視線を送った。彼もまた視線を返してくると、〈オランドの兜〉を少し近づけてくれた。そこに、おそるおそる手を伸ばす。

（聖遺物に触れるなんて、おそれおそいですわ）

　生家で保管されていた聖遺物を壊したことは別問題だ。神の愛に目覚めたいまとなっては思い出すだけで苦しくなるので、なるべく考えないようにしている。

　指先が錆さびの浮かんだ表面に触れた。

　そのざらついた感触が伝わってきた、そのときだった。

　一瞬にして、目の前が真っ暗になった。




『静かにしなさい。このままでは彼かの者に見つかってしまう』

『いまから夜が明けるまで、絶対に、一言も口を利きいてはならん』

『たとえ私の声がしたとしても、夜が明けるまで絶対に返事をするな。わかったな？』




「──エステラ！」

　気がつけば、銀灰色の眼差しに覗き込まれていた。

　目の前にあるヴィクリスの顔をわけがわからず見つめ返していると、切せつ迫ぱくした表情が少し緩ゆるみ、薄い唇くちびるが安あん堵どの息を吐いた。

「陛下……？」

　思わず呟いたところで、彼の肩越しに見える夕焼けの空と、背中に強く当たる腕の感触に気がついた。

　後ろに倒れかかったエステラを、ヴィクリスが背中に腕を回して支えてくれている。

　状況を完全に把は握あくした。

　自分はよりにもよって聖兜祭の神聖なる儀式の途中で卒そつ倒とうしかけたのだ。

（わたくしはなんてことを！）

　慌てて謝罪の言葉を口にしようとしたとき、ヴィクリスが小さく、しぃ、と囁ささやいた。

　見ると、ユニスとコーネリアもエステラを支えながら視線で頷いている。

「この場をごまかす方が先だ。民が見ている」

　いつの間にか歓声が収まっており、不安と好奇の交じったざわめき声が響いている。

　この様子ではエステラが卒倒しかけたことは、バルコニーの下に集まる人々にもしっかり目撃されていることだろう。

（やらかしてしまったことはどうしようもありませんわ。せめて失態を、大失態にしないように取とり繕つくろわなければ）

　しかし、なんとか自力で立ち上がろうとしても膝ひざにまったく力が入らない。

　全身に衣装の質量以上の重みがのしかかってきて、ヴィクリスが手を離したらその場にくずおれてしまいそうだ。

（どうしてですの？）

　わからない。風か邪ぜだってろくにひいたことがないのだ。

　こんなこと、十七年生きてきて一度もなかったのに。

　ヴィクリスが察したらしく、付添人の二人に視線を送った。

「二人でエステラを支えろ。あとは私がごまかす」

　ユニスとコーネリアがすかさず後ろからしっかりと支えてくれる。

　ヴィクリスはそれを確認すると、エステラの腰から腕を離した。片手で〈オランドの兜〉を持ち上げながら、もう一方の手でエステラの右手を恭うやうやしく持ち上げた。

　その手が彼の口元へ近づけられたかと思うと、手の甲こうに口づけが落とされた。

「えっ!?」

　思わず肩を跳ねあげた瞬間、耳に大歓声が飛び込んできた。

　歓声にまじって、冷やかすような口笛に拍はく手しゆまで響いてくる。

　驚いてヴィクリスを見ると、彼はわずかに肩を竦めてみせた。

「人前で何か失敗をしたときは、惚のろ気けたふりをすると案外ごまかせるものだ。君も覚えておくといい」

「はい……」

　ヴィクリスはそのままエステラの右手を〈オランドの兜〉に触れさせた。

　一瞬、頭の中に遠い故郷の情景が蘇よみがえる。

　現実より少し若い父が重苦しそうに口を開く──

『いまから夜が明けるまで、絶対に、一言も口を利いてはならん』

　が、エステラはもう倒れなかった。

（いったいなんですの？　わたくしの邪魔をしないで！）

　意志の力で振り払い、左手を自力で兜へと伸ばした。

　その上からヴィクリスが手を重ねてきた。エステラの手ごと兜をしっかりと押さえ、頭の高さくらいまで掲げる。

「ミストリアに幸いあれ！　我らが神と聖妃に幸いあれ！」

　祝砲が打ち上げられ、また一際大きな歓声があがる。

　割れんばかりの歓声の中で、エステラはヴィクリスの方へ少し身を乗り出した。

「本当に申し訳ありませんわ。練習にもつき合っていただいてましたのに」

「君の健康状態を把は握あくしていなかったのは私の落ち度だ。見落としていた医師にも責任がある。君一人の問題ではない」

「いいえ、わたくしは今朝まで、いえ、ここに来るまでは本当に健康でしたの。なのにバルコニーに出たとたんに眩暈めまいがして……」

　そこまで言いかけて、言いよどんだ。

　本当にそうだっただろうか。

（違いますわ。おかしくなったのは兜に触れたときで……）

　一度目は気を失った。

　二度目に触れたときも意識が遠のきかけたが、気力で踏ん張れた。ただそのとき、何か目の前の光景とは異なるものが見えかけた気がする。

「慣れない公務で緊張したのだろう」

　労いたわりの言葉に、思考から引き戻される。

「聖兜祭の儀式は三日目に〝兜迎え〟がある。すぐに慣れろとは言わないが、せめて今夜はしっかり休んで体の疲労だけでも癒いやすといい」

「ええ。お気遣い感謝しますわ」

「当然だ。さきほども言ったが、妃きさきの管理も王のつとめだ」

　本気でそう思っているらしく、声こわ音ねは淡たん々たんと落ち着いている。

　彼の不器用な優しさがただ嬉うれしくて、エステラは緩みかけた口元を必死で押さえた。
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　聖兜祭では一日目の夜から三日目の朝まで、国王とその伴はん侶りよはミストーク大聖堂で過ごすしきたりとなっている。

　暗闇恐怖症なので夜間に明かりを確保できるかどうか不安だったのだが、さすがにそのあたりは手を回してくれていたらしく、王妃用の寝室として案内された部屋にはランプの他にエステラの私物のランタンと、じゅうぶんな量の油も用意されていた。

　エステラは愛用のランタンを引き寄せると、笠かさの部分を優しく撫なで回した。

「これで安心して眠れますわ」

「よかったですねえ、エステラ様」

「……これのどこがいいのよ」

　ユニスは手を打って同意してくれたが、コーネリアは憮ぶ然ぜんと反論した。

　固い長なが椅い子すに腰を下ろし、優雅に開いた扇おうぎで顔の下半分を隠しているものの、目元にはあからさまな嫌けん悪お感かんがあらわれている。

　大聖堂の敷地内にある、聖職者用の居住施設の一室だ。

　貴き賓ひん室しつとして設しつらえられているらしく、壁には無地の壁紙が貼られており、長椅子にテーブル、衣い装しよう簞だん笥すに文ふ机づくえなど必要最低限の家具が置かれている。

　だが何よりも、部屋の片隅に小さな祭さい壇だんが用意されているのが嬉しかった。祭壇の中に彩色ずみの小さな聖妃像が納められていて、いつでも神前で祈ることができる。

「明るくて、祭壇もあって、いたれりつくせりですわ。素敵な部屋ではありませんの」

「部屋の話はしていないのよ！　もしかしてわざと無視しているの？　あれを！」

　コーネリアはぱちんと扇を閉じると、その先を寝台の方へ向けた。

　天てん蓋がいのない簡素な寝台だ。王宮で使用しているものとは比べるべくもないが、少なくともエステラが修道院で使用していた寝台よりも大きい。何も不自由はない。

　寝台の上には男性用の上等な上うわ着ぎが脱ぎ捨てたように投げ出されており、寝台の下からは──二本の長い足が伸びていた。

　男の足だ。

　さらに言うならば、聖兜祭で夫が穿はいていたのと同じ脚きやく衣いだった。

　傍かたわらでは、ルパートが寝台の下に潜もぐり込こんでいる男を呆あきれた顔で見下ろしている。

「陛下ー、もういいんじゃないですかね？　何も見つからないでしょう？」

「まだ不十分だ。もっと念入りに調べておく必要がある。寝ている間におかしな仕掛けが作動して、毒どく矢やで打ち抜かれたり飛び出しナイフに刺されたりした後では遅い。む、これは……！」

「何かありました？　まさか本当に罠わなとかあっちゃったりしました!?」

「鼠ねずみが齧かじった形跡がある。寝ている間に寝台が落ちてはことだ。すぐに補強しよう。ルパート、私の工具を貸せ」

「はいどうぞ。一応突っ込んでおきますけど、お泊まり道具に工具を持ち込む王様は世界広しといえどあんたくらいですからね」
















　どうやらコーネリアは、ヴィクリスがエステラの寝台におかしな罠が仕掛けられていないか調べているのが気に入らないらしい。

「まあ。わたくし、無視なんてしておりませんわ。陛下のお気遣いにはいつも感謝しておりますの」

「そういう意味ではなくて……ああもう！　あたくし、少し夜風に当たってくるわ。就しゆう寝しん時間までには戻りますから、それまで失礼」

　コーネリアは大げさに天を仰あおいでみせると、肩を怒いからせて部屋を出ていった。付添人であるコーネリアとユニスもまた今夜は続き部屋で寝ることになっている。

（何が問題なのでしょう？）

　貴婦人の去っていった扉と、寝台に頭を突っ込む国王を交互に見て、首を傾かしげる。

　エステラにしてみれば、ヴィクリスが外泊先の寝室をいっさい調べずに就寝したら、その方が衝撃だ。体調を崩くずして猜疑心が麻ま痺ひしているのではないかと心配になってしまう。

「これでいいだろう」

　作業を終えたヴィクリスがごそごそと寝台の下から出てきた。

　寝台の縁を摑つかんで腕の力だけで滑すべるように体を外へ押し出すと、寝台の下から小さな蠟ろう燭そくを灯ともした燭しよく台だいと工具箱を引っ張り出し、蠟燭の火を吹き消した。

　エステラは急いで歩み寄り、ハンカチを差し出した。

「わざわざ調べてくださってありがとうございますわ」

　ヴィクリスはハンカチを受け取ると、顔についた埃ほこりを拭ぬぐった。

「たいしたことではない。罠が仕掛けられていても、君は素しろ人うとだから見抜けないだろうからな」

「……あんたも玄くろ人うとじゃないでしょうに」

　ルパートがヴィクリスの髪やら襟えりやらについた埃を手で払い落としながらぼやく。

「経験を積んでいるという意味では素人ではない。そうだな、将来的なことを考えて、君にも仕掛けの見抜き方を教えておいた方がいいかもしれないな」

「まあ、ぜひ教えてくださいませ」

　エステラは身を乗り出した。

　公務などで外泊する必要があるたびに、毎回誰だれかに寝台を調べてもらうわけにもいかないだろう。何事も自分でできた方がいいに決まっている。

　するとヴィクリスは感心したように目を見開いた。

「君は本当に勤きん勉べんな女性だな。私が以前何番目かの妃に罠の見分け方を教えようとしたときには、露ろ骨こつに嫌いやがられたのだが」

「嫌がる理由がわかりませんわ。自分の身の安全に関わることですのに。そのお妃様は少々変わった方だったのではないでしょうか」

「……ええー……」

　後ろからものすごく不満そうな声が二人分聞こえてきた。ルパートとユニスだ。

　が、ヴィクリスが「君もそう思うか」と嬉うれしそうに呟いたので、すぐに気にならなくなった。

「実は私もそう思っていたんだ。君が常識の通じる人間でよかった」

「……ええええー……」

　またも不満声の二重奏が聞こえてきたが、ヴィクリスは黙もく殺さつした。

「罠の見抜き方だったな。罠の有う無むは基本的には寝台の下に潜り込んで目で見て判断することになるが、上う手まく偽ぎ装そうされていて見抜けないこともあるだろう。もし罠だと気づかずに寝てしまった場合、背中の感触に気をつけるといい。背中に何か固いものが当たった場合は十中八九、罠だ」

「罠であった場合、どうしたらよろしいんですの？」

　罠の仕掛けられた寝台に乗ってしまった時点で、どうにもできない気がする。

「重みで作動する仕掛けの場合、仕掛けの上から動いたら終わりだ。その場合は仕掛けと背中の間にそっと腕を差し込み、腕で仕掛けを押さえつけながら体をずらし、寝台から降りる必要がある。口で言ってもわかりにくいか。実じつ践せんしてみせよう」

　そう言ってヴィクリスは寝台の上に腰を下ろし、ごろんと仰あお向むけに倒れた。

　そのままの姿勢で、右手を背中の下に差し込んでみせる。

「わたくしもやってみますわ」

　エステラも寝台によじ登り、ヴィクリスの隣で仰向けになった。

「こうですの？」

　背中の下に右腕を差し込みながら隣を見ると、思っていたよりも近くに夫の顔があった。銀灰色の双そう眸ぼうが驚きに見開かれる。

「……っ!?」

　と声にならない声をあげて、ヴィクリスが飛び上がるようにして寝台から落下する。

「そうやって回避しますのね？　やってみますわ！」

　エステラは右手で寝台のマットを押さえつけたまま飛び上がろうとして、失敗して寝台から転げ落ちた。

「いたた……なかなか難しいですわね。陛下？」

　顔を上げてみると、ヴィクリスは床にあぐらをかいて座り込んだ格かつ好こうで肩を落とし、顔の下半分を手で覆おおうようにして俯うつむいていた。

「陛下？　どうかなさいましたの？」

「……いや、なんでもない」

「なんでもなくはねェでしすし突っ込むのも面倒なんで、いいかげん部屋に戻りませんか陛下？」

　ルパートが辛しん辣らつな口調で退室を促した。

　傲ごう然ぜんと主あるじを見下ろす補佐官は細い眼をさらに細めて頰ほおを引きつらせている。

「確かに、そろそろ引き上げた方がよさそうだ」

　ヴィクリスは立ち上がった。工具と燭台を補佐官に押しつけ、寝台の上に放り出していた上着を羽織ると、あらためて振り返る。

「エステラ、出掛けるときにも説明したが用心しろ」

　何を言われようとしているのか察して、エステラは自信満々に頷いた。

「寝る前に扉には内側から鍵をかけてドアノブの上に髪の毛を載せますし、窓もきちんと閉めて鳴なる子この罠を仕掛けますわ」

「それだけでは不十分だ。不測の事態に備えて、夜着や下着に金目のものを縫ぬいつけておいた方がいい。私は以前暗殺者の襲撃を受けて着の身着のままで逃げ出したとき、夜着に仕込んでおいた銀貨がおおいに役立った」

　ヴィクリスはシャツの襟の裏に指を差し込むと、ぷちっと糸を切る音を立てて小さなものを引っ張り出した。

「手を出して」

　言われるままに手を出すと、手のひらの上に金の指輪が転がり落ちてきた。

　純金製のようだが、装飾品としてはまったく飾り気がない。

「今日のところはこれを使うといい。もしなんらかの問題が発生して市街に逃げ込む必要に駆られたら、これを換かん金きんして必要なものを揃えるといい」

　エステラは頭一つぶん以上高いところにある彼の顔をまじまじと見上げた。

（わたくしのことを信用してくださっているわけではないのに、いつも心配はしてくださるんですのよね）

　思えば、出会ったときから彼はそんな相反する性質を抱えている人だった。

　他人を信用できない。けれど、他人が心配でならない。

　ふと、そこに猜疑心の闇を振り払う鍵があるように思えてきた。

「どうした？」

「いえ、ありがとうございます。大切にいたしますわ」

　ぎゅっと指輪を握りしめる。

　長い間彼の肌はだに触れていたせいか、指輪はほのかに温かかった。

「大事にしなくていいから、すぐに換金しろと言っている……よい夢を」

「陛下も、よい夢を」







　ヴィクリスが頷いて部屋を出ていき、ルパートが申し訳なさそうな顔で会釈してそれに続いた。

　扉が閉まるまで見送ると、エステラはもう一度手のひらを開いた。

（なくしてはいけませんわね）

　ひとまず指にはめておこうとしたが、指輪は案外大きくて緩いどころか引っかかりもしない。完全に男性用だ。

　迷まよったすえに右手の親指にはめてから、よし、と手を打った。

「それでは寝る支度を調ととのえましょう。まずは窓に鳴子の罠ですわね」

「了解ですー。どうでもいいですけど、すっかり陛下に染まっちゃいましたねえ。ユニスはちょっと寂さびしく思います」

　しみじみと語るユニスを、あら、と振り返る。

「そんなことはありませんわ。ユニスにはお話ししましたでしょう？　わたくしはとっても悪い子でしたの。罠なんて、毎日のように作っておりましたわ」

「毎日ですか……」

「ええ。ひさしぶりなものだから、懐なつかしくてわくわくしてきますわ」

　十年経ったいまでも心が躍るということは、自分はまだまだ悪い子なのだろう。

（ああ神様、聖アンナ様、罪深いわたくしをお許しください）

　体の前で聖印を切りつつ昔を思い出してくすりと笑ったとき、ずきん、と頭の奥で鈍にぶい痛みが生まれた。

　思わず目を瞑つぶって頭を押さえる。そうしていると少し痛みが引いていった。

「エステラ様、大丈夫ですか？」

「……大丈夫ですわ」

　瞼まぶたを開けると、ユニスが不安そうな顔で覗き込んでいた。

「やっぱりお体の具合が悪いんじゃないですか？　陛下に言って、王宮から医師を呼んでもらいましょう」

　エステラは慌てて首を横に振った。

「いけませんわ。聖兜祭の間は大聖堂の門は閉ざし、誰も中には入れてはいけないことになっておりますもの。聖なる儀式を乱すわけにはいきませんわ。わたくしならほら、もう大丈夫ですから」

　無理やりに笑って、その場で飛び跳ねてみせる。

　と、その拍子に親指から指輪が外れて床に落ちてしまった。

　二回ほど大きく跳ねながら床を転がっていき、再び開いた扉から入ってきた人物の靴にぶつかって停止する。

「王妃様ともあろう方が飛び跳ねるなんてはしたないわね……ん、この指輪は？」

　コーネリアは怪訝に眉をひそめながら、指輪を拾い上げた。

「陛下にいただきましたの。非常用の換金用ですわ」

「……お願いだからあたくしにわかるように言ってくださる？」

　露骨に不審な顔をする貴婦人から、エステラは笑って指輪を受け取った。
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　体が揺れる感覚で、エステラは深い眠りの底から浮ふ上じようした。

　毛布に包くるまれながら、背中と膝の裏あたりを支えられて、規則正しく揺らされている。

　どこからか、バニラとミントが混じったような匂いがした。

（なんでしょう、この揺れは……ハンモック？　確かベンが作ってくれて……）

　瞼の裏に、遠いバークワース領ハンプリーの光景が蘇る。

　エステラの生家は、どこまでも続く広大な葡ぶ萄どう畑ばたけを見下ろせる丘おかの上にあった。

　裏庭にある大きな木に庭師がハンモックを作ってくれたのは五歳の頃だ。

　エステラはそこが大のお気に入りで、父に叱しかられたときなどはお稽けい古こ事ごとをさぼって、ハンモックの上で日が暮れるまでふて寝したものだ。

　夢の中で大好きなハンモックに飛び乗り、小鳥のさえずりに耳をすませる。

　が、聞こえてきたのは石造りの床を打つ硬い靴音だった。

　不思議に思っていると、やがてその靴音がやんだ。定期的な揺れも収まる。

　それからがくんと下がる感覚がして、毛布に包まれたまま固いところに下ろされたのがわかった。

（ハンモックでは、ない……？）

　故郷の光景が風とともに遠ざかっていく。

　しかし風の音はしない。聞こえてくるのは異国語による会話だ。

　ルベルジュ語だろうか。声に聞き覚えがある気がするが、よく思い出せない。

（なんて言ってますの？　我われ々われは、失礼します……悲願、聖遺物、枢機卿？）

　かろうじて聞き取れたのはそのくらいだ。コーネリアのもとで外国語の勉強をはじめてからまだ一週間程度だということを考えれば、上出来だろう。

（誰が話して……？）

　ふと、思い出したように花の香りが伝わってきた。強いラベンダーの香りだ。

　もはや完全に夢の世界から追い出されたエステラは、ぱちりと目を開けた。

　そして、目の前に広がる完全な闇の世界に、我を失った。




「っきゃああああああぁぁぁ──！」




　見えない。何も見えない。

　自分の手も、足も、足に絡からまる毛布の輪りん郭かくすら判別できない。

　見渡すかぎり黒一色で、全身に闇が絡みつき、体の内部にも入り込んでくる。闇と自分との境目のなさに心が吞み込まれ、圧倒され、体が震えだす。

「いやああああああ！　暗い、やめて！　助けて！　ここから出して！　いや──」

　そのとき、何者かの手に口を塞ふさがれた。

　手袋を嵌はめた男の手だ。暗闇の中で触れてくる手に、かつて酒蔵の闇の中で摑みかかってきた冷たい手の記憶が蘇り、とっさに思い切り嚙かみついた。

「つっ！　この女──」

「静かにしろ！」

　エステラは何者かの腕から抜け出すと、慌てて起き上がって駆け出した。が、すぐに毛布に足を引っかけて体勢を崩した。

　冷たい石いし畳だたみの上に体が叩たたきつけられ、手のひらと膝に痛みが走る。

　痛い。けれど、それ以上に怖い。

（助けて、神様、聖アンナ様──陛下っ！）

　口を塞がれた恐怖で、もはや悲鳴は出せなくなっていた。

　涙で頰が濡ぬれているのが自分でもわかる。全身がくがくと震えながらも、じっとしていることなどできなかった。

　必死に祈りの文句を呟きながら、床ゆかの上を這はい回まわって逃にげ惑まどう。

　と、顔が誰かの足にぶつかった。

　上等な絹の感触に顔をうずめてしまい、慌てて手で振り払うと、爪が引っかかってしまった。ぴりっと衣を裂さく音と感触が伝わる。

「そなた何を──やめろ！」

　脇腹を強く蹴けられて弾はじかれる。

　自分を蹴ったらしい人物もまたよろめいたらしく、すぐ近くに人が倒れるような物音と、がん、と硬いものが落ちる音がした。

　それが意外と近かったので、エステラは反射的に手を伸ばした。

　指先が、ざらりとして丸みのある表面に触れる。

　その瞬間、脳裏に閃せん光こうが走り、エステラは再び遠い世界に突き飛ばされた。







　気がつけば、太陽の日差しを浴あびながら落下していた。

（──え？）

　と思ったときには、エステラは芝草の生おい茂しげる地面に背中を打ちつけていた。

　鈍い痛みと衝撃とともに、べき、と肘ひじの下から異音と、何かが壊れる嫌な感触がした。

　いまよりも細い腕をどけて見ると、そこにはこなごなに砕くだけた、金属製の錆さびた籠手があった。

『〈ホルスの籠手〉が……なんということを……！』

　近くにいた司祭服の男が、愕がく然ぜんと呟く。

　よく見ればその顔はマリユーグに似ている。ただ、少し若い。髪も短かった。

　彼が壊れた籠手に手を伸ばそうとするのを、エステラは必死で両腕を広げて阻そ止しした。

『触らないでよ、泥どろ棒ぼう！　これはお父様のものなんだから！』

　甲かん高だかい声はいまの自分の声ではないが、間違いなく自分の声だ。

『かように無ぶ様ざまに壊しておきながら、どの口が言うのです！　おお神よ、罪深き娘をどうかお許しください──』

　感かん極きわまったように涙を流して聖印を切る男を見て、ようやく実感が湧わいてきた。

　とんでもないことをしてしまったという後悔が全身を襲おそう。

『ごめんなさい、ごめんなさい──！』

　そうやって泣いていると、いつしか男の姿は見えなくなっていた。籠手も消えていた。

　いつのまにか、父に頭を撫でられている。悪いことをしたのに、頭を撫でられたのははじめてで戸惑った。

『静かにしなさい。このままでは彼かの者に見つかってしまう』

　気がつけば父に手を引かれて、ワインの酒蔵に連れて行かれていた。

　いったいどんなおしおきが待っているのかと泣きべそをかきながら震えていると、父は落ち着いた声音で告げた。

『いまから夜が明けるまでの間、絶対に一言も口を利いてはならん』

『どうして？』

『どうしてもだ。こういうものなのだ。もはや私にはどうすることもできない。神の慈じ悲ひがあれば、あるいは……』

　暗闇に押し込まれ、外から扉を閉められる寸前に父の悲しそうな顔が見えた。

『たとえ私の声がしたとしても、夜が明けるまで絶対に返事をするな。わかったな？』

　そうして暗闇に閉ざされた。

　何も見えない恐怖に、膝を抱えて涙ぐんでいた。

　歌でも歌っていたかったが、一言も口を利くなと言われていたので我慢した。だが。

『エステラ、もういいぞ。よく頑張ったな』

『お父様！』

　暗闇に閉じ込められていた不安から、父の優しげな声につい返事をしてしまった。

　まだ夜は明けていなかったのに。

　その瞬間、闇の中から手首を摑んできたのは、ぞっとするほど冷たい手で──







　ずきん、と突き刺すような頭の痛みでエステラは目を覚ました。

（痛いですわ。どうして……）

　混こん濁だくする意識からぼんやりと浮上し、瞼まぶたを開ける。

　真っ先に目に入ったのは石畳の床だった。

　気がつけば床に頰を押しつけて横たわっている。固いところで寝ていたせいか体のあちこちが痛い。おまけに夜着一枚のせいですっかり冷え切っていた。

　思わず身震いしながら、首を捻ひねる。寝台から落ちてしまったのだろうか。

　不思議に思いながら顔を上げて、気がついた。そもそもここは寝室ではない。

（ここは……？）

　手をついて身を起こしながら周囲を見回す。

　真っ先に目に入ったのは開いた窓だった。いつの間にか夜が明けていたらしく、まだ太陽があがりきらない、曇くもったような微妙な色合いの空が見える。

　それからラベンダーの花に彩られた、張りぼての聖アンナ像と目が合った。

　ここは〈オランドの兜〉を安置する部屋、聖妃の間のようだ。

　ただし、聖アンナ像の前に用意された台座には、錆びた兜の姿はない。

「別の場所に移動させたのでしょうか……それに、わたくしはどうしてここへ？」

　──静かにしろ！

　鋭い叱しつ声せいが耳の奥に蘇る。

「そうですわ。わたくし、目が覚めたら真っ暗な部屋にいて、暗闇の中に、人が……」

　寒気とは違う戦せん慄りつが全身を駆け抜けた。

　あれは夢ではない。眠っている間に暗闇の部屋に運び込まれ、そこで誰かとぶつかり、もみ合いになった。

　こちらもようやく眠気が覚めたらしい心臓が鼓動を速める。

「とにかく、ここにいてはいけない気がしますわ」

　急いで身を起こしたとき、ずきん、とまた強い頭痛が走った。

　額ひたいを押さえようと腕を持ち上げ、そこで指に何かついていることに気がついた。

　細い、赤い布の切れ端だ。親指ほどの面積しかなくても上等なものだとわかる、光こう沢たくのある絹地だ。それが爪に引っかかっている。

「どこで引っかけたのでしょう」

　少なくとも夜着ではなさそうだ。寝室にも、赤の絹地のものは置いていなかった。

　不思議に思いながら切れ端を外して、ぞっとした。

　いつもユニスたちがきれいに磨き、整えてくれている爪の先端が少し欠けており、そこに赤いものがこびりついていた。血だ。

　よく見れば、他の指や左手にも似たようなものが少し付ふ着ちやくしている。

　おまけに爪の先にごくわずかについている、象ぞう牙げ色いろのこれは──皮ひ膚ふ？

　ひっ、と喉のどの奥から声が漏れた。

（あのときですわ！）

　暗闇の中で誰かともみ合いになったときだ。あのときに引ひっ搔かいたのだ。

　エステラは勢いよく立ち上がった。こんなところ、一秒だっていたくはない。

　と、裸足はだしの足裏にちくりと何かが刺さった。

「痛っ！　今度はなんで……すの……」

　足元を見て、ぎょっとした。

　床の上に、赤茶色の破は片へんが大量に散らばっていた。

　原形もわからないほど粉々に砕けた、劣れつ化かした金属片だ。ひどい錆がびっしりと浮かんでいて、つるりとした面を探す方が難しいくらいだ。

　この錆の色には見覚えがあった。ざらりとした手触りにも。

　まさかと思い、もう一度部屋の中を振り返った。

　聖妃像の前に置かれた空からの台座。そして、体の下で砕けていた錆びた金属片。

「ど、どうしましょう……わたくし、まさか、また聖遺物を……？」

　一瞬、追つい憶おくの世界に引き込まれそうになった意識を、扉の叩かれる音が引き戻した。

「誰かいるのですか？」

　どう返事をしたものか迷っていると、ややあって鍵を解除する音が響き、扉が開いた。

　ランプを持った見回りの修道士が、怪訝そうに目を細める。

「あなたは……王妃様がなぜこのような場所に」

　修道士は室内を覗き込み、まずはエステラの姿を見て眉をひそめた。

　それから空の台座に気づいて目を見開き、エステラの足元で粉々に壊れているものを認めるなり、眩暈でも覚えたかのようによろめいた。数歩後じさり、聖印を切る。

「おお神よ！　なんと罰ばち当あたりな……！」

　罰当たり、の一言に胸が痛んだものの、エステラは慌てて取り繕った。

「違うのです。わたくしは……」

　抗こう弁べんしながら足元を見下ろし、聖遺物の残骸に違和感を覚えた。

「言い訳は不要です。陛下と違って妃殿下は敬けい虔けんな方だと伺うかがっていましたのに大間違いでしたな。誰か、来てください！　大変です！　誰か──」

　修道士が大声をあげて廊下に飛び出していく。

　待って、と追いかけようとしたとき、さきほどの赤い切れ端がふわりと落ちた。

　慌てて拾い上げたものの、夜着にはポケットがないのでひとまず胸元に押し込む。

　まもなくして、修道士や衛兵がランプを手に駆けつけてきた。

「どうしたのです、いったい」

「王妃様がどうしてこんなところへ？」

「それよりこれを見てください！　ああ神よ！」

「〈オランドの兜〉が……！」

　部屋を覗き込んだ修道士たちが顔色を変え、口々に祈りの言葉を囁ささやいて聖印を切る。

「王妃様、これはいったいどういうことですか？」

「あなたがやったのですか？」

　いくつもの視線が一斉に突き刺さってくる。

　ランプの明かりを受けて炎ほのおのように輝く瞳ひとみに射すくめられそうになりながら、エステラは必死に首を横に振った。

「違いますわ！　目が覚めたらこの部屋に連れてこられていましたの。本当ですわ。気がついたら真っ暗闇の中にいて……」

　暗闇での出来事を思い出して身震いしそうになるが、怯おびえてばかりではいられない。

　必死に気持ちを奮ふるい立たたせ、鳥とり肌はだの立つ腕を抱きしめながら続ける。

「暗闇の中に誰かおりましたわ。おそらく三人か四人……その人たちがわたくしをここへ運び込んだのでしょう。口を塞がれたり羽は交がい締じめにされたりして気を失ってしまって、再び目が覚めたときには体の下に〈オランドの兜〉があったのです。本当ですわ！」

「そんな話が信じられるとでも？」

「神様や聖アンナ様の前で噓なんてつきませんわ！　信じてくださいませ！」

　修道士たちが視線を交わす。

　やがて、代表の男が渋い顔つきになって告げてきた。

「仮にそれが真実だとしても、あなたの体の下で〈オランドの兜〉が壊れていたというのなら、あなたが壊したということにはなりませんか？」

「それは……」

　思わず言いよどむ。

〈オランドの兜〉がエステラの体の下にあったのは事実だ。

　もしかしたら、あの暗闇の中で知らない間に潰つぶしてしまったのかもしれない。その可能性までは否定できなかった。

「故意かどうかは別として、あなたが壊していないと絶対に言い切れるのですか？　神に誓ちかえますか？」

「……いいえ」

　うなだれるエステラの前で、修道士が嘆たん息そくする。

「あなたからはもっと詳しくお話を伺う必要があるようですね。王妃様にこのような対応をしなければならないのは誠に心苦しいのですが、ご同行を願います」

　衛兵たちがにじり寄ってきて、あっさりと両腕を取られてしまった。

　抵抗する気にならなくておとなしく従うと、修道士が不思議そうに眉まゆをひそめた。

「意外にも抵抗なさらないのですね。罪をお認めで？」

「違いますわ。けれど、ここは神様が見ておられますもの。本当にわたくしの罪ならばお裁きに、そうでなければ解放されるはずですわ」

　もちろんすべての罪人が裁かれるとは限らないことはわかっている。世の中には無実の罪を問われる不運な者もいる。

　けれど、いまのエステラには信じることくらいしかできなかった。

　いや、本当はもう一つあった。それを修道士が指摘する。

「もう一ついいですか？　なぜ、陛下を呼べとおっしゃらないのです？」

　窮きゆう地ちに陥おちいったとき、誰か頼れる人がいるのならば頼るのが普通だろう。嫌けん疑ぎをかけられた王妃が、王の威を借りようとしないことに疑問を持たれたらしい。

（そんなこと、できるわけありませんわ……わたくしはただの契約王妃ですもの）

　本当の王妃でもないのに、個人的な問題にヴィクリスの手を煩わずらわせるわけにはいかない。いずれ彼の耳にも入るだろうが、王妃の身分を利用して特別な待遇を望むつもりはなかった。

　そこまで考えて、それは言い訳だと気がついた。

（違いますわ。わたくしはただ怖いだけ……）

　こんな孤こ立りつ無む援えんの状態で、救いを求めた相手にまで疑われたら心が折れてしまうだろう。

「陛下は関係ありませんもの」

　エステラにはそう答えるのがせいいっぱいだった。

　修道士は少しだけ同情の眼差しを向けてきた。

「あまり夫婦仲がよろしくないようですな。猜疑王と呼ばれるお方ですから、致し方ないのでしょうが……連れてゆきなさい」

　衛兵たちがエステラの腕を引いて歩きだす。

　通路の奥へと連行されていくと、ちょうど十字路になっているところで右手の方からせわしない足音が近づいてきた。

「ちょっとそこの人たち、待ちなさい！　エステラ様に何やってくれてるんですか！」

　見ると、見慣れた狐きつね顔がおの青年が夜着にガウンを羽織った格好で駆け寄ってきていた。慌てていたのか寝ね癖ぐせで絡まった髪を下ろしたまま振り乱している。

「ルパート様！」

　懐かしい顔に目め頭がしらが熱くなるほどほっとしつつも、彼の側にヴィクリスの姿がないことが引っかかった。

（陛下は……いらっしゃらないのですね）

　さきほどは会うのが怖いと思ったばかりなのに、いざ会えないと思ったら落胆してしまうのはなぜだろう。

　それにしても、これだけの騒ぎになっているのだからすぐに駆けつけてもおかしくないものだが、まだ眠っているのだろうか。

　ルパートはこちらに駆けつける寸前で、周囲を取り囲んでいた衛兵たちに止められてしまった。彼らの腕に阻はばまれて細身の補佐官はあっさり弾かれたが、負けじと食らいつくように身を乗り出した。

「離しなさい！　王妃様に無ぶ礼れいな真似は許しませんよ！」

「我々は王妃様を〈オランドの兜〉損そん壊かいの罪で連行中です。異議申し立てはのちほど伺います」

「兜の損壊!?　エステラ様、それは本当なんですか？」

　ルパートが細い目を驚きよう愕がくに見開き、その眼差しをこちらに向けてきた。

「それがわたくしにもわからないのです。兜が壊れたのは事実ですが、わたくしが壊したのかどうかは……」

「おい、急ぐぞ」

　衛兵がエステラの腕を強引に引き、早く歩けと促うながされる。

「ちょっ、待ってください！　せめてこれだけでもエステラ様に！」

　ルパートが慌ててガウンを脱ぎ、突き出してくる。

　それを衛兵が受け取り、渋々といった様子でエステラの肩にかけてくれた。

　体温の残る柔やわらかな生き地じに、自分の体が冷えきっていたことを思い出した。

「ルパート様、ありがとうございます」

「必ず解放して差し上げますから、耐えてくださいね！」

「信じておりますわ」

「──行くぞ！」

　痛いほど強く腕を引かれ、エステラは今度こそ連行されていった。
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　エステラは扉とびらや窓に鉄てつ格ごう子しのついた部屋に放り込まれた。

　頭痛がひどくて一刻も早く体を休めたかったので、扉が閉められるなり粗そ末まつな寝台に駆かけ寄よって腰を下ろした。

（……痛い……）

　額ひたいを押さえ、親指と薬指で瞼まぶたを軽く揉もむ。

　頭の奥がずきずきと脈みやく打うつように痛みつづけている。幼おさない頃に生家でワインを盗み飲みし、泥でい酔すいした翌朝のようだ。

　硬かたいマットの上にぼすんと倒れ込み、横目で室内を見回す。

（実物を見たことはありませんが、まるで独どく房ぼうですわね）

　壁は石造りのむき出しで、家具も粗そ末まつな寝台、小さな文ふ机づくえくらいしかない。

　ただ、文机の上に置かれたランプには彼らの心配りを感じた。濡ぬれ衣ぎぬを着せられて拘こう束そくされても、彼らを恨うらむ気持ちにはならなかった。

（職務に忠実でいらっしゃるだけですわ。いずれ真実が明らかになるはず）

　だがもし、その真実が「やはり聖せい遺い物ぶつを壊したのはエステラだった」というものだったらどうしたらよいのだろう。

　十年前に〈ホルスの籠こ手て〉を壊したときはまだ子どもだった。

　しかしいまはもう大人おとなだ。ミストリアの法には詳しくないが、さすがに修道院に戻されるだけではすまないことくらい想像がつく。

（陛下がお知りになったら、また猜さい疑ぎ心しんを爆発させるのでしょうね……）

　修道士や衛兵以上に、猜さい疑ぎ王おうは疑ってかかるだろう。

　ここへ連れてこられる途中で出くわしたのがルパートだけでよかったと思う。

（そういえば、おかしいですわね。どうして陛下はまだいらっしゃいませんの？）

　さきほどはルパートが一足早く駆かけつけたと思えば理解できる。

　しかし、ヴィクリスがここまで出遅れるとは考えにくい。少しでも騒ぎが起これば、誰だれよりも早く飛び起きて現場に駆けつけそうなものだ。

　そもそも、補佐官であるルパートが、早朝に騒ぎが起きたというのに王のそばを離れたというのも腑ふに落ちない。

　それに、気がかりなのは彼らのことだけではなかった。

（ユニスや、コーネリア様たちも無事でしょうか）

　二人は隣の部屋で眠っていたはずだ。あの暗くら闇やみの男たちが自分を運び出す際に、二人に何もしていなければよいのだが。

　ずきん、とひときわ強い頭痛に、エステラは思考を中断させられた。

（もう！　いったいなんなんですの、これは）

　夕方の失神といい、この頭痛といい、立て続けに自分の体はいったいどうしてしまったのだろう。

　目を開けているのもつらくて、寝台に横たわって瞼まぶたを閉じる。まずはこの頭痛を治めなければ考えもまとまらない。

　それからどのくらい経たった頃だろう。

　こんこんと扉を叩たたく音が聞こえ、はっと瞼を開けた。

　扉の方へ顔を向けると、扉の上部についた窓から見知った顔が覗のぞいている。

「コーネリア様！」

　エステラは飛び起きた。寝台を下りて扉に駆け寄る。

　鉄格子から覗く顔は沈ちん痛つうな面おも持もちをしているものの、顔色もよいし怪け我がもなさそうだ。暗闇の男たちに危害を加えられていないとわかって、安あん堵どで顔が綻ほころんだ。

「ご無事でしたのね。ユニスは？」

「あの子も無事よ。まったく、こんな状況で他人の心配をするなんて……」

　呆あきれたように言って苦笑する。顔が揺ゆれたので、肩を竦すくめたのかもしれない。

「狙ねらわれたのはわたくしですもの。お二人を巻き込まずにすんでよかったですわ」

「またそんなことを……いったい何があったというの？」

　同じ問いを何度されたことだろう。

　相変わらず首を横に振る以外の答えは見つかっていない。

「わたくしにもわかりませんの。寝ている間に聖妃の間に運び込まれたようなんですけれど、暗闇の中で誰かともみ合いになって、気がついたら〈オランドの兜かぶと〉の残ざん骸がいの上に倒れておりましたの」

　コーネリアは気の毒そうに目を伏せた。

「……なんて恐ろしい……怪我はない？」

「このとおり元気ですわ。コーネリア様、教えてくださいませ。外はどうなっておりますの？　何か進展は？」

「特には何も。ただ……進展ではないけれど、気がかりなことが一つ」

「気がかりなこと？」

　エステラは鸚おう鵡む返がえしに聞き返した。

　王妃が聖遺物損そん壊かいで捕ほ縛ばくされる以上に気がかりなこととはいったいなんだろう。

　コーネリアは少し逡しゆん巡じゆんした後、言いづらそうに口を開いた。

「ええ。実は──陛下が行方ゆくえ不明なのよ」







　貴婦人が去っていった後も、混乱はしばらく収まらなかった。

（陛下が行方不明だなんて……あの陛下が？　いったい何がありましたの？　ああ神様、聖アンナ様、陛下の身をお守りください！）

　寝台に向かって跪ひざまずき、聖印を切って祈りを捧ささげる。

　コーネリアの話によると、ヴィクリスが寝所から姿を消していたことに最初に気づいたのはルパートだという。

　彼はエステラたちの騒ぎにはすぐに気づいたものの、まずはヴィクリスの無事を確認しようとしたらしい。そうしたら王が寝室から消えていたそうだ。

（騒ぎにお気づきになって安全な場所へ避難した、とも考えられますけれど、これだけの間騒いでいたのに姿を現さないということは、やっぱり陛下の身に何かが……）

　ヴィクリスも自分と同じように何者かに狙われて、眠っている間にどこかへ移動させられたのだろうか。

　不穏な考えに一瞬寒さむ気けがしたが、すぐにその思考を振り払う。

　あのヴィクリスがそう簡単に誰かの手に落ちるとは思えない。

　危険を察知して脱出したものの、やむを得ない事情により移動できない、あるいは戻ってこられない。そんなところだろうか。

（ルパート様はどうしてそんな大事なことを教えてくださらなかったのでしょう。あっ、わたくしを不安にさせないため？）

　間違いなくそうだろう。

　ルパートの気き遣づかいに胸が痛くなった。王が行方不明となり、おまけに王妃は聖遺物損壊の罪で拘束されたとなったら、彼の心労たるや想像もつかない。

（どうかルパート様が心労でハゲませんように！）

　もう一度別の祈りを捧げていると、がちゃり、と鍵かぎを回す音が聞こえてきた。

　組んでいた手を解といて振り向いたのと、扉が開けられたのはほぼ同時だった。

　扉の隙すき間まから、修道服を着た少女が背後をしきりに気にしながらそろりと入ってきた。大きな背はい囊のうを扉に引っかけそうになっている姿には見覚えがありすぎる。

「ユニス！」

「エステラ様あ……！」

　慌あわてて立ち上がった瞬間、ユニスが飛びついてきた。よろめきながらなんとか受け止めて、背中に腕を回して抱きしめる。

「心配しましたのよ」

「そりゃこっちのせりふです！　わたしがついていながら、こんなことになってしまってすいませんでしたあああ！」

「あなたのせいではありませんわ。それにしてもどうしてそんな格好を？　それに鍵は……」

　そう答えて少しだけ体を離し、泣きべそを浮かべた顔を覗き込んだところで気がついた。

　ユニスは顔色が悪い。目も少し赤いようだ。

「わたくしのせいで眠れなくなってしまったようですわね」

「こ、これは違います。なぜかすごく頭が痛くて……二日ふつか酔よいにでもなったみたいですよ。あ、もちろんお酒なんて飲んでませんから！」

「まあ、ユニスもですの？　実はわたくしも頭が痛くて」

「偶然……じゃないですよね。実はルパート様もおっしゃってたんです、わたしもエステラ様も、催さい眠みん薬やくのお香こうを嗅かがされて眠らされたんじゃないかって」

　それで不ふ審しん者しやの侵しん入にゆうにも気づかないくらい深い眠りに落ちてしまったのか。頭痛もその副作用だと思えば納なつ得とくできる。

　そこまで考えて、小さな違和感を覚えた。

（あら？　何か引っかかりますわね）

　胸きよう中ちゆうで首を捻ひねっていると、「あっ！」とユニスが声をあげて身を離した。

「すいません、おしゃべりをしている場合じゃありませんでした」

　そう言いながら、大きな背囊を下ろして縛しばり口ぐちの紐ひもをほどく。

　腕を突っ込んで中から引っ張りだしたのは、揃そろいの修道服だった。ご丁てい寧ねいに黒いヴェールや聖印架ロザリオのペンダント、黒いタイツにブーツまである。

「これは……？」

「変装用に調ちよう達たつしました。すぐに着替えてください。いま侍じ女じよ全員でこの格好をしているんです。街はお祭りで巡じゆん礼れい者しやもいっぱい来ていますから、ここを脱出さえすれば紛まぎれ込こめると思います」

「ここから逃げろとおっしゃいますの？　気持ちは嬉うれしいですけれど、逃げたら余計に疑われるだけですわ。わたくしはここで真実が明らかにされるのを……」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言ってられる場合じゃなくなったんですよ！」

　ユニスが珍めずらしく声を荒らげて、修道服をつき出してくる。

「〈オランドの兜〉が壊れたことに枢すう機き卿きようがたいそうお怒りで、エステラ様を教きよう皇こう国こくに連れていって宗教裁判にかけるべきだとおっしゃってるんです」

「そんな、ありえませんわ。どこからそんな突とつ拍ぴよ子うしもない話が出てきますの？」

　聖遺物損壊の罪に問われるにしても、ミストリアで起きた事件だ。ミストリアの法で裁かれるのが道理だろう。

　それがどうして、わざわざ聖地へ赴おもむいて裁判を受ける話になるのか。

「それが……エステラ様の過去の罪を枢機卿がご存じでして。エステラ様、子どもの頃に聖遺物を壊してしまったことがあるんでしょう？　それで、一度ならば事故ですませられるけど二度ともなると事故ではすまされない、神への冒ぼう瀆とく行為、異端者の可能性があるから審じん問もんにかけるべきだって……」

「わたくし、神への冒瀆なんて考えたことなどありませんわ！」

「それはわたしもよーくわかってます！　でも枢機卿は聞く耳をもってくださらなくて、親衛隊もここの修道士の人たちも同意見で。ルパート様が必死に反論してくださったんですけど……こんなときに陛下がいてくだされば」

　はああ、と重たいため息をつく。

「陛下はまだ見つかりませんの？」

「残念ですけど。でもきっと大丈夫です、あの陛下ですもん。絶対に無事なはずです！　とにかく、エステラ様は早く着替えてください。せめて陛下が見つかるまでの間、安全なところに身を隠していてほしいんです」

　ユニスがまたも泣きそうな顔になる。エステラは首を横に振った。

「その必要はありませんわ。いまは少し頭に血がのぼっているだけですわ。わたくしに手を出せば外交問題になると教皇国のみなさんもすぐにわかってくださるはず」

　なんと言われようと、ヴィクリスの行方も安あん否ぴもわからない状況で、自分だけここを逃げる気になんてなれなかった。

（そうですわ。わたくしは王妃ですもの。王の不在に、ひとり逃げ出すなんて……）

　しかし、ユニスはいやいやをするようにかぶりを振った。

「エステラ様はあの人たちを信用しすぎです！　枢機卿だって人間なんですから判断を誤ることだってありますよ……って、ああもう！　エステラ様、失礼ですが強きよう硬こう手段に出させていただきますっ！」

「何を……きゃああっ!?」

　ユニスが手を伸ばしてきて、エステラからガウンを剝はぎ取った。さらに夜着にまで手をかけられて、脱がされる。

　そのとき、胸元からふわりと赤い切れ端が舞った。慌てて空中で摑つかむ。

「なんです、それ？」

「聖妃の間で目を覚ましたとき、爪つめに引っかかっておりましたの。暗闇の中で誰かと摑み合いになったときに、相手の衣服を引ひき裂さいてしまったようですわ」

「ってことは証拠品ですね！」

　きらりと大きな黒い瞳ひとみが期待に輝いた。

「お預かりしたいところですが、わたしはこれから捕つかまる予定なので、これはエステラ様が大事に保管なさってください」

「わかりましたわ。でも捕まる予定っていったいなんですの？　それに、わたくしはまだ逃げるとは一言も……」

「申し訳ないですけど、もう作戦は始まっちゃってて引き返せないんです！　不本意なのはよーくわかりましたけど、わたしたちのためを思うなら着替えてください！」

　迫力ある笑顔で告げると、ユニスはエステラから最後の一枚を剝がし取った。







　修道服に着替えると、エステラはランプを手に部屋を出た。

　廊下に出てすぐに気がついたが、独房に入れられてからだいぶ経っていたらしく、窓から初しよ夏かの陽光が差し込んでいる。これだけ明るければランプは不要かと思ったが、ユニスが言うにはこれから必要になるらしい。

　揃いのヴェールをなびかせて先を駆けるユニスの後を、必死で追いかける。

「もう、みんな無茶をしすぎですわ」

「すいませーん」

　えへへ、とユニスが走りながら笑う。

　作戦内容とやらを聞いてしまったら、さすがに拒否できなくなった。ヴィクリスを思うと残りたい気持ちは強いが、ルパートの指示ともなれば話は別だ。

（ルパート様なら、必ず陛下のことも助けてくださるはず！）

　自分にできることは、人を信じることだけ。

　ならばいまはルパートを信じ、そしてヴィクリスの無事を信じるだけだ。

　しばらく廊下を進んだところで、あちこちから叫び声や足音、それになぜか犬の鳴き声が響いていることに気がついた。

「何が起きていますの？」

「ルパート様がここの人たちの注意を逸そらしてくれてるんです。あ、次の角は右です」

　先導されるままについていく。と、角を曲がったところで衛兵に出くわした。

「貴様ら、性しよう懲こりもなく──」

　彼は顔を赤くし、腰に帯おびた剣の柄つかに手をかける。

　エステラが王妃だとは気づいていないようだ。侍女たちが全員修道服を着ているとユニスが言っていたから、そのせいかもしれない。

「わたしの後ろに！」

　ユニスが声をうわずらせて、背中を押しつけるようにしてかばってくる。

「いけませんわユニス！」

「いいから逃げてください！」

「そんなことできるわけがありませんわ！」

　衛兵が剣を振り上げたそのとき、横手から飛んできた黒い影に突き飛ばされた。

　黒くなめらかな毛並みをした犬だった。衛兵の右腕に嚙かみつき、彼が痛みに剣を放り出してもなお離さない。

「大変！　すぐに追い払って治ち療りようをしないと、傷口が化か膿のうしてしまいますわ」

「それはいいですから！　逃げるが先！」

「でも……」

「エステラ様に剣を向けるのが悪いんですよ！」

　ユニスに手を引かれ、後ろ髪を引かれる思いでその場を後にし、廊下を駆け抜ける。

　行く先々で、エステラは衛兵や修道士が犬と格かく闘とうしている場面に出くわした。

　犬はよく訓練されているらしく、攻撃をするりするりと回避し、剣などの武器を握っている腕だけを狙って嚙みついている。

　ルパートが注意を逸らしていると聞いたから、きっと彼が調教した犬なのだろう。

　とはいえ、衛兵や修道士全員を相手にできるほどの数はいないらしく、犬の襲しゆう撃げきを逃のがれた衛兵に見つかってしまった。

「そこの女、待て……！」

　声を張り上げて追いかけてくる。あちらは重い装備を身につけているとはいえ、女の足では追いつかれるのは時間の問題だった。

「次の角で二ふた手てにわかれますよ！　わたしが右を行きますから、エステラ様は左へ行ってください。その先は倉庫しかなくて行き止まりになってますが、突き当たりの壁に仕掛けがあります。楔くさび形がたの傷がついたブロックを押してください。王家にのみ伝わる隠し通路が現れるはずです」

「わかりましたわ。でも、ユニスはどうなさいますの？」

「我われに秘策あり、ですよ」

　気き丈じように笑ってみせるだけで、それ以上は語らない。

　そうこうしているうちに曲がり角に出た。通路は右と左に別れている。

　と、角に入る寸前に、ユニスが声を張り上げた。

「ユニスっ、あなたはそちらへお逃げなさい！」

　エステラは左へ曲がりながら、思わず振り返った。

　もちろん、いま叫んだのは自分ではない。

　衛兵は迷うことなくユニスを追いかけて、右の通路へ走り去っていった。

（わたくしのふりをして……!?）

　引き返したい思いを、ぐっと堪こらえた。

　ユニスだけでなく、ルパートや、他の侍女たちもエステラを逃がそうと危険を覚悟で騒ぎを起こしてくれている。彼ら彼女らの意思を尊重したかった。

　やがて行き止まりに出た。

　右手にある倉庫らしき扉を無視して、突き当たりの壁を調べると、わりとすぐに楔形の傷がついたブロックが見つかった。

　それを両手で強く押すと、がこん、という作動音がして、壁が左へ動き、人一人が通れるくらいの隙間ができた。その先は暗闇の通路だ。

　そこへ体を滑すべり込こませると、足が沈む床を踏ふみ抜ぬいた。すぐに背後で壁が閉じる。

　エステラはランプが必要な理由がわかった。

「……すごい仕掛けですわね」

　などと感心している場合ではない。

　真っ暗な通路をランプの灯あかりを頼りにおっかなびっくり進んでいくと、しばらくして梯はし子ごが現れた。梯子は天てん井じように続いており、そこに蓋ふたがついている。

（出口ですわ！）

　暗闇から解放される喜びで、大急ぎで梯子を登って蓋を開け、そこから顔を出す。

　出口はどこかの路地の一角にある、古井戸に繫つながっていた。

　梯子を登り終えて井戸から這はい出ると、廃はい屋おくの傍かたわらに金きん髪ぱつの青年が塀へいに寄りかかって待っていた。彼はこちらを見つけるなり、顔に安堵の色を広げて駆け寄ってきた。

「エステラ様、よくぞご無事で」

「ルパート様こそ。陛下は見つかりましたの？」

　狐きつね顔がおを一瞬曇くもらせ、ルパートは首を横に振った。

「残念ながら。ですが心配無用です。殺したって死ぬような人じゃありませんから。陛下が暗殺なんてされたら、いままで陛下を仕留められなかった暗殺者たちが世を儚はかなんで一斉に自害しちゃいますよ」

　彼なりに励はげまそうとしてくれたのかもしれないが、まったく笑えなかった。

　冗じよう談だんが失敗したと悟さとったのか、ルパートは苦笑して頰を搔かいた。

「とにかく、いまはご自身の安全を第一に考えてください。ここから王宮までの道はわかりますか？」

「地図は頭に入っておりますわ」

　婚前契約書には添付資料が多く、王都ミストークの地図もその一つだった。

「大変結構。では、ここを出たらまっすぐに王宮を目指してください。王宮に逃げ込んでしまえば枢機卿も手出しはできません。聖兜祭開催中は馬車は拾えませんから徒歩で向かっていただくことになりますが、道がわからなくなったらそのへんにいる人に聞けば教えてくれるでしょう。今夜はみんな夜通し祭りを楽しんでいるでしょうから」

「ルパート様はどうなさいますの？」

「自分はここで足止めと、あと陛下捜そう索さくの指揮をとらないとなりませんので。とはいえ、おひとりでは心こころ許もとないでしょうから、これを」

　ルパートが小さな銀色の短たん笛てきを差し出してきた。

「笛……？」

「犬笛です。これを吹くと犬にしか聞こえない音が響いて、自分めが調教した犬を呼び寄せることができます。もし危機的状況に陥ったら迷わず吹いてください」

「わかりましたわ」

　エステラは犬笛を受け取ると、修道服のポケットに押し込んだ。

「王宮には既すでに文ふみを飛ばしました。すぐに応援に駆けつけてくれるはずですが、それまではご辛しん抱ぼうを」

「ありがとうございます。ルパート様もお気をつけて」





[image: ]






　町中がお祭り騒ぎで活気に溢あふれているとはいえ、このあたりは静かなものだった。ときおり逢あい引びき中と思われる男女や、千ち鳥どり足あしの酔っぱらいとすれ違う程度だ。

　エステラは急いで大通りに向かった。

　王宮への道は何通りかあり、裏通りを使う経路はどれも遠回りだった。大通りの方が近くてわかりやすく、おまけに人混みにも紛まぎれられる。

　裏通りを抜けて大通りに飛び出した瞬間、食べ物と酒、そして花の匂いに包まれた。

（ものすごい人出ですわ……！）

　大通りは人だらけで肩がぶつからないように歩くのも困難な状態だった。市場広場の方から響いてくる楽隊の演奏に合わせて踊おどっている者たちもいる。

　幅広の通りの両側には食べ物を扱った露ろ店てんが並んでいる。

　じゃがいも料理の店が多いのは聖せい兜とう祭さいにちなんでいるからだろう。

　揚あげて塩で味付けたもの、蒸ふかしてバターやチーズを載せたもの、マッシュポテトにベーコンの細こま切ぎれを加えてパイ生地で焼いたものなどさまざまだ。

　香ばしい匂いに、空からっぽの胃袋が、ぐう、と小さな悲鳴をあげた。聖兜祭の期間中は、国王夫妻ならびに聖職者は夕食を断つしきたりがあり、昨夜から何も食べていない。

（いけませんわ。陛下だってきっと我が慢まんしてらっしゃるはずですのに。ああ神様、聖アンナ様、空腹に打ち勝つ鉄の意志をお与えください！）

　後ろ髪を引かれながら必死に自制し、通りすぎようとした瞬間、腕を引っ張られた。

　揚げ芋屋の前で派は手でな化け粧しようをした女性が、満面の笑みで腕を摑んでいる。

「はあい、シスター。うちの揚げ芋食べていかない？」

　シスターと呼びかけつつも、本物のシスターだとは露つゆほどにも思っていない様子だ。実際、周りには修道服の仮か装そうをしている、聖職者には見えない者たちの姿がちらほらある。

「申し訳ありません、わたくし先を急いでおりますの」

「あぁら大変、急いでいるときこそ腹ごしらえは大事よ」

「え……はむっ」

　揚げ芋のかけらを口に押し込まれ、思わずもぐもぐと咀そ嚼しやくして飲み込む。

　このあたりは海に近いだけあって塩は庶しよ民みんでも手に入りやすいらしく、ぱりっとした衣に塩味が絶妙に効いている。

（陛下、ごめんなさい。わたくしだけ食べてしまうなんて……でも美お味いしいです）

　うっとりと両頰を押さえるエステラを見て、味に感動していると思ったらしく、女があははと大きな笑い声をあげた。

「いまのはサービスしておいてあげるわ。ひさしぶりの聖兜祭なんだから楽しまなきゃ。用事をすませて戻ってこられたら贔ひい屓きにしてね」

　ぱちりと目配せされて、エステラは思わず頰を緩ゆるませた。

（いい人……考えてみたら、王都の人と触れ合うのは初めてですわ）

　先月、わけあって街中を駆け回ったときに酔っぱらいに絡からまれたことはあったが、彼らは臑すねに傷のありそうな人たちで、一般国民とは少し違うようだった。

「どうしたの？　もう一個食べたくなった？」

　女に顔を覗き込まれて、はっとする。

　追われている身でもたもたしている場合ではない。

「いえ……でも、戻ってこられたら今度はちゃんと注文させていただきますわ。ありがとう、あなたに神のご加護を」

「はあい、神のご加護を！」

　笑顔で別れを告げて、エステラは人混みの中へ入っていった。

　酔っぱらって気をよくしているらしく、ぶつかっても気にもとめない者たちばかりだ。右からも左からも押されながら、人と人の隙間を通り抜けていく。

「通してくださいませ！　ごめんなさい、ここを……」

　ぎゅうぎゅうと押し潰されそうになりながら人混みを抜けたところで肩を摑まれた。

「よう、シスター。俺と飲まねえか？」

　大昔の兵士の仮装をした男が、肌はだを真まっ赤かにしながら話しかけてくる。肩を摑んでいない方の手が木製のジョッキを握っているあたり、相当できあがっているようだ。

「申し訳ありませんが、わたくし急いでおりますの。それにお酒は苦手で……」

「なんだ、よく見りゃいい女じゃねえか。ちっと細ほせえが」

　男はこちらの話など聞いておらず、強引に肩を抱き寄せた。酒臭い息を吹きかけられて、つい顔をしかめてしまう。

「そんなに嫌いやがらねえで、つきあってくれよ。一杯でいいからさ」

「ですから、わたくしは急いで……」

「酒は戒かい律りつで禁止されてるって？　だったら一曲踊ってくれよ。フォークダンスくらいできるだろ」

　ジョッキを放り出してエステラの手を摑み、無理やりでたらめなステップを踏む。強制的に踊らされて、腕を振り払いたかったが相手の力の方が強い。

「あの、本当にやめてくだ……」

　ステップというよりたたらを踏みながら抗議の声をあげた、そのときだった。




「──そいつ、俺おれの連れなんだけど」




　横から伸びてきた手が男の手首を摑んで捻ひねり上げる。

　聞き覚えのある声に、エステラは勢いよく振り返る。

　そこにいたのは帽子を目ま深ぶかに被かぶり、上等な上下を身につけた、年齢の読めない赤毛の青年だった。

「ジャック！」

「どーも、ひさしぶり」

　ジャックは気のない声で返事をしつつも、目はこちらを向いていなかった。青空と同じ色をした眼まな差ざしは男を射抜いている。

　酔っぱらい男はちっと舌打ちしてエステラから手を離した。

「なんだよ、男連れかよ」

　ジャックの手を振り払い、落としたジョッキを拾い上げると、男は人混みの中へ消えていった。

　エステラは安堵の息をついてからジャックに向き直った。

「助けてくださってありがとうございますわ」

　だが、礼を述べた瞬間、失態に気がついた。

　不定期新聞『ジャック・オー・ランタン』の発行人にして新聞記者、自称〝情報の騎士〟がにたりと悪気しかない笑みを浮かべたからだ。

「で、あんたがここにいるってことは、何かあったってことだよな？　助けてやったんだから当然教えてくれるんだろうな？」

「……さきほどの方と一曲踊った方がよかったような気がいたしますわ」

　エステラはもう一度、別の意味でため息をつくと、ジャックに背を向けて歩きだした。

　以前、街を駆けずり回るはめになったのは彼のせいだ。

　彼の持つ情報に嫌というほど振り回されて、ヴィクリスやユニスなどたくさんの人を巻き込んでしまった。いかに自分が世間知らずで騙だまされやすいとはいえ、さすがに学んでいる。

「ちょっと待てよ！　そりゃねえだろ！」

　素すっ頓とん狂きような声をあげて、新聞記者はしつこくついてくる。

「なあ、明日の朝まで大聖堂で過ごすはずのあんたが、こんなところをうろついてるってことは、何か事件があったんだろ？　教えてくれよ」

「何もありませんわ。お願いですからわたくしのことは放っておいてくださいませ」

「そうはいくかよ。せっかく見つけた特ダネをみすみす逃がしてたまるかっての」

　本ほん音ねを隠そうともしない。呆れて怒る気にもならなかった。

「特ダネなんてありませんわ」

「噓うそつけ。こちとらヴィクリスの即位から初の聖兜祭とあって、絶対何かあるだろうと思ってたんだ。そしたら野良犬どもが大聖堂に集まっていくじゃねーか。こりゃルパートのしわざだと思って張り込んでたら、あんたが修道服姿で飛び出してきた。これで何も起きてないって？　相変わらず噓が下へ手ただな」

　どうやらずっと大聖堂を張り込んでいて、エステラのことも尾び行こうしていたらしい。

（悔くやしいですけれど反論できませんわ）

　ぐっと唇くちびるを嚙みしめて、黙もく々もくと道を進む。

　噓が下手なのは自覚している。反論しようとすれば揚げ足を取られるだけだろう。これ以上ぼろを出すわけにはいかない。

「無視かよ。助けてやったじゃねーか。あんたには前回の貸しもあったはずだけど？」

「どちらもあなたが勝手に行ったことですわ。取引をした覚えはありません」

　振り返らずに早口で答える。

　そう何度もヴィクリスの足を引っ張るわけにはいかない。

（同じ轍てつは踏みませんわ。これ以上陛下に迷惑は……陛下は、ご無事でしょうか）

　気がつくと、足が止まっていた。

　ルパートはヴィクリスの捜索の指揮を取るといっていたが、エステラを逃がすのに手いっぱいという様子だった。王宮に梟ふくろうを飛ばして文を送ったとしても、この混雑だから騎士団が大聖堂に駆けつけるにはまだ時間がかかるだろう。

　悠長にしている間に、ヴィクリスの身に何かあったとしたら──

　突然立ち止まったので怪け訝げんに思ったのだろう、ジャックが前に回り込んで顔を覗き込み、ぎょっとした顔になった。

「どうしたんだよ、その顔」

　エステラは、気がつけば涙を流していた。

　頰を伝う雫しずくを修道服の袖そででぐいと拭ぬぐうと、ジャックに挑いどむような目を向ける。
















「もしも、もしもですけれど、わたくしが大聖堂で起きたことをお話ししたら……陛下を助けてくださいますか？」

　自分が王宮まで無事に辿たどり着つけるかどうかはどうでもいい。

　ただの契約王妃だ。この国にとって必要な人間でもない。

　それよりも、ヴィクリスの安あん否ぴの方が何万倍も大事だった。

　新聞記者であるジャックは情報通で、商売柄さまざまな種類の人間に顔が利く。彼ならばヴィクリスを見つけ出せるかもしれない。

　ジャックは驚いたように目を見開いた。しばしこちらを不審そうに見つめ返した後、厳しい表情になって眉を寄せる。

「どうやら、本気でやばいことになってるみたいだな。いいぜ、約束する。俺は噓はつかねーよ」

「取引成立ですわね」

　エステラは覚悟を決めて、昨夜起きたことを語りはじめた。







「へーえ。大聖堂で『ちょっとした事件』が起きて、あんたは薬を嗅かがされて眠っているうちに犯人に仕立てられちまった、と。それであそこに残っていたらやばいから逃げ出してきたっていうんだな」

「そうですわ」

　エステラはジャックと並んで歩きながら、周りの人に聞こえないように小声で囁いた。

　二人は王宮を目指して大通りを北へ向かっていた。

　大聖堂から、というより市場広場から離れるにつれて人の姿も露店もあまり見かけなくなってきた。

　人とすれ違うたびに警けい戒かいし、背後を振り返って尾行されていないか確認してしまう。いまのところ怪あやしい人影はないが、安心はできない。

「で、こんなときにヴィクリスは行方不明、と。そういうわけなんだな？」

「そうですわ。ですから陛下を捜さがしてほしいんですの」

「あーのーさー」

　と、ジャックがうんざりした声を発して赤毛をぐしゃぐしゃと搔かき回した。

「なんですの？」

「突っ込みどころその一。まず『ちょっとした事件』じゃねえだろ絶対。ルパートが犬笛を使うってことは人間の救援を呼べない状況にあるってことで、どう見ても非常事態だ。誰か殺されでもしたか？」

「いいえ。みんな無事ですわ」

「ふうん。噓じゃなさそうだな。あんたの噓はわかりやすいし」

　失礼な物言いだが、事実だし余計な情報を与えたくないので口をつぐむ。

「突っ込みどころその二。ヴィクリスを捜せって、あいつに何があったわけ？　自分の意思でいなくなったのか、それとも連れ出されたかによってこっちの返事も変わるんだけど。他に情報ないのかよ」

　情報は、あるにはある。だがジャックにありのままを詳細に話すのは危険だった。またどんな新聞をばらまかれるかわかったものではない。自称〝情報の騎士〟はヴィクリスの醜しゆう聞ぶんが大好きだ。

（でも陛下の無事には代えられませんわ）

　悩んだ末にそう思い直し、打ち明ける決意をする。

「おそらく陛下はわたくしと同じ催眠薬を嗅がされていると思いますわ。バニラのような甘さとミントのような清せい涼りよう感かんのある匂いがして、目が覚めた後は二日酔いのような頭痛に見舞われますの」

　ジャックが疑わしそうな半はん眼がんになった。

「あんた、二日酔いになったことあんのかよ」

「子どもの頃にいたずらで盗み飲みして……あ、あと同じ薬を嗅がされたユニスは顔色がとても悪かったですわ」

「バニラとミントの匂い、二日酔い、顔色が悪い、か。そりゃたぶん〝砂男サンドマン〟っていう催眠薬だな。それでわかったよ。ヴィクリスは無事だ。賭かけてもいい」

　エステラは思わず目を見開いた。

「どうしてわかりますの？」

「前にヴィクリスも〝砂男〟にやられたことがあるからだよ。一度痛い目を見ている薬と同じ匂いがちょっとでもしてきたら、あの猜疑心の塊かたまりは熟じゆく睡すいしていようと絶対に目を覚ます。おおかた飛び起きて自力で脱出したんだろ」

　すべてジャックの推測だ。

　しかし、エステラはようやく少し安堵できた。ヴィクリスとともに内戦をくぐり抜けた彼が言うのだから、間違いはないだろう。

「よかったですわ。陛下は無事ですのね……」

　催眠香の匂いに気づいて逃げたのだとしたら、いまごろは王宮に戻って騎士団を大聖堂へ派は遣けんさせる準備を進めているかもしれない。

　そうなれば、ユニスやルパートたちもきっと救出してもらえるだろう。

「といっても、あんたのことといい、人が死んだってのにあいつが姿を現さないのはちょっと不自然だけどな」

「ですから人は死んでませんわ。オランドの……あっ」

「〈オランドの兜〉が、何？」

　ジャックがにやにやと意地の悪い笑みを浮かべて顔を覗き込んでくる。

　エステラはせめてもの反撃のつもりで睨にらみ返かえした。もちろん相手にはそよ風ほどにも効いていないだろう。

「そっかー、〈オランドの兜〉絡みかー。なるほどねー、いいこと聞いちまったー」

「あなたという方は、いい人なのか悪い人なのかわかりませんわ！」

「あー？　悪い人だろ、あんたにとっては。ヴィクリスの評判を貶おとしめるのが大好きな新聞記者なんだから」

　得意げなにやにや笑いが気にくわなくて、エステラは黙だまっていられなくなった。

「まあ。わたくし、もう騙されませんわよ。あなたはひねくれているから悪い人ぶっているだけですわ。なんだかんだ言って、陛下のお役に立っているではありませんの。素直じゃないだけで、本当は陛下に構ってほしいだけなのでしょう？」

　とたんにジャックがぎょっと目を剝むいた。

「はあああああ!?　んなわけねーよ！　気持ち悪いこと言ってんじゃねえよ……くそ、鳥肌立っちまったじゃねえか……」

　ぶつぶつと不満を呟つぶやいて腕をさする姿を見て、ようやく一いつ矢し報むくえた気がして胸がすっとした。エステラは湧わき上がる笑みを隠さずに、ジャックの顔を覗き返した。

「よろしかったら、陛下と仲直りできるよう取りはからって差し上げますわよ？」

「いらねーよ！　勘かん違ちがいしてんじゃねえっての！」

「まあ、照れなくてもよろしいのに」

「この話は終わり！　それより〈オランドの兜〉の話だろ」

　エステラはジャックの半眼から逃れるように、目を逸らして手で口元を塞ふさいだ。これ以上余計な情報を与えては、新聞記事を書かれてしまう。

「なんだその態度。わかりやすすぎんだろ……ま、おおかた兜が壊れたか盗まれたかのどっちかなんだろうけど」

　何気ないジャックの一言に、冷や水を浴あびせられた気がした。

　壊れたか盗まれたか。

　粉々に砕くだけた〈オランドの兜〉の残骸を見つけたときの違和感の正体が、いまやっとわかった気がした。

「それですわ……ありがとう、ジャック！　あなたのおかげですわ！」

　弾はじかれたように振り返り、ジャックの手を取って握りしめる。新聞記者はなぜか逃げるように手を引っ込めた。

「い、いきなりなんなんだよ、あんた」

　気味が悪そうに目を向けられたのは心外だが、気分は悪くなかった。

「ねえジャック。もし〈オランドの兜〉が破壊されたとしたら、犯人の目的はなんだと思います？」

「何、壊されたの？」

「正直に申してしまえば、そうですわ。でもそう見えただけで、事実は違うのかもしれません。だって、聖遺物を壊したところで、犯人になんの得がありましょう」

　ジャックは腕組みをして眉まゆをひそめた。

「んー、そうだな。神への冒ぼう瀆とくとか、宣戦布告とか？　あとは特定の人物を罠わなにかけるために利用したとかじゃねえの？」

「そうだとしても、わたくしを陥おとしいれたところでなんになりますの？　わたくしが王妃にふさわしくないと判断されたとしても、陛下は女王座が夜空から消えるのを待ってからわたくしと離縁して、また新しい王妃を迎えればすむ話ですわ」

　ヴィクリスの妃きさきが自分でなければならない理由はない。

　王妃が聖遺物を壊したからといって、彼にはなんの痛手でもないのだ。

　ちくり、と胸の奥がなぜか痛んだ。しかし些さ細さいなことを気にしている場合ではないので続ける。

「わたくし、壊れた兜の破片を見たときに違和感を覚えましたの……あのときは気づかなかったのですけれど、兜にしては量が少なかったのですわ」

　思案げに虚空を見上げていた青い双そう眸ぼうが向いてきらりと理解の光を宿す。

「破壊されたのは偽にせ物ものってことか？　壊れたように偽装して、本物は盗まれた？」

「わたくしはそう思いますわ」

　ジャックは手のひらでエステラのそれ以上の発言を制止すると、もう一方の手を額に当てて、悩ましげに考え込んだ。

「ちょっと待てよ。偽装っつったって、大昔の板ばん金きん技術で作られた兜だろ？　現代とは作り方も成分も違う。錆の色や付ふ着ちやく具合だって違うはずだ。あんたは実物を見てるし触ってるだろ。偽物だってわからなかったのか？」

「見たかぎりでは錆のつき方も本物の〈オランドの兜〉とそっくりでしたわ。でもわたくし、あれと同じ時代に同じ金属で作られ、同じように錆が浮き出ていて、同じように粉々に壊された、兜より質量が少ないものを知っておりますの」

「なんだよそりゃ」

「〈ホルスの籠手〉……わたくしが幼い頃に壊してしまったものですわ。籠手の残骸はいつの間にか消えていたと聞いておりますの」

　ようやくすべてが繫がった。

　犯人の目的は〈オランドの兜〉を〈ホルスの籠手〉の残骸とすり替えることで壊れたと見せかけ、〈オランドの兜〉を手に入れることだったのだろう。

「だとしたら犯人は教皇国の人間かもな。やつらが〈ホルスの籠手〉の残骸を手に入れていたとすると、かたちを残している〈オランドの兜〉を手に入れるために利用しようとしたとしてもおかしくない。特にいまの枢機卿は、聖遺物に並々ならぬ執しゆう着ちやく心しんを持っておいでとの噂うわさだ」

　ジャックににやりと告げられて、気持ちが少し沈むのを感じた。

　犯人の目的がわかってきたために、今度はマリユーグへの疑惑が強まってしまった。

「ですが、わたくしは教皇国の方々を疑うことはできませんわ。神に仕える方々がわたくしを陥れてまで聖遺物を手に入れようとするなんて、思いたくありませんもの」

「おいおい、ここでまた騙されやすい契約王妃サマに戻っちまうのかよ？」

　エステラはゆっくりとかぶりを振った。

「いいえ。でも、疑うのはわたくしの性しよう分ぶんではありませんわ。ですからわたくしは、証拠を固めます」

「だったらまずは証人の保護だな。ヴィクリスを捜す必要もなさそうだし、あんたを王宮まで護衛してやるよ」

「……いいんですの？」

「そりゃ、特ダネをもらっちまったからな」

　エステラははっとした。

　真実に辿り着いた興奮で、つい余計なことまでべらべらと喋しやべってしまった。

「だ、誰にも言わないでくださいませ！」

「そりゃできない相談だ。もちっと裏付け調査をしたら即掲載だな。過去に聖遺物を壊した罰ばち当あたりな王妃と、その王妃を利用して聖遺物を手に入れようとした、さらに罰当たりな枢機卿。そのころ国王は逃亡中！　いやー、やる気がみなぎってきたなあ！」

「お願いですからそれはやめてください！　そこをなんとか！」

「だめだね」

　ジャックは取りつく島もなかった。
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　しばらく進むと王宮の門が見えてきた。

　城門に面した通りの少し手前に人が集まっている。おもに近この衛え兵へいの制服を着た男たちで、一人だけドレス姿の女性がまじっている。

　ボンネットを被かぶり、同色の上等なドレスを身に纏まとった貴婦人だ。男たちと話し込む厳しい横顔には覚えがある。

「コーネリア様！」

　思わず名を呼ぶと、コーネリアが勢いよく振り向いた。ぱあっと笑顔が咲く。

「んまああ！　よくぞご無事で！」

　そう声を張り上げると、男たちを引き連れて駆け寄ってくる。

「コーネリアって、クリフォード女伯はく爵しやくか。あんたの付添人だっけ」

「ええ。てっきり大聖堂でユニスたちと一緒に残っているのかと思ってましたけど、先回りして待っていてくださっ──」

　そこまで言ったところで、コーネリアとともに近づいてくる兵士たちの顔に違和感を覚えた。

　じり、と後あとじさると、ジャックが不審そうな視線を向けてくる。

「どうかしたのかよ？」

「……失敗しましたわ。すぐに逃げましょう」

　くるりときびすを返して、来た道を逆戻りに走りだす。

「おい、ちょっと待てよ！」

　ジャックが慌てて追いかけてきた。帽子が風で飛ばされないよう手で押さえ、全力で併へい走そうしながら訊たずねてくる。

「いきなりどうしたんだよ！」

「わたくし、陛下を尊敬しておりますの」

「ああ？　いきなりなんだよ、意味わかんね」

「陛下は王宮に勤める方すべての、顔と名前と、契約内容を覚えておりますの！　王妃として、わたくしも陛下のそういうところを、見習おうとしているのですわ！」

　走りながらなので、言葉が切れ切れになる。

「つまり、なんなんだよ」

「わたくしも、王宮中の人たちの顔を、覚えましたの！」

　約一カ月間、ヴィクリスに避さけられていたためにできたことだ。

　なんとかして彼に会おうと王宮中を捜し回っていた頃に、多くの人と知り合った。

　全員の名前までは覚えられていないし、雇用契約書の内容などさっぱりわからないが、少なくとも王宮の敷地内で暮らしている兵士や使用人の顔はすべて記憶している。

「なのに、さきほどの近衛兵の制服を着た人たちには、見覚えがありませんでしたの！　彼らは偽物ですわ。そして、偽物と仲良くしていたということは、コーネリア様は……」

「あっち側の人間ってわけか。あんた、やるじゃん」

　くくっとジャックが愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らす。

　エステラはまったく笑う気にはなれず、無言で走った。

（まさかコーネリア様が……）

　だが、一方で納なつ得とくもしていた。

　コーネリアはユニスと同じ部屋で眠っていたはずだった。

　同じ催眠薬を嗅がされたわりには顔色もよく、頭痛に苦しめられてもいない様子だったのは、そもそも薬を嗅いでいなかったのだろう。

「で、これからどうすんの？　王宮がだめなら、どこへ行けとか指示されてない？」

「いいえ。どう、しましょう……」

　さすがに息切れがしてきた。

　必死に足を動かしながら肩越しに背後を見ると、偽近衛兵たちが追つい跡せきしてきている。

　女の足で、偽物とはいえ鍛きたえられた男の足に敵かなうとは思えない。追いつかれるのも時間の問題だろう。

「なら大通りに行くぞ。人混みに紛れ込んじまえば勝機はある」

　二人揃って角を曲がると、前方から駆けてくる偽近衛兵の姿が目に飛び込んできた。

　回り込まれていたのだ。そう気づいて足を止めたときには、偽近衛兵が腰の剣を抜き、目の前を白はく刃じんが一いつ閃せんしていた。

「ぐあっ……！」

　切りつけられたジャックが吹っ飛び、帽ぼう子しが中空に舞う。

「ジャック！」

　石畳に倒れ込んだ彼の傍らへ慌あわてて跪き、首の後ろに手を通して抱き起こす。切られたのは頭部らしく、額から赤い血が流れ落ちている。

「ジャック、しっかりしてくださいませ！」

「ううっ、ぐ……」

　苦しげに呻うめきながら、うっすらと瞼を開ける。

　青い双眸は吹っ飛ばされた衝撃のせいかそれとも失血のせいか焦しよう点てんが合っていない。だがそれほど深い傷ではないとわかり、エステラは安堵のあまり涙ぐんでしまった。

「大丈夫ですわよ。すぐに止血しますわ。絶対に助けますから……」

　必死に語りかけながら、修道服のポケットからハンカチを取り出す。

　と、そのハンカチに引っかかって、細い鎖くさりのついたものがからんと転がった。

　ルパートから借りた犬笛だ。

（いえ、まずは止血が先ですわ）

　ひとまず犬笛を引き寄せると、ハンカチを赤毛よりも赤い傷口に押し当てる。みるみるうちに生地が血に染まっていった。

「そんな人、捨てて逃げればよろしかったでしょうに」

　無情な声が冷たく響く。顔を上げると、周囲を偽近衛兵に取り囲まれていた。

　彼らが道を開け、コーネリアが優雅な足取りで近づいてくる。

「愚おろかでかわいそうな子猫ちゃん。ああ、いまは生いけ贄にえの子羊ちゃんだったかしら。あたくしたちに気づいたのは褒めてあげるけれど、詰めが甘かったわね」

「……わたくしならおとなしく捕まりますわ。ですから、彼をお医者様に……」

「それは構わなくてよ。ふふ、そんなに大事な方なの？　王妃様も隅におけないのね」

「彼はただの、その……友人ですわ」

　新聞記者と言うのもヴィクリスの知人だと言うのも気が引けてそう答えたものの、あながち噓でもない気がしていた。

　彼と一緒に逃げ回っていたのはたった数十分ほどだが、共犯じみた友情のようなものを感じていた。

（わたくしが友人だと思っていれば、友人でいいですわよね）

　エステラは黒いヴェールを脱いで石畳の上に敷くと、その上に彼の頭をそっと下ろした。

　それから立ち上がったとき、ふと膝の上に載せていたものの存在を思い出した。

（あら？　犬笛はどこに……）

　思わず足あし下もとを見回した。膝の上に載せていたのだから、立ち上がれば落ちるはずだ。なのにどこにも見あたらない。

「何をしているの。早くこちらへ来なさい」

　犬笛のことは諦あきらめて、仕方なくコーネリアの方へ進み出る。

　そのとき、貴婦人の表情が凍こおりついた。

「あなた、何をしているの！」

　叱しつ声せいが向けられているのはエステラではなく、その後ろだ。

　慌てて振り返ると、ジャックが血を流して倒れながらもうっすらと目を開けて犬笛を咥くわえていた。

　頰を膨ふくらませて強く吹くが、音はしなかった。ルパートは人間には聞こえない笛だと言っていたから、そういうものなのだろう。

「余計な真ま似ねをするな！」

　偽近衛兵の一人がジャックに近づき、横腹を蹴ける。うっ、と苦痛に呻くジャックの手から犬笛がこぼれ落ちた。

「何をするのですか！　彼は怪け我が人にんなんですのよ！」

「紛らわしいことをするのがいけないのよ」

　犬笛を拾った偽近衛兵が首を傾かしげる。

「この笛、壊れているのか？　驚かせやがって」

「女伯爵、いかがなさいますか？」

「そこの生なま意い気きな彼は捨てておいて構わないわ。敬けい虔けんな王妃様は、せっかくの機会だから教皇国にお連れして差し上げたらどうかしら」

　コーネリアは優雅に扇おうぎを広げてほくそ笑む。

「なっ……」

「朝一番に出しゆつ航こうしてしまえばこちらのものですわ。ほんとに罰当たりな子。二度も聖遺物を壊すなんて……せっかくだから過去の罪も教皇猊げい下かの前で告白するといいわ」

　言葉の端々が鋭く突き刺さってきた。

　自分の罪深さはよくわかっているつもりだ。

（でも、兜を壊したのはわたくしではありませんし、そもそも壊れてはいませんわ！）

　しかし、こちらがその事実に気づいていることを明かせば、どうなるだろう。

　ジャックが傷を負っているこの状況で、指摘するのは分ぶが悪い賭けだった。

　悔しくてぐっと唇を嚙みしめていると、はっはっと獣けものの息遣いが聞こえてきた。

　それも一つや二つではない。人とは異なる軽い足音がいくつも近づいてくる。

　気づいた偽近衛兵の一人が周囲を見回し、彼に倣ならって他の男たちも視線を巡めぐらせたとき、路地裏から一匹の野良犬が飛び出してきた。

　犬は少し遠巻きの位置で足を止めると、激しく吠ほえはじめた。

「なんだ、この犬は」

「うわっ、こいつらどこから……！」

　一匹だけではない。次から次へと、犬種もさまざまな多くの犬が集まってきて、こちらには近づかず、一斉に吠えはじめる。

「うるさいわね！　早く黙らせなさい！」

　コーネリアが扇で顔を隠して、嫌悪感もあらわに叫ぶ。

　偽近衛兵が急いで追い払おうと剣を振り回すが、犬たちはするりと躱かわして距離を取り、またきゃんきゃん、ばうばうと激しく吠え立てる。

「ああもう、しつこい……！」

「おうい、なんかあったのかあ？」

　犬の咆ほう哮こうに引き寄せられたのか、千ち鳥どり足あしの男が路地の方からひょっこりとやってきた。酒気を帯びてとろんとした目に、野や次じ馬うま的な好こう奇き心しんが見えている。

「なんだあ、兵士さんが寄ってたかって。ひっく。こおんな神様が見てる日にシスターをいじめると、天罰が下っちまうぞお」

「……追い払いなさい！」

　偽近衛兵たちはすぐに酔っぱらった男を拘束し、通りの方へ連れ出していく。「何すんだよお、横おう暴ぼうだぞお」という声が遠ざかっていく。

　が、咆哮につられてきたのは男一人だけではなかった。

「うるせーぞ、何やってんだ！」

「捕り物かと思ったら、囲まれてんのってシスターじゃない。何事？」

「おい、あいつ怪我してんじゃねえのか？」

　次々と集まってくる野次馬に、コーネリアは苦々しい表情で歯嚙みした。

「……本物の衛兵を呼ばれてはことだわ。撤退よ」

　コーネリアが閉じた扇を挙げる。

　それを合図に近衛兵たちは一斉に撤退しようとして、踏みとどまった。

　退路には、近衛兵の制服を着た、見覚えのある兵士たちが盾たてと銃じゆうを構えていた。

　本物の近衛兵たちの間をすり抜けて、一人の青年が進み出る。長身に馴な染じんだ黒い軍服が翻ひるがえる。




「そこまでだ、女伯爵。聖なる祭りの日に、これ以上罪を重ねるな」




　低く、静かな怒りをはらんだ断罪の声が、あたりに響き渡る。

　懐なつかしい精せい悍かんな顔と黒髪に、胸の奥から熱いものがこみ上げてきた。

　離れていた時間は半日にも満たない。避けられていた期間に比べれば微々たるものだ。

　それなのに、再び出会えた喜びに全身が打ち震えた。

「陛下……っ！」

　エステラは喉を嗄からして彼を呼んだ。すぐにでも飛び出したくなるのを、必死に堪こらえた。

　ヴィクリスはこちらを一いち瞥べつして少しだけ表情を緩めると、再び厳しい顔つきになって偽近衛兵たちを見回した。すぐに犬笛を持つ男に目を付け、彼に近づいていく。

「何を……あっ」

　犬笛を奪い取り、少し嫌そうな顔になりながらもそれを吹いた。

　ややあって、犬たちは吠えるのをやめ、撤退していった。

　貴婦人は一瞬表情を引きつらせたものの、すぐに完かん璧ぺきな愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「まあ、何をおっしゃいますの。あたくしたちはたったいま、怪あやしげな男に連れ去られた王妃様を保護したところですわ」

「近衛の制服を着た、近衛ではない者を使って保護だと？　ありえないな。私が王宮で働いているすべての人間の顔と名前と契約内容を記憶していることも知らないのか」

「なっ……」

　コーネリアは今度こそ言葉を失った。

　一目で見抜かれるとは思っていなかったらしく、偽近衛兵たちの間にも動揺が広がる。

「詳細はしかるべき場所で聞こう。全員、引っ捕らえよ」

　ヴィクリスが手を挙げて号令を下すと、近衛兵たちが殺さつ到とうしていった。

　数では偽近衛兵よりも本物の近衛兵の方が多い。

　王に倣って全員が仲間の顔を覚えているのか、偽物と本物を見間違えることもなく、コーネリアたちはほんの数分程度で取り押さえられた。

「あたくしにこんな真似をして、ただですむと思うんじゃなくてよ！」

　乱暴に縛り上げられたコーネリアが、感情的な声をあげる。

　たまらず、エステラは女伯爵に駆け寄った。

「コーネリア様、どうしてこんなことを……」

　彼女が〈オランドの兜〉を盗んだ犯人側の人間だったとしても、それだけで彼女から王妃教育を受けた日々が無意味になったわけではない。厳しくも優しい指導の数々は、間違いなく本物だった。

　コーネリアは少し気まずそうに視線を逸らした。

「……ユージーナ様のためよ」

　ヴィクリスの二番目の姉の名前だ。

　王家の家系図は、貴族名めい鑑かんの暗記よりも優先順位は上だった。

「ユージーナ様はいま、キリエ教皇国に亡ぼう命めいなさっているの。不ふ遇ぐうな思いをされていらっしゃると聞いているわ。ユージーナ様が何不自由なく暮らすためには、枢機卿に従うしかなかったのよ……」

「おい、歩け！」

　近衛兵に急せかされて、コーネリアは顔を背そむけて歩きだす。一瞬見えた横顔が目元に大粒の涙を湛たたえていて、胸が締めつけられた。

　なんと言っていいかわからずに結局何も言えず、連行されていく後ろ姿を見つめていると、背後から声がかかった。

「怪我はないか？」

　不器用だが、労いたわるような穏おだやかな声こわ音ね。

　振り向くと、ヴィクリスが少し手持ちぶさたそうに佇たたずんでいた。

「陛下……陛下っ！」

　エステラはいてもたってもいられず、今度こそ駆け出していた。

　ヴィクリスに向かって突進しながら、寸前で大事なことを思い出して宣言する。

「いまから抱きつきますわ！」

「なっ……!?」

　うろたえた夫の胸に、エステラは思い切り飛び込んだ。

　固い胸むな板いたに頰を押しつけると、町中でついたものらしいラベンダーの香りがした。

「ご無事でよかったですわ、本当に、本当に……」

「……心配をかけてすまない。それと、危険な目にも遭あわせてしまったようだ」

「いいんです。陛下がお元気でいらっしゃるならば、それで」

　少し身を離して、彼の顔を見上げる。

　ほんの数時間離れていただけなのに、懐かしさのあまり涙が溢れてくる。

　ヴィクリスは少し戸と惑まどったあげく、革手袋の親指でエステラの目元をぐいと拭った。

「べろべろばーではありませんのね」

「……それはもうしない。そう何度も君に怒られたくはない」

　気まずそうなしかめ面つらになって、憮ぶ然ぜんと言う。神すら恐おそれぬ猜さい疑ぎ王おうなのに、契約王妃ごときに怒られるのが嫌らしい。

　思わずくすりと笑っていると、背後から、うう、と呻き声が聞こえてきた。

　ジャックが頭をもたげてこちらを半眼で眺めている。

「あんの、さあ……どうでもいいんだけど、さっきのあれ、何？」

「さっきの？」

「抱きつきますわとかいう」

　エステラが抱きつく前にした宣言を指しているらしい。

「陛下は予告なしに接触されるのがお嫌いですの。ですから行動予定を申し上げたのですわ」

「なんだそりゃ。せっかくの再会場面でさあ……雰ふん囲い気き台無しじゃん」

「ジャック」

　ヴィクリスがエステラをやんわりと引き剝がし、ジャックの方へ近づいていった。

　自称情報の騎士は倒れたまま、力なく手を挙げて応じる。

「よう、ご無ぶ沙さ汰た。相変わらずひでえこじらせ方してんだな」

「おまえも相変わらずのようだが……まずは礼を言おう。よくぞ妃を守ってくれた」

「守りたくて守ったんじゃねえっての」

　ちっ、と舌打ちして、ジャックはばつが悪そうにそっぽを向いた。
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　王宮に戻ると、ひとまずヴィクリスの部屋の控えの間へ通された。

　華か美びな調度品のない落ち着いた内装で、実用主義な主あるじの性格がよく出ている。

　天鵞絨ビロード張りの長なが椅い子すに腰掛けて侍じ従じゆうに紅茶を淹いれてもらっていると、別室からヴィクリスが戻ってきた。

「ジャックの容態は？」

「別室で傷の縫ほう合ごうをさせている。出血も既に止まっていたらしく、医務官の話では大事ないそうだ」

「……よかったですわ」

　エステラはほっと胸を撫で下ろした。

　それをヴィクリスは不思議そうに眺めながら向かいの席に腰掛けた。

「君たちが仲良くなっていたとは知らなかった」

「仲良くなれているかどうかはわたくしにはわかりませんけれど、彼とのつき合い方がわかってきた気はしておりますわ」

「……そうか」

　わずかに表情を緩める夫を笑顔で見つめながら、紅茶を一口すする。ラベンダーで香味をつけた紅茶で、飲み下すと胃の底から清涼感が立ち上ってくるようだった。

　ヴィクリスは片手を挙げて侍従に退室を促すと、彼らが下がってから口を開いた。

「ひとまず状況を知りたい。ルパートが飛ばした文は確認したが、君を逃がす予定というところまでしか書かれていなかった。なぜ君がそんな格好をしているのか、なぜジャックと一緒にコーネリアに追われていたのか」

　視線がエステラの着ている修道服に向けられている。

　銀灰色の双眸に猜疑の光が宿るのを認めて、昨夜起きた出来事をすべて説明した。

　ヴィクリスが悄しよう然ぜんとした顔つきになる。

「そんなことがあったのか。大変なときに助けてやれなくてすまなかった」

「いえ、ルパート様やユニスたちが助けてくださいましたから」

　笑顔で答えたかったが、彼らがどうなったのかを考えると笑みも萎しぼんでしまった。

　ルパートが大勢の野良犬を調教していたとしても、相手は修道士たちだけでなく、衛兵と、マリユーグが教皇国から連れてきた親衛隊もいた。いまごろは鎮ちん圧あつされ、捕らえられていてもおかしくはない。

「ルパート様たちはご無事でしょうか」

「あいつはよく私の生命力や悪運が無む駄だに強いと吹ふい聴ちようしているが、そういう本人も生存能力が極きわめて高い。腕うでっ節ぷしに関しては絶望的だが、口先三さん寸ずんで危機的状況を乗り切る機転のよさがある。枢機卿も神の御ご前ぜんで殺せつ生しようを働くとも思えない。当然、無事だろう」

　当然、を強調して言う。

　エステラを励はげまそうとわざとそういう言い方をしたのだとわかったが、一方で、ヴィクリスに断言されると本当に無事だと前向きに思えてくる。

　あれだけ常に周囲を疑っている彼が断言するのだから、確固とした根拠があって自信があるのだろう──そう期待させてくれるのだ。

（だから、民から愛されてますのね）

　ふと、ヴィクリスが不思議そうに眉を寄せた。

「どうした？　にやにやして」

「な、なんでもありませんわ！」

　慌てて反論し、ごまかすように再びティーカップに唇をつける。

（にやにやなんて、してましたかしら……）

　頰が熱くなるのを自覚しながら紅茶を一口すすり、気持ちを落ち着ける。

「こ、今度は陛下の番ですわ。ルパート様が陛下の様子を伺うかがいに寝所へ行ったときには既にいらっしゃらなかったと聞いておりますけれど、陛下もわたくしたちと同じように催眠薬を嗅がされて移動させられていたんですの？」

「いや。少々言いにくいのだが、私はもとから寝所にはいなかったんだ」

　エステラは思わず目を瞬しばたたいて、気まずそうな顔をするヴィクリスを見つめた。

「どういうことですの？」

「私に用意された部屋は調度品にも間取りにも警備体制にも不備があり、有事の際の脱出経路もじゅうぶんに確保されていなかった。君の部屋とかなり離れていたのも問題だ。歴代のミストリア王がなぜあの部屋に宿泊できたのか、まったく理解できない」

　どうやら大聖堂の寝所は猜疑王の安全基準を満たさなかったらしい。

　催眠薬の独特な匂いに気づいて自力で逃げたのだろう、というジャックの推測の斜め上をいっている。

「それで仕方なく窓から中庭に下りた。中庭からならば四つに分かれた建物が見渡せる。それで哨しよう戒かいに見つからないように茂しげみで剣を抱えて仮眠をとっていたら、物音が聞こえてきた。見ると聖妃の間の窓が開いていて、聖妃の間にいる者が階下の者へロープをつけた包みを慎重に下ろしている……」

〈オランドの兜〉を盗み出そうとしているのだとすぐに気がついたらしい。

　加えて、組織ぐるみの犯行と判断し、その場で奪い返すよりも、窃せつ盗とう犯はんを泳がせて敵の正体を突き止めた方がいいと考え、追跡を開始したそうだ。

　それでルパートにも知らせずに姿を消していたらしい。

「まさかあの部屋に君もいたとはな……兜など無視して助けに行っていれば妙な疑いをかけられずにすんだだろうに、判断を誤ったようだ」

　殊しゆ勝しようそうに頭こうべを垂たれるヴィクリスに、エステラは首を横に振ってみせた。

「そんなことありませんわ。陛下が追跡なさっていなければ兜が盗まれたという証拠がありませんでしたもの。それで、窃盗団の正体はわかりましたの？」

「ああ。やつらはノウィックの港に停てい泊はくしている大きな外来船に包みを持ち込もうとしていた……教皇国の船だった。兜は運び込まれる前に取り押さえて奪い返し、連中は港の警備隊に引き渡しておいたが」

「では、兜はいま……？」

「ああ。少し待っていてくれ」

　そう告げると、ヴィクリスは立ち上がって寝室に戻っていった。

　まもなくして、一抱えほどの丸みのある包みを抱えて戻ってくる。

「このとおり、無事だ」

　テーブルの上に置き、包みを解とく。

　はらり、と現れた古い兜の姿を認めて、エステラは、そしてヴィクリスも固まった。

　兜は骨組みを残し、板金の部分がすべて外れていた。包みという支えを失い、からん、ころんと崩くずれ落ちる。

　重苦しい沈黙が流れた。

「……大変申し上げにくいのですけど、あまり無事ではないように見えますわ」

「……奪い返す際に、少し衝撃を与えてしまった気はしていたんだ」

　どうやら身に覚えはあるらしい。

「だが問題ない。工作は得意だ」

「わ、わたくしも修理は得意ですわ。お手伝いいたします！」

　兜に手をのばしながら、思い出す。

（そういえばわたくし、この兜に触れたときは決まって──）

　とっさに踏みとどまろうとしたが、一瞬遅かった。

　錆さびた表面に手が触れた瞬間、脳のう裏りで遠い故郷の光景がはぜた。







　目を覚ますと、寝台の天てん蓋がいを背景にヴィクリスとヘンリーが心配そうにこちらを覗き込んでいた。

「陛下……それにヘンリー様も。どうなさいましたの？」

「それはこっちのせりふだ！」

　ヘンリーは怒っているようだった。あどけない顔を上気させ、眉まゆを吊つり上げている。

「聖兜祭の間は大聖堂に泊まり込むはずだろ。それなのにおまえも叔お父じ上うえもいきなり帰ってきちゃうし。おまえは寝込むし。いったいどうなってるんだよ？　訊きいても叔父上は教えてくださらないし」

　じろりと隣の叔父を横目で睨む。

　ヴィクリスは幼い眼光など痛くも痒かゆくもないらしく、完全に無視を決め込んでいる。

　エステラはヘンリーに微笑ほほえみかけた。

「すべてが終わったらお話しできると思いますわ。それでもよろしいでしょうか」

「……別にいいけどさ。おまえ、大丈夫なのか？」

　不安そうに覗き込んでくる表情が子犬のように愛くるしい。頭を撫でたい衝動をぐっと堪えつつ、気き丈じようにかぶりを振ってみせた。

「わたくしは元気ですわ。ちょっと眩暈めまいがしただけで……」

　また脳裏に過去の光景が浮かんで、すぐに消滅した。

　全身を戦せん慄りつが駆け抜ける。

　これで三度目だった。

　三度目ともなれば、さすがに夢の内容は覚えている。

『触らないでよ、泥棒！　これはお父様のものなんだから！』

『かように無様に壊しておきながら、どの口が言うのです！　おお神よ、罪深き娘をどうかお許しください──』

　どくどくと心臓が苦しいほどに鼓こ動どうを速めていく。目の前が暗くなる。

（どうしましょう、わたくし、そうとは知らずに陛下に噓を……）

　そのとき、額に温かなものが触れた。

「エステラ」

　気がつくと、ヴィクリスが額に触れている。熱を測っているわけではなく、気遣うように降りた手がおとがいに触れ、銀灰色の双眸が真しん摯しに覗き込んでくる。

「目の焦点が合っていなかった。また眩暈か？」

「……ええ」

「頻ひん度どが多いな。病気の兆ちよう候こうかもしれない。医務官は疲れて眠っているだけだと言っていたが、もう一度呼ぼう」

「いえ、それには及びませんわ」

　体調不良の原因は病気のたぐいではないという確信があった。

　理由はわからないが、間違いなく〈オランドの兜〉のせいだ。

「……陛下、わたくし、陛下に申し上げないといけないことがありますの」

「どうした？」

「思い出しましたの。やっぱり、わたくしはマリユーグ猊下にお会いしたことがありましたわ……十年前、〈ホルスの籠手〉を壊してしまったそのときに」

　ヴィクリスが目を見開き、ヘンリーはなんのことかわからないという顔になる。

　エステラは夢で見た光景のすべてを打ち明けた。

　父の部屋から鍵を盗み出し、開かずの間から〈ホルスの籠手〉を持ち出したところを、聖遺物の調査でハンプリーを訪れていたマリユーグに見つかったこと。

〈ホルスの籠手〉を奪われそうになり、高いところへ上ったら足を滑すべらせて落ちてしまったこと。籠手が体の下敷きになり、こなごなに壊れてしまったこと。

　そして、怒り狂うかと思われた父は何かに怯おびえた様子で、エステラを守ろうとして酒蔵に閉じ込めたこと──

　当時のことを幼心に間違って記憶していたことも語り終えると、吐と息いきをついた。

「噓をつくつもりはありませんでした。わたくしの記憶が間違っておりましたの」

　長い説明を終えた後、エステラはそう絞しぼり出だした。

　記憶が間違っていたなどと告白されて、信じてもらえるとは思っていない。

　だが、返ってきたのは意外にも肯こう定てい的てきな言葉だった。

「その点については私も不審に思って再調査を命じていた」

「……そうだったんですの？」

　身辺調査は最初の結婚未み遂すい前に行われているはずだ。

　追加で再び調べられるとは、自分はどれほど信用がないのだろう。

「誤解しないでほしい。君と枢機卿、それとバークワース伯爵の発言に食い違いがあったから調査員を派遣したというだけだ。じきに報告があがってくるだろう。それに、幼おさな子ごが自分の心を守るために事実をねじ曲げて記憶するということはまれにある……あまり、気にするな」

　それは彼の優しさから来る言葉だったのかもしれない。

　しかし、エステラは到底受け入れられなかった。

「気にしないことなんて、できるわけがありませんわ。だって、幼い頃の記憶が間違っていたということは……わたくしの記憶すべてが間違っている可能性もあるということではありませんの……」

　自分で言いながら鳥肌が立った。

　いままでは、人を信じたために騙されるのならば仕方がないと考えてきた。

　しかし人を信じる心も、もしかしたら神への愛も偽物かもしれないとわかると、喪そう失しつ感かんのあまり足元にぽっかりと大きな穴が空いた気がした。

「わたくしは本当に『エステラ』ですの？　もう、自分が何者なのかすら、確信が持てなくなってしまいましたわ……」

　震ふるえる両腕を、自分の手で抱きしめる。

　部屋は煌こう々こうとしたランプの火で照らされて明るいのに、真っ暗闇に放り込まれたかのような心細さを感じる。

　ふと、肩に大きな手が置かれた。

　顔を上げて見ると、ヴィクリスが神しん妙みような顔で覗き込んでいた。

「過去の記憶が事実と異なっていたとして、それがなんだ」

　いつもより穏やかな声音で、諭さとすように言ってくる。

　触れられた肩にじわりと彼の熱が伝わってきた。

「記憶が間違っていたと判明したら、君の性格にも即座に変化が生じるものなのか？　違うだろう。いまの君を形作っているのは、君の置かれてきた環境や経験だ」

　そう言って、ヴィクリスは肩から手を離し、エステラの手首を取った。

　親指でやんわりと脈を押さえる。

「私の質問すべてに『いいえ』で答えろ。君は、君を育ててくれた修道院が嫌いか？」

「……いいえ」

　エステラは弱々しくかぶりを振った。

「君の指標となっている修道女たちが嫌いか？」

「いいえ」

「王宮に来て出会ったすべての人間が嫌いか？」

「いいえ！」

　ほとんど叫ぶように答えた。

　修道女たちも、王宮の人々も、みんなエステラにとてもよくしてくれた。嫌いになんてなれるわけがない。

　ヴィクリスがわずかに表情を緩めて、手首から親指を離した。

「脈は正常だ。これで君の思いは真実だと証明された──過去はどうあれ、君は君のまま何も変わらない。そこは私が保証しよう」

　じんと胸の奥に熱いものが広がり、思わずヴィクリスを見つめた。

　不器用な表情から、何よりも強い優しさが感じられた。

「陛下……わたくし、陛下が好きですわ」

　思わず口に出してしまってから、自分の発言に驚いた。

　ヴィクリスも驚いたらしく、少し目を丸くしたあと、ぎこちなく微笑んだ。

「いろいろなことが一度に起きてまだ疲れているだろう。夕方までには大聖堂に戻らなければならないが、まだ時間はあるから少し休むといい──ヘンリー、おまえも部屋に戻れ。エステラを休ませてやろう」

　そう言って立ち上がり、部屋を出ていった。

　ヘンリーはなぜか動揺もあらわにエステラとヴィクリスの後ろ姿を交互に見やると、「じゃ、じゃあ僕も」と言って、そそくさと王の後を追いかけていった。
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〈北の宮〉を後にすると、ヴィクリスは足早に正殿への小道を進んでいった。

　エステラには休めと言ったが、時間はあまり残されていない。

　聖遺物の奪だつ取しゆに失敗したと知れれば、マリユーグは証拠隠いん滅めつを計はかり、聖兜祭の終わりを待たずして教皇国へ帰き還かんしようとするかもしれない。遅くとも今日中にはすべてを解決する必要があった。

「叔父上っ！」

　どこかすがるような呼び声に振り向くと、ヘンリーが俯うつむいて突っ立っていた。

　いつもならば駆け足で追いかけてくるところなのだが、なぜか呼びかけておいて自分からは一歩も近づいてこない。

「どうした、ヘンリー」

　ヴィクリスの方から近づいてきてほしいという意思表示と判断し、甥おいのもとまで戻る。屈かがんで細い肩をしっかりと摑み、幼い顔を覗き込んだ。

　父親代わりとして、彼をたくましい男子に育てようといままで厳しく接してきた。だが、少し前にエステラから指摘を受けて以来、厳しくするべきときと優しくするべきときをよく見み極きわめるように心がけている。

　そのおかげか、最近はヘンリーの悪質ないたずらが減り、勉学も向上していると家庭教師も喜んでいた。

（彼女が来てから変わったな。ヘンリーも……私も）

　ほんの二カ月前まで、子どもだろうと身内だろうと関係なく猜疑心を暴走させていて、他人を気遣う余裕はなかった。愛情に飢うえた子どもが、叔父の新しい妃をいじめるという最悪の方法で不満を発散していたことにも気づけなかった。

　他人の気持ちを汲くむのは相変わらず不得手なままだ。

　だが、苦手であっても、ある程度コツは摑めるようになってきた。

（肩が落ちているな。顔を伏せているのは、表情を読まれるのが気まずいからか。落ち込んでいるのか？）

　いまは優しくするべきときだと判断し、できるかぎり穏やかな表情を作った。

「どうした。言いたいことがあるのなら、はっきり言ってみなさい」

　ヘンリーはすぐには応こたえなかった。自分で呼び止めておいて、口に出すべきか躊ちゆう躇ちよしているらしく、小さな唇を嚙みしめている。

　ややあって、ようやく決意したらしい。拳を握りしめて、きっ、と顔を上げた。

「叔父上、エステラとちゃんと子作りしてますか？」

　反射的に頭ず突つききを繰くり出だしていた。

　真正面からそれを食らったヘンリーは、声にならない悲鳴をあげてひっくり返る。
















「……お……叔父上……」

「いまのはおまえが悪い」

　額を押さえて涙目になる甥を、同じく額を押さえて冷ややかに見下ろす。

　今回は判断を見誤ったようだ。コツは摑めてきたが、たまには間違うこともある。

「何を言うかと思えば……子どもが気にするようなことではない。部屋に戻ってミストリア史の勉強でもしていなさい」

「だって！　叔父上、今度はちゃんと結婚したんでしょう！」

　ヘンリーは床にあぐらをかいたように座りながらも、毅き然ぜんとした眼差しを向けている。

（外見は母親似だが、眼差しは兄上似だな）

　ふとそんな感想が浮かんで、寂さびしさと微笑ましさの入いり交まじった気分になる。

「それがどうかしたのか？」

「さっきの、エステラが叔父上に片想いしているようにしか見えませんでした……気にくわないけど、エステラが叔父上のことが好きなら我慢します。だから、叔父上も応えてあげるべきだと思います」

「声が大きい」

　ヴィクリスは嘆たん息そくした。

　さきほどの一件について、どうにもひどい誤解があるようだ。エステラのためにも説明し、間違いを正してやる必要がある。

「勘違いしてやるな。さきほどのはそういう意味ではない」

「そういうって、どういう意味ですか」

「つまり、エステラは日頃から隙があり、人から誤解を受けそうな発言をする傾向にある、ということだ。以前の私なら勘違いしていたかもしれないが、そこは学んだ」

「…………？」

　ヘンリーはますます眉をひそめる。

「彼女の言う『好き』は親愛の言葉だ。私が王宮で出会った人々が嫌いかと訊ねたから、その流れで言ったのだろう。誤解しては気の毒だ」

　それにしたって、自分のような面倒な人間に親愛の意思表示をしてくれるだけでもありがたいし、貴重な存在だと思えた。

（いままでの王妃から何度、『あなたのような人はいろいろ無理です』と言われてきたことか……）

　うっかり感慨に耽ひたりそうになるのを堪えて続ける。

「それに彼女は修練女見習いだ。彼女が愛しているのは神であって、私ではない」

　自分で言っておきながら、胸の奥がもやもやした。

（……気分が悪い。なぜだ？）

　まさか、これが風か邪ぜの前ぜん兆ちようというやつだろうか。

　だとしたら、風邪をひくのは初めての体験だ。

　内戦中に狙そ撃げきを受けて真冬の滝たき壺つぼに落ち、数時間ほど流されたこともあったが、なんとか岸に辿りつき、銃弾を傷口からえぐり出したときも比較的元気だった。

　その後、灰色熊から穴あな蔵ぐらを奪い、焼いた熊肉で飢うえをしのいでいるところをルパートに発見され、「なんで生きてるんですか」と言われたのはたぶんいい思い出だろう。

「どうした？」

　ヘンリーは頭痛を堪えるような顔をして額を押さえていた。頭突きされたところがまだ痛むのかもしれない。

「叔父上がみんなから『こじらせてる』と言われている理由がよくわかりました……」

「まあ、猜疑王と呼ばれているくらいだからな」

「エステラが叔父上のこと好きなんだったら、諦めてエステラに似た従妹いとこをもらおうと思ってたのに……まあいいか。僕にもまだチャンスはあるってことだし」

　うんうん、と何やら納得したらしく立ち上がる。

「叔父上、聖兜祭の成功をお祈りしています！　それでは！」

「？　ああ」

　自己解決したらしく清すが々すがしい笑顔で告げると、ヘンリーは軽い足取りで去っていった。

　気まぐれというか、あまりの変わり身の早さに首を傾かしげるしかない。

「……なんだったのだ？」
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　出しゆつ立たつの声がかかったのは仮眠を取り、軽食を食べ終えたころだった。

　既に日が傾いていたため、エステラは大急ぎで夜用のドレスに着替えさせられた。

　大聖堂までは人目を忍しのび、荷馬車の荷物に紛れて戻る都合上、できるだけ地味な意い匠しようのものにしてもらった。それでも大きく開いた胸元に精せい緻ちなレースの付け襟えりがついた深緑色のドレスは、エステラから見ればじゅんぶんすぎるほど豪ごう奢しやだ。

　鏡に映る自身の姿が徐々に完成していくにつれて、追いつめられていく気分になる。

（陛下にとんでもないことを言ってしまった気がしますわ……）

　いま思い出しても顔から火が出そうだ。

　なぜあんな言葉がおのれの口から出てきたのか、自分でもわからない。

　もちろんヴィクリスのことは好きだ。

　ただし、それはあくまで彼という人間が好きなだけで、他意はない。

　そのはずだった。

（そうですわ。だってわたくしは修練女見習いですもの。四カ月後には修道院に戻って、修道誓願だって受け入れてもらえることになっておりますのに）

　父との約束を思い出して気持ちを奮ふるい起こす。

　それなのに、異性にどうこうという感情を持つなどゆゆしきことだ。

　という思考が、好意を認めているような気がして、ぶんぶんとかぶりを振る。

「エステラ様、頭を動かさないでください。お髪ぐしが乱れてしまいます」

「ご、ごめんなさい。気をつけますわ」

　侍女にたしなめられ、慌てて背筋を伸ばして正面を向く。

　鏡には緊張した面おも持もちの自分が映り込んでいた。

（しっかりなさいませ！　彼という人間が好きだという気持ちには何も問題はないはずですわ。堂々としていれば何も……ああ神様、聖アンナ様、どうか誤解なさらないでくださいませ！　わたくしは天上への愛を失ったわけではございませんわ！）

　聖印を切って手を組み、できるだけ頭を動かさずに祈りを捧げる。エステラが突然祈りだすのはよくあることなので、侍女たちは気にもとめない。

（……陛下は気にされるかしら）

　控えの間で待っている夫のことを考えると、気分が落ち込んできた。

　いったいどんな顔をして会えばいいのだろう。

（どう思われたかしら……扉を開けるのが怖いですわ）

　どちらにせよ、顔を一目見ればわかってしまうだろう。

　ヴィクリスがぎこちない対応をとってきたら、愛の告白だと思われたということ。

　いつもどおりの素っ気ない対応だったら、人として好きだという意味で受け取ってくれたということだ。

「はい、もう結構ですよ」

　侍女長が穏やかな笑顔で身み支じ度たくの終了を告げてくる。

　正直、覚悟が決まらないのでもっと時間をかけてくれてもいいくらいだったが、ヴィクリスや同行する騎士たちを待たせている状況で、これ以上は望めないだろう。

　侍女たちを従えておそるおそる控えの間の扉を開けると、ヴィクリスは長椅子にも座らずに待っていた。

　銀灰色の双眸と目が合った瞬間、胸の鼓動が速くなった。

「お、お待たせして申し訳ありませんわ」

　まともに顔が見られなくて縮こまっていると、彼が口を開いた。

「女性の支度には時間がかかるものだと理解している。問題はない。行くぞ」

　世辞も色気もない淡たん泊ぱくな返答ののち、ヴィクリスが一足先に部屋を出ていく。

　彼の背中を黙って追いながら、エステラは心の中で快かい哉さいをあげたくなっていた。

（よかったですわ、陛下がこじらせてらっしゃって！）

　この素っ気ない反応から、「人として好き」という意味だと受け取られたのは間違いない。

「どうした？　妙みように嬉うれしそうだが」

「なんでもありませんわ」

　肩越しに不審そうに訊ねられ、エステラはすました顔を取とり繕つくろった。これでは、にやにやしていると言われても文句が言えない。

　雑念に囚とらわれている場合ではないのだと、頭を切り換える。

「マリユーグ猊下は、真実を打ち明けてくださるでしょうか」

「甘い期待は抱かない方がいい」

　ヴィクリスの返答は厳しいものだった。

「聖遺物を盗もうとした上にその罪を王妃に着せようとしたなど、認めるわけがない。だが何がなんでも吐かせてやる。聖遺物はどうでもいいが、君にしてくれたことの報いは受けさせなければならない」

　前方を見み据すえる鋭い眼差しは、手荒な対応も辞さないと主張している。

「陛下、お願いがございますわ」

「マリユーグを見逃せという内容でなければ聞こうか」

　言葉の続きを先回りされてしまう。

　だが、見逃してほしいとまでは思っていなかったので、エステラはそのまま続けた。

「猊下に、〈痛つう悔かいの秘ひ蹟せき〉の機会を差し上げてほしいのです」

　ヴィクリスが足を止めて振り向いた。

「告こつ解かいのことか？　別に構わないが、やつがみずから罪を認めるとは思えない」

「猊下は世界で二番目に天上に近い方でいらっしゃいますわ。それに大聖堂は神様の寝所。神の御ご前ぜんであらためて真実の告白を求めれば応じてくださるはずですわ」

　重たいため息が落とされた。

「性善説を信じるのは結構だが、君は人を信じすぎる。やつは聖職者だが善人ではない」

「それでも、わたくしは信じたいのです」

　修道誓願を立てて修行を重ね、枢機卿の地位にまで登り詰めた人物だ。

　一度罪を犯したかもしれないが、いまも良心の呵か責しやくに苛さいなまれていることだろう。修道女の見習いの見習いとして、そう思いたかった。

「わかった。君がそこまで言うのならば、やつに最後の機会をやろう」

「ありがとうございます」

「だが、やつがみずからその機会を捨てようとしたら、どうする？」

　おそらくヴィクリスは納得してみせたものの、最初から自白は期待していないのだろう。

　もっとも、エステラの方も、簡単に了承されてしまっては彼らしくない、くらいに思っていたから、構わなかった。

「その点については、わたくしにも考えがありますの。マリユーグ猊下が正しい信仰心をお持ちでしたら、必ず真実を語ってくださるはずですわ」

　ヴィクリスは感じ入ったように片方の眉を上げた。

「なるほど。聖職者ならではの対処法か。詳しく聞かせてくれ」

　そう言って、珍しく腕を差し出してくる。

　エステラが腕に手をかけると、彼はエスコートするように玄関ホールへと歩きだした。







　大聖堂にほど近い裏通りで馬車を降りると、エステラは石造りの廃屋に案内された。

　埃ほこりを被り蜘く蛛もの巣を張った暖だん炉ろに、騎士が腕を突っ込んで何かを操作する。

　すると、がこん、と作動する音が響いて暖炉が動き、壁に通路が現れた。

「大聖堂にはいったいいくつ隠し通路がありますの？」

「君は知らない方がいい。人に知られた通路や、一度使用した通路は、二度と使用しない決まりになっている」

　ヴィクリスに付き従っていた騎士がランプを掲げ、黴かび臭くさい暗闇を照らす。

　少数の騎士と侍女たちを引き連れて暗い通路を抜け、大聖堂の敷地内に出る。

　すぐに修道士たちに見つかったが、ヴィクリスは一切の説明をせずに堂々と、現在この大聖堂にいる全員を大広間に集めるよう指示を出した。

〈オランドの兜〉を壊した罪を着せられ、なおかつ大騒動を起こして逃げた疑惑のある王妃がそばにいても、一言たりとも追及させなかった。

　修道士や衛兵、マリユーグや親衛隊の他に、拘束されているらしきルパートやユニスたちも集めさせる。

　修道服姿のまま、侍女たちと一緒に後ろ手に縄で縛られた格好で連行されてきたユニスは、エステラの顔を見ていまにも泣きだしそうなほど表情を歪ゆがめた。

「エステラ様あ……」

「もう大丈夫ですわ、ユニス。ありがとう」

　そう伝えると、大きな黒い双眸から涙が溢れ出した。ユニスはとっさに近くの衛兵の袖に顔をこすりつけ、衛兵はぎょっとした様子で後退る。

「おいっ、鼻水をこすりつけるな！」

「うええええん！」

　すぐに飛び出していって抱きしめてあげたかったが、いまはできなかった。

　ドレスを膨らませる骨組みの下に、一抱えほどの包みを取り付けてあるからだ。それほど重みはないが、少々動きにくいし、壊すわけにはいかない。

　やがて、侍女たちと同様にルパートが連れてこられた。

　補佐官は主の無事を認めて安堵するでもなく、憮然とした面持ちで睨みつけた。

「どこをほっつき歩いてたんですか、この猜疑王。謚おくりなを徘はい徊かい王おうにしますよ」

「離婚王にしないでくれるだけでも寛かん大だいだな……心配かけてすまなかった」

「あなたに関しては耳かき一杯ほども心配してませんよ！　こっちは文句を言ってるんです！　あんたがいなくなってから大変だったんですよ！」

「それは承知している」

「──ほう。どう承知していると？」

　朗ろう々ろうと響き渡る明めい瞭りような声に、はっと振り返る。

　上等な夜着にガウンを引っかけた格好のマリユーグが、親衛隊を引き連れてやってくる。髪は下ろし、手にはくつろいだ装よそおいに不釣り合いな褐かつ色しよくの手袋をはめていた。

（おかしいですわね。猊下が夜着に着替えてらっしゃるなんて）

　聖兜祭の晩は、聖職者は国王夫妻同様に断だん食じきし、さらに寝ずに朝まで祈りを捧げつづけることになっている。修道士たちが起きていたのはそのためだ。

　枢機卿とはいえ、彼が祈らずに眠っていたというのは信じがたい。

（破れた祭服を隠すため、でしょうか）

　祭服ならば初めて会ったときに来ていた、平時用の緑地のものもあるはずだ。やはり、彼はこのまましらを切りとおすつもりなのだろう。

　ますます告解は期待できなくなってきたが、信じることをやめたくはなかった。

「神聖な聖兜祭のしきたりを無視して大聖堂の外に出ただけでも許しがたい行為だというのに、〈オランドの兜〉を壊して逃げ出した不信心な王妃を連れて堂々と戻ってきた。現状を正しく理解しているとは思えぬが？」

「確かに、互いの認識に齟そ齬ごをきたしている可能性がある。情報のすり合わせは必要だ」

　ヴィクリスは皮肉を受け流し、意見を聞き入れて理解を示したふりを装よそおった。

「まずこちらの認識だが、我が妃が催眠薬で眠らされ、運び込まれた部屋で〈オランドの兜〉がよく似た金属片にすり替えられた、という認識でよろしいか？」

　マリユーグがぴくりと顔をしかめた。

　修道士や衛兵、親衛隊の聖騎士たちが一斉にざわつき、顔を見合わせる。

　それを、枢機卿は悠ゆう然ぜんと手を挙げて制止した。

「どこからそのような妄もう想そうが？　王妃の戯ざれ言ごとを聞き入れたにしてもおそまつすぎる」

「妄想、戯れ言と評するなら、その前に壊れた〈オランドの兜〉をここに持ってきてほしい。それが偽物だと証明してみせよう」

「どうやって？」

「簡単な話だ。壊れたのならば、直せばいい」

　マリユーグが鼻先で笑い飛ばした。

「あんな粉々になったものをやすやすと直せるものか。修しゆう繕ぜんに何日かかることか」

「前に言わなかっただろうか。工作は得意だ。このとおり、道具も用意してある」

　背後に控えていた騎士が、両手で抱えた大きな道具箱を持ち上げてみせる。

「どうした、持ってこい」

　ヴィクリスが威い圧あつ気味に言って、周囲を見回す。修道士たちは怯えたように肩を震わせて、マリユーグの方へ視線を送った。

「あの破片は詳しく調査する必要があると、親衛隊の方々が……」

　聖遺物の残骸が枢機卿の手にあることを控えめに進言してくる。

「枢機卿。我が国のものをなぜ貴公が保管しているのかは、問わないでおこう。すぐにここへ持ってくるのならば、だが……できないだろうな」

　理解を示すのではなく、呆れの色を濃くあらわして言う。

「直されては偽物……いや、聖遺物は聖遺物でも十年前に破壊された〈ホルスの籠手〉だと露ろ見けんしてしまう。貴公は少なくとも聖兜祭が終わるまでは、〈オランドの兜〉の方は壊れたことにしておかなければならなかった」

　また周囲がざわめきはじめた。

「静かにせよ！」

　マリユーグが一いつ喝かつし、その場が静まり返る。

「でたらめを申すな。あれが〈オランドの兜〉ではないとしたら、本物の〈オランドの兜〉はいったいどこにあるというのだ」

「そういえば、私がどこへ行っていたのか答えていなかったな。私は聖妃の間から〈オランドの兜〉を持ち出そうとする怪しげな連中を見つけ、その後を追跡していた」

「あんたそんなことしてたんですか……」

　渋じゆう面めんになるルパートの突っ込みを、ヴィクリスは無視して続けた。

「兜を盗み出した連中は港町ノウイツクへ向かい、そこでとある外来船に運び込もうとしていた。無論、阻そ止しさせてもらったが。これがこちらの認識だ。エステラ、例のものを」

　ヴィクリスが視線を向けて促うながしてくる。

「ええ」

　エステラは頷うなずいて、侍女長に視線で合図を送った。

　侍女長が跪き、ドレスの裾すそを必要なぶんだけめくった。そこからクリノリンの下部に取り付けていた包みを取り出すと、恭うやうやしく差し出してくる。

「どうぞ、王妃様」

「ありがとうございますわ」

　にっこりと笑って、両手で慎重に受け取る。

　それは、黒っぽい麻あさ布ぬのに包まれた、人の頭部より少し大きく丸みのあるものだった。

　聖妃の間から盗み出す際に使用されたのと同じ布と、生地越しに窺うかがえる輪りん郭かくから中身が何か知れたらしく、マリユーグが息を吞んだ。

「それは……！」

「この中身が何かは、猊下もご存じのことでしょう」

　エステラはまっすぐに枢機卿を見つめた。

「猊下、どうかご自分の罪をお認めになってくださいませ。今日は聖兜祭、聖アンナ様の罪が許された日ですわ。正直に打ち明け、罪を悔くい改めれば、神様は許してくださいます。どうか、神様の前で噓はつかないでくださいませ」

　そう言いながら、ちらりと祭壇の方へ目を向ける。

　聖兜祭で使われるはりぼてとはあきらかに違う、一枚岩から彫り出された聖妃像と、神をあらわす光を記号化した大きな聖印が、物言わずこちらを見つめている。

　くっ、とマリユーグは呻いた。

「……私は関係ない。配下の者が先走ったのだろう」

　強い落らく胆たんが、胸の奥を降りていった。

　分の悪い賭けだとはわかっていたが、いざ期待を裏切られると心が痛む。しかし、告解の機会を捨てたのは彼自身だ。

「そうですの。とても悲しいですが、仕方がありませんわね」

　エステラはそう答えながら、包みを持つ手に少し力を込めた。

「確かに聖遺物は尊とうといものですわ。ですが、そんな聖遺物のために人々が争うなんて、神様も聖アンナ様もきっと天上でお嘆なげきになられていることでしょう」

　騎士たちがさりげなくエステラを守るように移動していく。彼らには、エステラとヴィクリスの策はあらかじめ伝えてある。

「ですからわたくし、こう思いますの。こんなものは、地上に存在しない方がよいのではないか、と」

　とたんに、マリユーグが顔色を変えた。

「貴様、何をするつもりだ──」

　枢機卿の動揺を認めた上で、エステラは包みを頭上に掲げてみせた。

「こうするのですわ！」

「やめろ！」

　たまらず飛び出すマリユーグを、騎士たちが一斉に腕を出して制止しようとする。

　その手前で、エステラは包みを力いっぱい床に叩きつけた。

　がしゃっ、と音がして、生地越しの形がひしゃげる。

　騎士たちによって取り押さえられていた枢機卿の膝ひざから、力が抜けた。すとんと膝から落ち、秀しゆう麗れいな顔立ちが悲ひ愴そうに歪ゆがんだ。

「なんということを……私の、悲願が……」

　羽は交がい締じめにされながらも伸ばした手が、届かずに虚むなしく空くうを摑む。
















　その手首を、ヴィクリスが摑んだ。

　有う無むを言わさず手袋をむしり取る。

　そこには、既に瘡かさ蓋ぶたになった鋭い引っ搔き傷があった。

「我が妃は聖妃の間に運び込まれた際、暗闇で何も見えず、近くにいた者を引っ搔いたと証言している。その証拠に、その者が着ていたと思われる、赤い生地の切れ端もある。詳しく調べてはいないが、貴公の祭服である可能性が──」

「……ば、いい」

「なんだと？」

「好きにすればよい。聖遺物を教皇国にもたらすことは私の使命だった。だがそれも、〈オランドの兜〉が壊れたいまとなっては意味がない」

　茫ぼう然ぜん自失しており、虚空を見つめる眼差しにも答える声音にも覇は気きがない。

「なぜ〈ホルスの籠手〉の残骸を回収しただけで満足しなかった？　壊れていても聖遺物は聖遺物だろう」

「わかっておらぬようだな。聖遺物には聖霊が宿っている。少しでも破壊されれば聖霊は飛び立ち、祝福をもたらさない。壊れた聖遺物ではだめなのだ……」

　力なく答えて、消沈した様子で頭を垂れる。

「我が妃にしてくれた行為や〈オランドの兜〉の窃せつ盗とう未み遂すいについても詳くわしく訊かせてもらうが、貴公は教皇国の代表としてきた大事な客人だ。丁重な扱いを約束しよう……枢機卿を拘束しろ」

「猊下！」

　親衛隊の聖騎士たちがすかさずマリユーグをかばおうとするが、ヴィクリスが睨みをきかせると動きを止めた。

「そういえば、我が妃の話では我が妃を運び出した者は数名いたそうだ。かばいだてするなら貴公らを実行犯の一味と見なすがよろしいか？」

　躊躇する聖騎士たちを、マリユーグが「もうよい」と制止する。

　彼は急に十歳くらい老ふけたかのような様子で、肩を落としたまま連行されていった。

　その場のなんとも言えない重苦しい空気を洗い流すように、壮そう厳ごんな鐘かねの音ねが鳴り響いた。

　夕刻を告げる鐘だ。はっと司祭が我に返った。

「すぐに兜の修復に取りかからなければ、明朝の儀式に間に合いませんぞ！」

　慌てて床に転がった包みに飛びつき、持ち上げたところで不審な顔つきになった。

「これは……」

　修道士たちも寄ってくる中、顔を突き合わせて包みを解き、仰ぎよう天てんする。

　包みの中身は、古いクリノリンやコルセットの素材で骨組みを作り、紙を張り合わせただけのはりぼてだ。輪郭だけ〈オランドの兜〉に似せた偽物だった。

「これはどういうことです、王妃様！」

　エステラは苦笑して肩を竦めてみせた。

「誤解させてしまったようですけれど、わたくし、これが本物の〈オランドの兜〉だとは一言も申し上げておりませんわよ」

「工作は得意でな」

　ヴィクリスがぼそりと付け足した瞬間、ルパートがぶほっと噴き出した。

　つられてユニスも噴き出したのを皮切りに、侍女や騎士たちも次々と笑いだす。

　司祭たちはますます困惑した。

「で、では、本物はいったいどこに……」

「そこだ」

　ヴィクリスが顎あごをしゃくって示す。

　司祭がぎょっと振り向いた先には、笑いを堪えきれずに口元をひくひくさせながら、道具箱を抱えている騎士がいる。

　もう一人の騎士が道具箱を開け、慎重な手つきで中身を取り出した。

　見覚えのある包みを解いたそこには、〈オランドの兜〉が本来の姿で錆だらけの表面をさらしていた。
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「私がエステラ様の付つき添そい人にんを、でございますか!?」

　素すっ頓とん狂きような声が、大聖堂の一室に響ひびき渡った。

　聖せい兜とう祭さい第三日の儀式〝兜かぶと迎むかえ〟のために重量のある衣い装しように着替えた直後のことだ。

　突然、ヴィクリスからコーネリアの代わりとしてエステラの二人目の付つき添そい人にんを命じられた侍じ女じよ長ちようが、紅こう潮ちようした頰ほおを両手で押さえて目を剝むいた。

「そんな大役、恐おそれおおいですわ……どうしましょう、そんな、神様！」

「嫌いやなら別の者にやらせる。そうだな、この中からだと──」

「喜んでお受けさせていただきますっ！」

　あっさり別の者を選ぼうとする王を遮さえぎって宣言する侍女長に、他の侍女たちが一斉に噴き出した。

　そうしてユニスと、彼女と同じ衣装に着替えた侍女長にマントの裾すそを持ってもらいながら、エステラはヴィクリスとともに部屋を出た。

　聖せい妃ひの間の前に向かうと、先回りしていた修道士たちが扉とびらを開けて退しりぞいた。

　台座には取り戻されたばかりの〈オランドの兜〉が置かれており、その様子を聖妃像がどこか安あん堵どしたような優しい眼まな差ざしで見下ろしている。

　エステラはヴィクリスとともに、まずは聖妃像に一礼した。

　それから床ゆかに跪ひざまずき、聖印を切って両手を組み、目を閉じて祈りを捧ささげる。

（聖せいアンナ様、陛へい下かはご無事でしたわ。わたくしの祈りを聞き届けてくださって、ありがとうございます）

　ヴィクリスが聞いたら、無事だったのは奇き蹟せきではなく実力だと立りつ腹ぷくしたかもしれない。

　しかし、何度も神と聖妃に祈った者としては、一言礼を言わずにはいられなかった。

　祈りを終えて立ち上がると、ヴィクリスは〈オランドの兜〉の台座の前に進み出た。

「ミストリアを代表する者として、聖なる兜を一時お預かりする」

　聖妃に断りを入れてから、台座に両手を伸ばし、丁てい重ちように兜を持ち上げる。

　それを片腕に抱かかえるようにして支ささえ、踵きびすを返した。

　エステラも身を翻ひるがえし、ヴィクリスの腕に手を伸ばす。実際に兜に触ふれるとまた過去の記憶をともなう眩暈めまいを起こすので、兜を支える彼の腕に手を添えるにとどまった。

　廊ろう下かを進み、階段を上ってさらに奥へ進む。一歩進むごとに祭りのフィナーレ、兜送りの儀式が近づいてくる。

　エステラの鼓こ動どうが期待と緊張に速まった。

　落ち着きなさい、と自分に言い聞かせる。

（何度も予行演習をさせていただいたんですもの。失敗するわけにはいきませんわ）

　ヴィクリスに恥はじをかかせるわけにはいかない。

　そして、熱心に指導してくれた女伯はく爵しやくにも報むくいたかった。

（コーネリア様のこと、どうしても恨うらむ気になれませんわ）

　いずれ罠わなにかける予定の娘に対しても、コーネリアは真剣に指導してくれていた。

　エステラを騙だまそうとする気持ちと、エステラを教育しようとする気持ち。

　二つの相反する気持ちに、どう折り合いをつけていたのだろう。

　けれど、そのどちらの気持ちにも偽いつわりはなかったのではないかと思っている。

　待機していた修道士がバルコニーへ続く扉を開け放つと、朝焼けの空と冷れい涼りようとした空気、そして大きな歓声が吹き込んできた。

　バルコニーに出て一礼すると、籠かごを持った修道士たちの手前で立ち止まる。

「兜をこちらに」

　言われるままにヴィクリスが兜をひっくり返すと、そこに修道士たちが籠から兜へと白い薔ば薇らの花を移し替えていく。白薔薇はじゃがいもに見立てたもので、葉や茎くき、棘とげなどは取り除かれている。

　本来この役をつとめるはずだったマリユーグは、現在身柄を拘こう束そくされている。聖兜祭が終わり次第、ヴィクリスたちが改めて対応する予定だ。

　ちなみに、破れた赤い祭服はいずこからかジャックが見つけてきた。マリユーグは部下に祭服を燃やして処分するように命じたらしいのだが、あまりに上等な生き地じだったためこっそりと売り飛ばしていたらしい。

「今日は聖妃の盗みが許された日だからな」とは、ジャックの言げんだ。

　ヴィクリスは薔薇でいっぱいになった兜を両手で掲かかげてみせた。

「聖アンナの奇蹟はここに再現された。聖妃の奇蹟にミストリアを代表して深く感謝の意を捧げる。天上と、そして天下にもまた神の祝福のあらんことを！」

　割れんばかりの歓声や口笛の中、兜を下ろしてその中へ手を突っ込む。

　手で摑つかめるだけ摑んで、群衆に向かって軽く放り投げる。

　空に舞う白い花を歓声が迎え入れ、人々が一斉に手を伸ばす。『兜送りで投げられる花を手に入れると、一年間食べるものに困らない』という言い伝えがあるらしい。

「陛下、わたくしもよろしいですか？」

「ああ」

　ヴィクリスは兜の位置を少し下げて、手が届きやすいようにしてくれた。

　絹手袋を塡はめた手で兜には触れないよう慎重に摑んで、群衆の頭上へと放る。

「それっ」

　花の一つが崩くずれて花か弁べんがばらばらになりながら舞ってしまったが、それすら喜ばれているようだった。みなが我われ先さきにと手を伸ばすのが微笑ほほえましくて、エステラは夢中になって薔薇を投げ続けた。

　と、不意に兜が引っ込められた。

　ヴィクリスは急に厳しい顔つきになって、バルコニーの先に鋭するどい視線を向けている。

「どうかなさいましたの？」

「気をつけろ。向かいの建物に怪あやしい人影がある」

　彼の視線を辿たどって見れば、大聖堂とは広場を挟んで向こう側にある議事堂の屋根に、いくつかの人影がある。

「警備の方ではありませんの？」

　第一日目のパレードの際に、狙そ撃げきができそうな場所はすべて兵士たちに押さえさせ、警備していると聞いている。

「いや、兵士の制服を着ていない。あれは一般人だ。五人、いや六人いる──ルパート、あの場所の警備はいったいどうなっている？」

　バルコニーの隅に控えていたルパートが近づいてきて、細い目をさらに細めて見やった。

「はて、何か大きな布を丸めたようなものを運んでいるようですね。兵士たちも一緒のようですが……」

「内通者がいたか。すぐに代わりの兵士を送れ」

「いやあ、あれは別にほうっておいてもいいと思いますよ」

　補佐官がどこか苦笑まじりの声を漏もらした瞬間、人影たちは五人がかりで横になって、筒状に丸めた大きな布を一斉に広げてみせた。

　風に煽あおられて横長の大きな帆ほ布ぬのが揺ゆれ、生地いっぱいに書かれた文字が躍おどる。




『ヴィクリス王、即位一周年をお祝い申し上げます。陛下の御み世よに幸さちあらんことを！』




　それは、国民から王へのメッセージだった。

　派は手でや無む駄だを嫌うヴィクリスのことだから、きっと即位や戴たい冠かんを祝うような行事はいままでいっさい行ってこなかったのだろう。

　聖兜祭が急きゆう遽きよ開催されることになって、歓迎の意思表示をするならいましかないと、大急ぎで用意していたに違いない。

　エステラは湧わき上がる感動に、心からの拍手を送った。

「なんて素す晴ばらしいんでしょう！　ねえ、陛下……」

　同意を求めて振り向いたところで気がついた。

　ヴィクリスは垂たれ幕まくに目を釘くぎ付づけにされつつも、感動している様子はなかった。

　愕がく然ぜんとした眼差しには驚きと困こん惑わく、そしてわずかに呆あきれのようなものが窺うかがえる。

「なぜだ」

　茫ぼう然ぜんとした、渇かわいた声が漏れた。

「なぜそんなことが言える。なぜ祝福できるんだ。人間不信をこじらせた猜さい疑ぎ王おうだぞ？　もっと私に疑いの目を向けるべきだ。王としてふさわしいかどうか、警けい戒かいするべきだ。それなのに、なぜ……」

　彼には、なぜ自分が国民から歓迎されているのかわからないらしい。

（陛下のおかげで国がよくなったと、国民が感じているからに決まってますわ。それに、誰だれも彼もが陛下のように人を疑っているわけではありませんのに）

　そう説明しようかと思ったが、そんなことは彼もとっくに理解しているはずだ。

　エステラが言わなくとも、これまでにルパートが嫌というほど説といているに違いない。

　頭では理解していても、感情が拒絶してしまう。

　だから彼は猜疑王なのだろう。

　なんと言っていいか迷っていると、ふとラベンダーの花束を振っている人が目についた。昨日、沿えん道どうで見かけたのとは別人で、しかも今回は何十人もいる。

　その花言葉を思い出し、エステラは隣の夫に声をかけた。

「陛下、ラベンダーの花言葉のお話をしたのを、覚えていらっしゃいますか？」

　ヴィクリスの反応はない。だが聞こえているはずだと思い、続けた。

「あのとき、陛下はラベンダーの花言葉は『疑い』だとおっしゃいました。それは半分正しくて、半分間違っていますわ。正確には、『相手に期待するがゆえの疑い』です」

　コーネリアから借りた花言葉の本の記述を思い出しながら言う。

　ヴィクリスがゆっくりと振り向いた。

「期待？」

　笑顔で頷うなずいてみせながら、バルコニーの下に集つどう群衆に目を向ける。

「いま、こうしてラベンダーの花束を振ってくれている人の中には、もしかしたら陛下を本当は疑っている人もいるかもしれません。けれど、それはきっと陛下に期待しているからですわ。この王様はいい王様だろうか、自分たちの思いを受け止めてくれるだろうか。その疑いには、期待がこめられているはずです」

　そこまで言ったところで、脳のう裏りにある考えがひらめいた。

「案外、〝猜疑王〟にもそういうところがあるのではありませんか？」

「……私が？」

　ヴィクリスは意味がわからないという様子で、怪け訝げんな目を向けてくる。

「ただ怪あやしい、何かあると警戒するだけでなく、相手が期待に応えてくれるかどうかが不安で、それでつい疑ってしまうことがあるのではないかと思いましたの」

「私の猜疑心と花言葉はまったく別だ。一緒にしないでほしい」

　近くで話を聞いていたらしいルパートが、おっと目を見開くのが見えた。

　それから苦笑し、肩を竦すくめて身を翻ひるがえした。

　付添人のユニスと侍女長にも何やら声をかけると、二人はこちらに軽く会え釈しやくして、遠えん慮りよするように引き下がっていった。

　気を利きかせてくれた彼らに感謝しつつ、続ける。

「そうでしょうか？　本当に人を信じられなくなっているのなら、とうに失望して、疑うことすらせずに諦あきらめてらっしゃるのではありませんか？　そして、もっと独裁的な政治を行っているはずではないでしょうか」

　銀灰色の眼差しに、動揺とともにわずかな理解の色が広がっていく。

「……私はまだ、人を信じる心を失っていないと？」

「わたくしはそう思いますわ」

　ヴィクリスは冷や水でも浴あびたかのように目を見開く。

「もう、陛下に疑われたくないと思うのはやめますわ。むしろ、もっとわたくしを疑ってくださいませ。期待の裏返しだと思えば、疑われるのも悪くはありませんもの」

　思えば、自分はお節せつ介かいの押し売りをしてしまっていた気がする。

　信用されないことが悲しくて、彼の役に立ってみせようと躍やつ起きになっていた。

　旅人のマントを脱がせようとした、北風と太陽の寓ぐう話わを思い出す。

　この場合、マントは猜疑心だ。

　そして、自分は北風だった。

（めざせ太陽、ですわね。でも、どうやったら太陽になれるのでしょう？）

　そこまでは頭が回らずに首を捻ひねっていると、ふとヴィクリスが動いた。

　急に何を思い立ったか兜の中に手を突っ込み、残っていた白薔薇をすべて摑んで群衆の上へ放り投げると、空からになった兜を近くにいた修道士に押しつけた。

　本来ならば触れる資格のない聖せい遺い物ぶつを押しつけられ、修道士が仰ぎよう天てんした顔で慌あわてふためくのも構わず、エステラの方へ手を伸ばしてくる。

　大きな手のひらが後頭部に触れたと思いきや、そのまま強く抱き寄せられた。

「陛下っ、予行演習と……」

　違う、と告げようとしたとき、ヴィクリスの顔がこめかみのあたりに降りてきた。

　目を閉じなければならない気がして、とっさに瞼まぶたを閉じる。

　すると、瞼の上に柔やわらかいものが触れた。

　優しい口づけはほんの数秒ほどで、気配はすぐに耳元へと移動していった。

「期待、させてもらう。君がいつか、応えてくれると」
















　甘く痺しびれるような響きに耳じ朶だが震ふるえ、頭の芯しんがくらりとした。

　目を開けると、すぐさま銀灰色の眼差しに囚とらわれた。

　真しん摯しで、どこか熱をはらんだ双そう眸ぼうに引き込まれそうになっていると、ぴゅう、と口笛が聞こえてきた。冷やかすような響きに、はっと我に返る。

　これだけの数の人前で瞼にキスされたのだと気づいたとたん、顔が茹ゆで上あがったかのように熱くなった。

「何を……こんな、人前ですわ……」

　人前でなければいいという問題でもないが、動揺のあまりエステラは自分でも何を言っているのかわからなくなっていた。

「仲の良いところを国民に見せてやっただけだ。いまだ不安に思っている者も少なくないようだからな。夫婦円満が大事だと君も言っていただろう？」

　悪びれずに言い、首を少し傾かしげてみせる。

「それは、そうですけれど……」

　なんとも言い返せず、歯切れ悪く言って頰に手を当てる。手袋越しに強い熱が伝わってきた。鏡で見なくても、顔が真まっ赤かになっているのがわかる。

「せめて、予告していただきたかったですわ」

　負まけ惜おしみじみた言い分に、彼は苦笑した。

「確かに婚前契約書に反したふるまいだったな。君にばかり守らせてすまなかった。次からは君を抱きしめたいとき、君に口づけたいときは必ず事前に宣言しよう」

「えっ!?」

「早速だが、肩に触れる」

　ヴィクリスは素っ気なく宣言すると、ぐっと肩を抱き寄せられた。

　さきほどのこともあって思わず体に力が入ってしまうが、単に夫婦揃そろって国民の方へ向き直りたいだけだとわかり、おとなしく従った。

　バルコニーの先まで進み出ると、ヴィクリスは広場に集う群衆の方へ、そしてその向こうにある議事堂の屋根に掲げられた垂たれ幕まくへ、清すが々すがしそうに目を向ける。

「私も、期待に応えなければ」

　小さな呟つぶやきは、決意表明に聞こえた。

「陛下ならできますわ、きっと」

　エステラもそちらに顔を向け、まばゆさに目をすがめた。

　既すでに建物の上まで顔を出していた新しい太陽が、人々を祝福の光で照らしていた。
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あとがき






　こんにちは、お疲れ様です！　乙おつ川かわれいです。

　ありがたいことに二巻を出せる運びとなりました。

　お手にとってくださった読者様には大感謝です。あの暴走車のような前巻からどれだけの方が振り落とされずに残っているのかわかりませんが……作者から見ても前巻は事故後の追い詰められた状況でなければ書けなかった、ある意味奇き跡せきの一作でした。

　いまとなってはいい思い出、というにはもう少し時間がかかりそうです。車怖こわいヨー。




　ところで本巻のタイトルですが、今回はこんな感じになりました。

　前巻は私の提出したタイトル案をもとに、担当さんが求人情報サイト風に大改造してくださったものでした。

　それがまさか……【これ】の中身まで変わるシステムだっただと……!?

　担当さんから「タイトルの【これ】と（これ）の部分を考えておいてくださいね」というメールをいただいて初めて知りました。作者も知らなかった新事実。

　ただでさえ出落ちスメルの強いタイトルなのに、これ以上女子向けレールを脱線しすぎるとその先は崖がけで奈な落らくですよ？　なんて思いつつ「了解です」といくつか案を出してできあがったのが今回のタイトルです。今後は前だけを見て生きていこうと思います。




　今回もたくさんの方々にご助力いただきました。

　三み浦うらひらく先生にはお忙しい中、今回も素す晴ばらしいイラストを描かいていただき大感謝です。前巻ではヘンリーの可か愛わいさに転がり、ルパートの狐きつね顔がおに快かい哉さいをあげました。新キャラもどのように描いていただけるのかとても楽しみです。

　担当編集のＵ様。お互いに危険なスケジュールの中、最後まで辿たどりつけたのは担当様のおかげです。ありがとうございました。どうぞお体を労いたわってください。

　本作の出版に関わっていただいたすべての方々にも御礼申し上げます。

　そして読者の皆様。未熟な作品におつきあいくださり本当にありがとうございます。本シリーズはもうちょっと続きます。最後までおつきあいいただければ幸いです。
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　馬車を降りると、すっかり夏の勢いになった陽光に迎えられた。

　エステラはユニスに日ひ傘がさを差してもらいながら、とある屋敷の玄げん関かんアプローチを進んでいった。

　煉れん瓦がを敷き詰めた小道も庭木の配置も洗せん練れんされているが、最近はあまり手入れがされていないらしく雑草が伸び放題になっている。屋敷のまわりに配備された兵士たちの任務は警けい護ごではなく監視だ。

　玄関で待まち構かまえていた初老の家令に案内されて、屋敷の奥まった一室へ通される。

　屋敷の主あるじの趣味を反映した室内は、壁紙も家具も赤と金を基きち調ようとしていた。豪ごう奢しやでありながら統一感があるためまったく厭いや味みがない。

　かつての栄光を物語る部屋で長なが椅い子すに腰掛けていた貴婦人が、立ち上がって一礼した。

「おひさしぶりね、王妃様」

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ、コーネリア様」

　エステラが会え釈しやくすると、クリフォード女伯はく爵しやくコーネリアが寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

　しばらく会わない間に少し瘦やせたようだ。自宅での軟なん禁きん生活が続いていては無理もないだろう。コーネリアは現在、枢すう機き卿きようと共きよう謀ぼうして〈オランドの兜かぶと〉を盗んだ罪つみに問われており、処分の決定を待つ身だった。

　家令が一礼して退室すると、椅子を勧すすめられた。エステラはコーネリアとともに近くの応接テーブルを囲み、ユニスは黙だまってエステラの椅子の後ろに立つ。

「お茶も出せなくてごめんなさいね。使用人たちには暇ひまを出しているの」

「ここまで家令の方に案内していただきましたけれど」

「彼は変わり者なのよ。紹介状も書いてあげたのに、頑がんとして出ていこうとしなくて」

　コーネリアは困ったように眉まゆを下げつつも、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

　若い頃は恋多き女として数々の浮き名を流した女伯爵と、彼女がすべてを失おうとしてもそばを離れず、付き従う家令。深い信頼関係以上の禁欲的な愛情を感じてしまうのは少々うがった考え方だろうか。

「それにしても、自分を陥おとしいれようとした犯罪者に会いにくるなんて、よく陛へい下かがお許しになったわね」

「誤解されることも多いようですけれど、陛下はお優しい方ですもの。それに、外出申しん請せい書しよにはわたくしがコーネリア様にお会いした方がいい理由もきちんと書きましたわ。『本当の意味で事件を解決するには、コーネリア様ご自身が罪を悔くい改あらため、心をお開きになることが必要。女同士でお話をした方が気持ちが落ち着くはず』と」

「あたくしを懐かい柔じゆうしに来たというわけね。悪くない考えだけれど、それを本人の前で言ってどうするの。相変わらず駆かけ引ひきというものがわからないのね」

　心底呆あきれたように言われ、エステラは笑顔でゆっくりとかぶりを振った。

「そんなことはありませんわ。近いうちに、コーネリア様から受けた王妃教育の成果をごらんにできるはず」

「どういうこと？」

　コーネリアは怪け訝げんそうに眉をひそめたが、エステラは答えなかった。

　ノックの音が響ひびいたのはそれから数分後のことだった。「失礼します」とさきほどの家令が青ざめた表情で入ってくる。

「いったいどうしたというの？」

「は。それが……あっ」

　家令の老いた瘦そう身しんを押しのけて入室してきたのは、ヴィクリスだった。後からルパートが困り切った顔で扉をくぐり、申し訳なさそうに会釈した。

　コーネリアが顔色を失って立ち上がる。

「陛下……!?」

「早くも〝成果〟がいらっしゃったようですわね」

　エステラは立ち上がって夫を笑顔で出迎えた。

「そろそろいらっしゃるのではないかと思っておりましたわ。陛下」

　あっ、とルパートが何かに気づいて声を漏もらした。だが彼が何か言うよりも先に、ヴィクリスが進み出た。

「これはどういうつもりだ」

　憮ぶ然ぜんと告げて、懐ふところから一通の手紙を取り出してみせる。

　エステラが出掛けに侍じ女じよ長ちように託たくした手紙だった。封ふう蠟ろうが破れているところを見るに、検けん閲えつされたようだ。彼に読まれることを想定して書いた手紙なのでそれは構わない。

「教きよう皇こう国こくに亡命中のユージーナに手紙を送ろうなど……しかも王位継承権を放ほう棄きしろと迫ろうとは、いったい何を企たくらんでいる？」

「な……んですって……!?」

　コーネリアがよろめいた。すかさず家令が駆け寄って女伯爵の背中を支ささえる。

　エステラは彼女を励はげますように微笑みかけると、再びヴィクリスに向き直った。

「わたくしは争い事は好みませんわ。この国で再び戦争が起きてしまっては困ります」

「返答になっていないが」

「話は最後まで聞いてくださいませ。コーネリア様はユージーナ様をお助けしたいとお考えのようですけれど、ユージーナ様がミストリアに戻ってくれば、ご本人の意志とは関係なく争いの種になってしまうかもしれません。陛下やともに戦われた方々も気が気ではないでしょう……ならば、ユージーナ様に祖国への帰還と身の安全を保証するかわりに、王位継承権を完全に放棄していただけばよいのではと思いましたの」

　契けい約やく王妃でしかない修しゆう練れん女じよ見習いには、王位を巡めぐる戦争も貴族の人間関係も、政治の駆け引きも難しすぎてわからない。

　わからないなりに考えて出した結論は、会ったこともないユージーナを信じる、というものだった。

　結局エステラには人を信じることしかできないのだ。

　反対に、息を吸うように人を疑うヴィクリスは、案あんの定じよう顔をしかめた。

「王位継承権を放棄せずに亡ぼう命めいするからには、いずれ王位に返り咲くという野心があるとは思わないのか？」

「思いませんわ。案外、逃げるのに必死で継承権を放棄するのをうっかり忘れてしまっただけかもしれません」

「……そう来ましたかー。エステラ様らしいですね」

　ルパートの苦笑まじりの呟つぶやきを、ヴィクリスは黙もく殺さつした。

「それに、コーネリア様が地位や名誉を失う覚かく悟ごで、罪を犯おかしてまでお救いなさろうとした方ですもの。いい方に決まっていますわ。陛下と一時敵対関係にあったのは、王女というお立場がそうさせたのでしょう。内戦が終わってから一年経たちますし、そろそろ話し合いの機会を持たれてはいかがでしょうか」

「そこまでにしておけ。王妃が政治に口出しすると国が傾くのが定説だ」

「政治の話なんてしていませんわ。わたくしは家族の話をしておりますの。義理のお姉様にご挨あい拶さつしたいだけですわ」

「…………」

　言葉を失うヴィクリスに、ルパートが「失礼」と声をかけてから耳打ちをする。厳しい表情で何やら話し合い、しばらくして結論が出たらしく、ヴィクリスはため息をついた。額ひたいを軽く押さえ、不本意そうにその一言を絞しぼり出した。

「……会うだけなら、考えてもいい」

　エステラは思わず手を打ち合わせた。

「ありがとうございますわ！」

「君の案を採用するとは言っていない。中立国で面会し、それから決める」

「きっとうまくいきますわ。コーネリア様、よかったですわね。これで少しはユージーナ様の境きよう遇ぐうもよく……コーネリア様？」

　コーネリアは両手で顔を覆おおっていた。

　小こ刻きざみに震ふるえる肩を家令に支えられていたが、やがて耐たえられずに膝ひざから崩くずれおちた。

　エステラはすかさずハンカチを差し出したが、コーネリアはハンカチではなくエステラの手を握にぎりしめた。手の甲こうに唇くちびるを当てると、涙に濡ぬれた頰ほおを寄せる。

「ありがとう、王妃様……なんと、なんとお礼を言ったらいいのかしら……」

「本当に、よかったですわね」

　外がい聞ぶんもなくむせび泣く貴婦人を、エステラはそっと抱き寄せた。震える肩に腕を回し、幼おさな子ごにするように背中を撫なでると、コーネリアはすがりついて泣いた。

　気がつけば家令が涙を溜ためた目でこちらを嬉しそうに眺ながめており、ユニスは完全にもらい泣きをして鼻水まで垂たらしている。

　ふと、嗚お咽えつに紛まぎれて乾いた呟きが聞こえてきた。

「陛下、最近エステラ様に甘くなってませんか？」

「……そんなことはない。はずだ」

　どこか拗すねたような声こわ音ねがおかしくて、エステラはこみ上げる笑みをごまかすように貴婦人を抱きしめた。








〈ＥＮＤ〉
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執筆中はついつい余計なものを食べてしまいます。各種麵類におにぎりに餃子……ああ、なんて魅惑的な炭水化物たち……！

食べることでストレスを発散できているものの、体重計に乗る勇気はまだありません。花粉症の時期が過ぎたらウォーキングとスープダイエットを再開する予定です。
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続編おめでとうございます！　陛下も好きですが、ルパートさんも大好きです！（こくはく）
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